
1 月刊「武道」　2019．1

日本・インドネシア国交樹立60周年記念事業
インドネシア共和国派遣日本武道代表団



22019．1　月刊「武道」

ニュース

日
本
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
交
樹
立
60
周
年
記
念
事
業

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
派
遣
日
本
武
道
代
表
団

武
道
で
友
好
の
絆
を
深
め
る

　

日
本
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
交
樹
立
60
周

年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
共
和
国
派
遣
日
本
武
道
代
表
団
（
主

催
＝
日
本
武
道
館
、
日
本
武
道
協
議
会
）

が
、
昨
年
11
月
７
日
か
ら
14
日
ま
で
の
８

日
間
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
ジ
ャ
カ
ル

タ
市
へ
派
遣
さ
れ
た
。
本
事
業
は
、
武
道

演
武
大
会
を
開
催
し
て
日
本
武
道
の
真
髄

を
披
露
す
る
と
と
も
に
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
日

本
人
学
校
で
の
武
道
交
流
演
武
会
、
ア
ト

マ
ジ
ャ
ヤ
大
学
で
の
武
道
セ
ミ
ナ
ー
を
実

施
し
、
日
本
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
両
国
の
友

好
親
善
と
、
広
く
武
道
の
国
際
的
普
及
振

興
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。
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代
表
団
は
、
高
村
正
彦
日
本
武
道
館
会

長
を
団
長
に
、
現
代
武
道
９
種
目
（
柔

道
、
剣
道
、
弓
道
、
相
撲
、
空
手
道
、
合

気
道
、
少
林
寺
拳
法
、
な
ぎ
な
た
、
銃
剣

道
）
と
古
武
道
３
流
派
（
天て
ん

神じ
ん

真し
ん

楊よ
う

流
り
ゅ
う

柔じ
ゅ
う

術じ
ゅ
つ、

天て
ん

真し
ん

正し
ょ

伝う
で

香ん
か

取と
り

神し
ん

道と
う

流り
ゅ
う

剣け
ん

術じ
ゅ
つ、

神し
ん

道ど
う

夢む

想そ
う

流り
ゅ
う

杖じ
ょ
う

術じ
ゅ
つ）

の
計
12
団
体
の
代

表
者
65
名
に
、
日
本
武
道
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
務
局
等
を
加
え
た
計
74
名
で
編
成
さ

れ
た
（
団
員
名
簿
別
掲
）。

　

主
な
派
遣
日
程
は
、
11
月
８
日
が
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
共
和
国
青
年
ス
ポ
ー
ツ
省
へ
の

表
敬
訪
問
と
ア
ト
マ
ジ
ャ
ヤ
大
学
で
の
武

道
セ
ミ
ナ
ー（
２
班
に
分
か
れ
て
実
施
）、

９
日
が
ジ
ャ
カ
ル
タ
日
本
人
学
校
で
の
武

道
交
流
演
武
会
、
10
日
が
現
地
武
道
連
盟

と
の
交
流
稽
古
会
。
11
日
は
約
２
３
０
０

名
の
観
衆
が
見
守
る
中
、
ゲ
ロ
ラ
・
ブ
ン
・

カ
ル
ノ
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ホ
ー
ル
に

お
い
て
日
本
武
道
代
表
団
武
道
演
武
大
会

が
実
施
さ
れ
、
多
く
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国

民
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
市
民
に
日
本
武
道
の
真

髄
を
披
露
し
た
。

　

武
道
代
表
団
派
遣
に
先
立
つ
８
月
に
は

ア
ジ
ア
競
技
大
会
、
10
月
に
は
ア
ジ
ア
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
、

こ
こ
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
お
い
て
、
日
本
武
道

の
熱
い
風
が
再
び
巻
き
起
っ
た
。
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高
村
団
長
は
じ
め
各
道
代
表
者
は
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
青
年
ス
ポ
ー
ツ
省
を
表
敬
訪

問
。
表
敬
に
は
、
武
道
団
と
共
に
石
井
正

文
駐
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
特
命
全
権
大

使
も
同
行
、
総
勢
16
名
の
訪
問
と
な
っ

た
。
青
年
ス
ポ
ー
ツ
省
で
は
、
イ
マ
ム
・

ナ
フ
ラ
ウ
ィ
大
臣
、
ガ
ト
ッ
ト
・
デ
ワ
・

ブ
ロ
ト
次
官
ら
の
出
迎
え
を
受
け
、
高
村

団
長
が
「
日
本
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
交
樹

立
60
周
年
を
記
念
し
て
、
日
本
の
武
道
の

真
髄
を
披
露
す
る
た
め
、
貴
国
へ
や
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
日
本

の
最
も
大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、
文

化
交
流
を
通
じ
て
さ
ら
に
今
後
の
友
好
親

善
に
寄
与
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
」

と
述
べ
る
と
、
イ
マ
ム
・
ナ
フ
ラ
ウ
ィ
青

年
ス
ポ
ー
ツ
大
臣
か
ら
は
「
記
念
す
べ
き

年
に
、
高
村
先
生
を
団
長
と
す
る
日
本
武

道
代
表
団
を
お
迎
え
で
き
て
光
栄
で
す
。

60
年
に
わ
た
る
日
本
と
の
友
好
に
深
く
感

謝
い
た
し
ま
す
。
２
０
２
０
年
に
は
日
本

で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
も
２
０
３
２
年
夏
季
五
輪
の
招
致
を

考
え
て
お
り
ま
す
。
一
層
の
友
好
親
善
を

深
め
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
」
と
応
え
た
。

そ
の
後
、
高
村
団
長
か
ら
飾
り
兜
が
、
ナ

フ
ラ
ウ
ィ
大
臣
か
ら
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

伝
統
的
な
柄
で
染
め
ら
れ
た
バ
テ
ィ
ッ
ク

が
寄
贈
さ
れ
、
和
や
か
な
裡う
ち

に
表
敬
訪
問

は
終
了
し
た
。

　

14
時
よ
り
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
中
央
に
位

置
す
る
名
門
私
立
大
学
、
ア
ト
マ
ジ
ャ
ヤ

大
学
に
て
武
道
セ
ミ
ナ
ー
及
び
武
道
演
武

会
が
行
わ
れ
、
約
60
名
の
大
学
生
が
参
加

し
た
。

　

は
じ
め
に
、
剣
道
の
神み

谷た
に

明あ
き

文ふ
み

団
員
が

「
日
本
の
武
道
」
と
題
し
て
講
演
を
行
っ

た
。「
武
道
は
、
日
本
古
来
の
尚
武
の
精

神
に
由
来
し
、
長
い
歴
史
と
社
会
の
変
遷

を
経
て
、『
術
』
か
ら
『
道
』
に
発
展
し

た
日
本
の
誇
る
伝
統
文
化
で
す
。
礼
法
を

守
り
、
基
本
を
重
視
し
、
技
術
の
み
に
偏

せ
ず
、
心
技
体
を
一
体
と
し
て
修
錬
し
ま

す
。
試
合
や
演
武
に
臨
ん
で
は
、
平
素
錬

磨
の
武
道
精
神
を
発
揮
し
、
最
善
を
尽
く

す
と
と
も
に
、
勝
っ
て
驕お
ご

ら
ず
負
け
て
悔

や
ま
ず
、
常
に
節
度
あ
る
態
度
を
堅
持
し

ま
す
。
こ
れ
が
武
道
の
精
神
で
す
」
と
講

演
し
た
。
参
加
者
は
、
普
段
の
授
業
で
は

聞
く
こ
と
が
で
き
な
い
武
道
の
講
義
に
、

　

午
前
11
時
よ
り
、
日
本
武
道
館
第
二
小

道
場
に
お
い
て
、
結
団
式
・
壮
行
会
が
行

わ
れ
た
。
結
団
後
、
臼
井
日
出
男
日
本
武

道
館
理
事
長
の
壮
行
の
言
葉
に
続
き
、
団

長
の
高
村
正
彦
日
本
武
道
館
会
長
が
「
そ

れ
ぞ
れ
の
武
道
で
皆
様
方
が
示
す
武
道
の

真
髄
に
よ
っ
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
方
々
の

心
は
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
世
界
で

も
有
数
の
親
日
国
で
あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

と
は
こ
れ
ま
で
の
60
年
間
、
友
好
・
信
頼

関
係
を
築
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
の
60
年
も
更
に
絆
を
深
め
ら
れ
る
よ

う
、
し
っ
か
り
と
責
務
を
果
し
て
ま
い
り

ま
す
」
と
決
意
を
述
べ
た
。
続
い
て
、
本

派
遣
事
業
の
成
功
を
祈
念
し
、
吉
井
美
惠

子
全
日
本
な
ぎ
な
た
連
盟
常
務
理
事
の
発

声
で
乾
杯
が
行
わ
れ
た
。
歓
談
後
、
三
藤

芳
生
日
本
武
道
館
常
任
理
事
・
事
務
局
長

が
壮
途
を
祝
し
て
万
歳
三
唱
を
行
い
、
日

本
武
道
代
表
団
一
行
は
成
田
空
港
へ
。

　

一
行
は
、
18
時
に
成
田
空
港
を
出
発

し
、
飛
行
時
間
約
８
時
間
の
後
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
・
ジ
ャ
カ
ル
タ
市
の
ス
カ
ル
ノ
・

ハ
ッ
タ
国
際
空
港
に
、
現
地
時
間
の
23
時

45
分
（
時
差
マ
イ
ナ
ス
２
時
間
）、
無
事

到
着
し
た
。

●
結
団
式
・
壮
行
会
（
11
月
７
日
）

●
表
敬
訪
問
（
11
月
８
日
）

●
武
道
セ
ミ
ナ
ー
、
武
道
演
武
会
・

　

武
道
体
験
会
（
11
月
８
日
）

高村団長（左）からナフラウィ大臣に
飾り兜が寄贈される

●
表
敬
訪
問
（
11
月
８
日
）

訪問した日本武道代表団一行と現地関係者たち
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熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

　

続
い
て
、
ス
テ
ー
ジ
上
で
武
道
演
武
会

が
行
わ
れ
、
各
道
、
各
流
派
に
よ
っ
て
演

武
が
披
露
さ
れ
た
。
そ
の
迫
真
の
演
武

に
、
会
場
の
学
生
た
ち
は
息
を
凝
ら
し
て

見
入
っ
て
い
た
。
終
了
後
は
武
道
体
験
会

を
行
い
、
団
員
と
の
交
流
が
図
ら
れ
た
。

大
学
の
教
員
を
含
め
、
参
加
者
は
自
身
が

興
味
を
持
っ
た
種
目
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
、
に
ぎ
や
か
に
武
道
を
体
験
し
、
交
流

を
深
め
た
。

●
武
道
セ
ミ
ナ
ー
、
武
道
演
武
会
・

　

武
道
体
験
会
（
11
月
８
日
）

●
ジ
ャ
カ
ル
タ
日
本
人
学
校
で
の

　

武
道
交
流
演
武
会（
11
月
９
日
）

　

ホ
テ
ル
か
ら
バ
ス
で
１
時
間
半
か
け
て

日
本
国
大
使
館
付
属
ジ
ャ
カ
ル
タ
日
本
人

学
校
に
到
着
。
子
供
た
ち
か
ら
熱
望
さ

れ
、
開
会
式
前
に
相
撲
体
験
会
が
屋
根
付

屋
外
広
場
で
行
わ
れ
た
。
小
学
部
低
学
年

を
中
心
に
多
く
の
児
童
が
集
ま
り
、
団
員

と
の
交
流
が
図
ら
れ
、
楽
し
い
ひ
と
時
と

な
っ
た
。
体
験
会
後
に
は
団
員
が
サ
イ
ン

攻
め
に
あ
い
、
列
を
な
す
ほ
ど
の
人
気
ぶ

り
で
あ
っ
た
。

　

開
会
式
は
、
高
村
団
長
が
冒
頭
挨
拶
に

立
ち
、「
こ
れ
か
ら
現
代
武
道
９
種
目
、

古
武
道
３
流
派
を
ジ
ャ
カ
ル
タ
日
本
人
学

校
の
皆
様
に
ご
披
露
し
ま
す
。
日
本
の
武

神谷団員（剣道）による「日本の武道」の講演多くの大学生が見守る中、演武会が行われた

武道体験会では興味を持った種目で指導を受けながら、団員との交流を深めた

天神真楊流柔術 弓　道 合気道
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ジ
ャ
カ
ル
タ
日
本
人
学
校
は
全
校
生
徒

数
が
１
千
名
を
超
す
マ
ン
モ
ス
校
で
あ
る

た
め
、
全
員
が
一
度
に
体
育
館
に
は
入
り

き
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
今
回
の
演
武
会

に
は
小
学
部
高
学
年
と
中
学
部
１
、
２
年

生
の
合
計
約
400
名
が
参
加
し
た
。

　

演
武
は
、
は
じ
め
に
弓
道
が
舞
台
上
で

行
わ
れ
、
そ
の
後
、
授
業
時
間
の
都
合
に

よ
り
畳
と
床
で
そ
れ
ぞ
れ
２
種
目
ず
つ
同

時
に
披
露
さ
れ
た
。
児
童
・
生
徒
た
ち
は

間
近
で
見
る
演
武
の
迫
力
に
興
奮
し
、
各

武
道
の
演
武
終
了
後
に
は
一ひ
と

頻し
き

り
拍
手
と

歓
声
が
沸
き
あ
が
り
、
武
道
交
流
演
武
会

は
盛
会
の
裡
に
終
了
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
生
徒
代
表
が
、「
皆
様
の

演
武
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
集
中
力

の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
何
事
に
も
集

中
し
て
取
り
組
み
、
マ
ナ
ー
や
作
法
を
見

直
し
、
今
後
の
生
活
に
活い

か
し
て
い
き
た

い
で
す
。
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
、

謝
辞
を
述
べ
た
。
続
い
て
、
立た
ち

花ば
な

加か

代よ

子こ

小
学
部
教
頭
が
「
高
村
団
長
が
お
っ
し
ゃ

っ
て
い
た
武
道
の
真
髄
を
心
で
し
っ
か
り

感
じ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
団
員
の

皆
様
方
の
演
武
を
見
て
、
武
道
に
取
り
組

む
子
ど
も
が
出
て
く
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。

●
ジ
ャ
カ
ル
タ
日
本
人
学
校
で
の

　

武
道
交
流
演
武
会
（
11
月
９
日
）

銃剣道神道無想流杖術 少林寺拳法

天真正伝香取神道流剣術

道
界
を
代
表
す
る
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
、

十
二
分
に
日
本
武
道
の
真
髄
を
見
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
」
と
述

べ
た
。
続
い
て
ジ
ャ
カ
ル
タ
日
本
人
学

校
・
米よ
ね

村む
ら

博ひ
ろ

司し

校
長
が
、「
日
本
武
道
代

表
団
の
皆
様
、
遠
路
は
る
ば
る
お
越
し
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
児

童
・
教
員
一
同
、
今
日
の
演
武
会
を
非
常

に
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
し
た
。
超
一
流

の
、
12
種
目
の
武
道
を
間
近
に
見
る
こ
と

が
で
き
る
貴
重
な
機
会
を
い
た
だ
き
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
本
校
で
は
学
校
教
育
の

中
で
『
分
か
ち
合
い
』『
支
え
合
い
』
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。
演
武
の
中
で
も
阿あ

吽う
ん

の
呼
吸
で
、
分
か
ち
合
い
の
心
や
支
え

合
う
姿
が
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
の
で
、
し
っ
か
り
学
ん
で
く
だ
さ

い
」
と
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
た
。

高村団長（右）が米村校長に
記念品を贈呈する剣　道

相撲体験会
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こ
の
日
は
、
柔
道
、
剣
道
、
弓
道
、
合

気
道
、
少
林
寺
拳
法
の
５
団
体
は
、
そ
れ

ぞ
れ
現
地
支
部
・
団
体
と
の
交
流
稽
古
会

を
行
っ
た
。
中
で
も
少
林
寺
拳
法
と
合
気

道
は
多
数
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
現
地
で

の
人
気
の
高
さ
を
う
か
が
わ
せ
た
。

　

本
派
遣
事
業
の
中
心
行
事
で
あ
る
日

本
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
交
樹
立
60
周
年
記

念
武
道
演
武
大
会
が
、
ゲ
ロ
ラ
・
ブ
ン
・

カ
ル
ノ
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ホ
ー
ル
に

て
開
催
さ
れ
た
。

　

12
時
30
分
の
開
場
時
間
を
待
ち
わ
び
る

来
場
者
に
よ
っ
て
長
蛇
の
列
が
で
き
、
広

い
駐
車
場
は
あ
っ
と
い
う
間
に
満
車
と
な

っ
た
。

　

大
会
は
13
時
40
分
に
開
会
。
両
国
国
歌

斉
唱
の
後
、
高
村
団
長
が
挨
拶
に
立
ち
、

「
日
本
が
誇
る
伝
統
文
化
・
武
道
の
真
髄

を
皆
様
に
ご
披
露
で
き
ま
す
こ
と
を
、
大

変
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。
武
道
を
通
じ
て

た
く
ま
し
い
身
体
と
美
し
い
心
を
養
う
た

め
に
、
日
本
で
は
武
道
が
中
学
校
の
義
務

教
育
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
今

回
の
武
道
団
の
メ
ン
バ
ー
は
、
い
ず
れ
も

●
交
流
稽
古
会
（
11
月
10
日
）

●
武
道
演
武
大
会
（
11
月
11
日
）

●
武
道
セ
ミ
ナ
ー
、
武
道
演
武
会
・

　

武
道
体
験
会
（
11
月
８
日
）

高村正彦団長
ガトット・デワ・ブロト
青年スポーツ省次官

石井正文
駐インドネシア共和国特命全権大使

多くの来場者が開場時間を待ちわび、約 2300 名の観客が詰めかけた

団員と大会関係者



82019．1　月刊「武道」

ニュース

日
本
武
道
界
を
代
表
し
、
武
道
の
真
髄
を

お
見
せ
で
き
る
、
一
流
の
指
導
者
・
選
手

で
あ
り
ま
す
。
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
皆
様
が
武

道
の
真
髄
を
心
で
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
今
ま
で
以
上
に
、
日
本
と
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
両
国
の
友
好
関
係
を
増
進
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
」

と
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
ガ
ト
ッ
ト
・
デ
ワ
・
ブ
ロ
ト
・

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
青
年
ス
ポ
ー
ツ
省

次
官
、
石
井
正
文
駐
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和

国
特
命
全
権
大
使
が
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
述

べ
た
。

　

演
武
は
、
弓
道
の
「
持
的
射
礼
」
で
幕

を
開
け
、
矢
が
的
中
す
る
た
び
、
満
員
の

会
場
が
大
い
に
沸
い
た
。
現
代
武
道
９
種

目
と
古
武
道
３
流
派
の
演
武
を
見
た
観
客

は
、
胸
中
の
琴
線
に
触
れ
た
か
の
よ
う
に

盛
り
上
が
り
、
大
き
な
歓
声
が
あ
が
っ

た
。
そ
の
様
子
は
、
ま
さ
し
く
友
好
関
係

の
増
進
を
表
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。

最
後
の
演
武
種
目
で
あ
る
相
撲
の
後
に
相

撲
体
験
会
が
実
施
さ
れ
、
大
き
な
身
体
の

団
員
に
複
数
人
で
立
ち
向
う
子
供
た
ち
の

姿
は
と
て
も
和
や
か
な
雰
囲
気
で
あ
り
、

観
客
は
満
面
の
笑
み
で
演
武
大
会
の
成
功

を
象
徴
す
る
万
雷
の
拍
手
を
送
っ
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
高
村
団
長
が
「
ジ
ャ
カ

合気道

剣　道

なぎなた

空手道
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ル
タ
の
皆
様
に
は
、
日
本
の
武
道
を
お
楽

し
み
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
武
道
の

真
髄
を
間
近
で
見
て
、
感
じ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
後
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

て
、
ぜ
ひ
実
際
に
体
験
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
」

と
挨
拶
。
そ
の
言
葉
に
促
さ
れ
た
か
の
よ

う
に
、
閉
会
式
終
了
前
か
ら
演
武
会
場
の

脇
に
は
人
垣
が
で
き
、
武
道
体
験
会
で
あ

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
始
を
多
く
の
人

が
待
ち
わ
び
て
い
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
全
て
の
種
目
で

人
々
の
列
が
途
絶
え
る
こ
と
な
く
、
終
了

後
も
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
団
員
と
別
れ
を

惜
し
ん
で
記
念
撮
影
を
す
る
姿
が
見
受
け

ら
れ
た
。

相　撲

弓　道

天神真楊流柔術

天真正伝香取神道流剣術
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●
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
11
月
11
日
）

柔　道

銃剣道 少林寺拳法

ワークショップの様子

神道無想流杖術

日本・インドネシア国交樹立60周年ロゴマーク
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◇
団
長

　

高
村
正
彦
（
日
本
武
道
館
会
長
）

◇
団
長
秘
書

　

高
村
治
子

◇
外
務
省

　

石
川
義
久
、
野
瀬
由
美
子

◇
日
本
武
道
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局

　

三
好
秀
明
、
末
吉
潤
、
大
場
裕
之

◇
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

安
齋
俊
哉

◇
柔
道

川
島
一
見（
八
段
）、正
田
勇
人（
六
段
）、

中
山
三
雄（
六
段
）、江
種
辰
明（
六
段
）、

菅
太
誠
（
六
段
）、
有
川
勇
貴
（
五
段
）

◇
剣
道

神
谷
明
文
（
範
士
八
段
）、野
村
良
三
（
教

士
八
段
）、
齋
藤
茂
樹
（
教
士
八
段
）、

藤
田
幹
彦
（
教
士
七
段
）、
長
谷
川
恵
一

（
教
士
七
段
）、
川
上
有
光
（
教
士
七
段
）

◇
弓
道

柳
町
智
孝
（
教
士
七
段
）、澁
谷
佳
史
（
教

士
七
段
）、
伊
藤
紀
美
子
（
教
士
七
段
）、

福
地
平
（
教
士
七
段
）、
小
牧
佳
世
（
教

士
七
段
）、
福
島
幹
子
（
五
段
）

◇
相
撲

　

木
﨑
雄
也
（
参
段
）、幸
地
佑
大
（
参
段
）、

　

早
田
直
通
（
参
段
）、金
井
旺
雅
（
弐
段
）、

　

真
野
圭
梧
（
参
段
）、松
原
雄
大
（
参
段
）

◇
空
手
道

荒
賀
正
孝
（
教
士
七
段
）、髙
山
雅
彦
（
教

士
七
段
）、
長
友
憲
一
郎
（
教
士
七
段
）、

小
来
田
剛
（
錬
士
六
段
）、山
口
貴
史
（
五

段
）、
永
木
伸
児
（
五
段
）

◇
合
気
道

入
江
嘉
信
（
七
段
）、
伊
藤
眞
（
六
段
）、

鈴
木
昂
平（
二
段
）、須
藤
洋
平（
二
段
）、

伊
藤
健
（
五
段
）、
本
多
浩
一
（
四
段
）

◇
少
林
寺
拳
法

日
當
喜
澄
（
正
範
士
八
段
）、
石
井
明
仁

（
大
拳
士
六
段
）、
川
島
佑
斗
（
正
拳
士

五
段
）、
秋
元
宏
介
（
正
拳
士
四
段
）、

笹
川
理
菜
（
中
拳
士
三
段
）、
山
本
瀬
菜

（
中
拳
士
三
段
）

◇
な
ぎ
な
た

谷
本
良
子（
教
士
）、小
倉
洋
子（
錬
士
）、

大
谷
嘉
奈
子
（
錬
士
）、
照
井
順
子
（
五

段
）、萱
場
由
華
（
五
段
）、志
藤
綾
香
（
五

段
）

◇
銃
剣
道

松
本
栄
一
郎
（
範
士
八
段
）、
渋
谷
一
幸

（
教
士
八
段
）、
内
田
巳
毅
雄
（
教
士
八

段
）、
松
元
克
己
（
教
士
七
段
）、
前
村

裕
次（
教
士
七
段
）、市
原
茂（
教
士
七
段
）

◇
天
神
真
楊
流
柔
術

渡
邊
卓
也
、
八
木
宏
之
、
小
澤
修
一

◇
天
真
正
伝
香
取
神
道
流
剣
術

京
増
重
利
（
極
意
皆
伝
）、井
沼
和
馬
（
免

許
）、櫻
井
俊
也
（
免
許
）、岡
﨑
隆
広
（
目

録
）

◇
神
道
夢
想
流
杖
術

神
代
孝
一
（
免
許
）、
光
廣
勝
人
（
教
士

八
段
）、
乙
藤
美
津
子
（
教
士
七
段
）、

上
野
二
（
杖
道
：
錬
士
六
段
）

◇
記
録

　

後
閑
信
弥
（
㈱
ク
エ
ス
ト
）

団
長
以
下
総
勢
74
名
（
敬
称
略
）

　

演
武
会
終
了
後
、
宿
舎
の
ク
ラ
ウ
ン
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
本
事
業
に
ご
尽

力
い
た
だ
い
た
在
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
日
本
国

大
使
館
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
日
本
人
会
な
ど
の

関
係
者
を
招
き
、
日
本
武
道
館
主
催
の
打

上
げ
・
慰
労
会
が
行
わ
れ
、
高
村
団
長
、

石
井
大
使
の
挨
拶
に
続
い
て
、
弓
道
の
柳
や
な
ぎ

町ま
ち

智と
も

孝た
か

団
員
の
乾
杯
の
発
声
で
開
宴
し
、

演
武
会
の
成
功
を
祝
い
、
団
員
、
現
地
関

係
者
が
一
つ
に
な
っ
て
喜
び
を
分
か
ち
合

っ
た
。
会
の
終
盤
に
は
、
高
村
団
長
が
全

テ
ー
ブ
ル
を
ま
わ
り
、
団
員
一
人
ひ
と
り

を
労
ね
ぎ
ら

っ
た
。

●
打
上
げ
・
慰
労
会
（
11
月
11
日
）

●
解
団
式
（
11
月
12
日
）

●
市
内
視
察
・
帰
国
（
11
月
13
日
）

　

大
会
の
疲
れ
を
癒
し
た
後
、
夕
方
か
ら

市
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
移
動
し
て
解
団
式

が
行
わ
れ
、
少
林
寺
拳
法
の
日ひ

當あ
て

喜き

澄ず
み

団

員
の
乾
杯
の
発
声
で
始
ま
っ
た
。
懇
談
の

途
中
に
は
、
マ
ジ
シ
ャ
ン
で
あ
る
天
神
真

楊
流
の
渡わ
た

邊な
べ

卓た
く

也や

団
員
が
手
品
を
披
露
す

る
な
ど
、
解
団
式
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ

た
。
そ
の
後
、
各
道
代
表
者
が
本
事
業
の

感
想
を
述
べ
、
中
締
め
は
神
道
夢
想
流
杖

術
の
神こ
う
代じ
ろ
孝こ
う
一い
ち
団
員
が
行
い
、閉
会
し
た
。

ジャカルタの独立記念塔を背に束の間のインドネシア視察

　

最
終
日
に
は
、
世
界
最
大
級
の
規
模
と

い
わ
れ
る
イ
ス
テ
ィ
ク
ラ
ル
モ
ス
ク
や
国

立
博
物
館
を
訪
れ
、
束
の
間
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
文
化
に
触
れ
る
一
日
と
な
っ
た
。
市

内
視
察
後
、
21
時
25
分
、
ス
カ
ル
ノ
・
ハ

ッ
タ
国
際
空
港
を
出
発
し
、
14
日
早
朝
の

６
時
30
分
に
成
田
空
港
へ
到
着
。
全
団
員

の
顔
に
は
演
武
会
成
功
に
よ
る
達
成
感
と

安
堵
感
が
滲に
じ

ん
で
い
た
。

（ 

文
責
＝
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
派
遣
日

本
武
道
代
表
団
・
日
本
武
道
館
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
事
務
局
）

◎
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
派
遣

　

日
本
武
道
代
表
団
団
員
名
簿
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〈広告〉〈広告〉
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四
六
判
・
上
製
・
３
４
６
頁
・
本
体
２
４
０
０
円
＋
税

四
六
判
・
上
製
・
３
４
６
頁
・
本
体
２
４
０
０
円
＋
税

〈広告〉



142019．1　月刊「武道」

　

第
67
回
天
皇
杯
全
日
本
相
撲
選
手
権
（
主
催
＝
日
本
相
撲
連
盟
）
は
昨
年
12
月
２
日
、
東
京
・

両
国
の
国
技
館
で
約
２
５
０
０
名
の
観
衆
が
見
守
る
中
、
開
催
さ
れ
た
。
大
会
に
は
、
過
去
１
年

間
に
開
催
さ
れ
た
各
大
会
で
の
成
績
に
対
し
て
与
え
ら
れ
る
ポ
イ
ン
ト
の
合
計
数
が
多
か
っ
た
社

会
人
・
大
学
生
・
高
校
生
、
総
勢
68
名
が
出
場
し
、
ア
マ
チ
ュ
ア
相
撲
日
本
一
を
目
指
し
た
。

　

決
勝
は
、
黒く
ろ

川か
わ

宏こ
う

次じ

朗ろ
う

（
拓
殖
大
職
員
）
が
重し
げ

松ま
つ

龍り
ゅ

大う
だ
い（
東
洋
大
）
を
寄
り
切
り
で
破
り
、
初

の
天
皇
杯
に
輝
い
た
。

第67回天皇杯

全日本相撲選手権大会

優勝＝黒川宏次朗（拓殖大学職員）

黒川宏次朗（拓殖大学職員）が
初のアマチュア横綱に
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大
会
は
予
選
３
試
合
を
行
い
、
２
勝
以

上
の
優
秀
選
手
38
名
を
決
定
し
、
決
勝
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。

　

昨
年
の
全
国
選
抜
大
学
・
実
業
団
対
抗

和
歌
山
大
会
で
３
位
の
沢さ
わ

田だ

日ひ

出で

夫お

（
和

歌
山
県
庁
）
は
、１
回
戦
は
上う
え

田だ
し

将ょ
う

平へ
い（

全

富
山
）、２
回
戦
は
廣ひ
ろ

尾お

達た
っ

成せ
い

（
日
本
大
）

に
勝
利
。
３
回
戦
の
中な
か

村む
ら

淳じ
ゅ

一ん
い

郎ち
ろ
う（

ア
イ

シ
ン
軽
金
属
）
と
の
対
戦
は
上
手
投
げ
で

降く
だ

し
て
、
準
々
決
勝
に
進
出
し
た
。

　

昨
年
行
わ
れ
た
全
日
本
実
業
団
選
手
権

大
会
で
優
勝
し
た
黒く
ろ

川か
わ

宏こ
う

次じ

朗ろ
う

（
拓
殖
大

職
員
）
は
、２
回
戦
で
佐さ
と

藤う
た

崇か
し（
三
重
県
）

を
送
り
倒
す
。
３
回
戦
の
田た

中な
か

達た
つ

也や

（
長

崎
県
）
と
の
対
戦
で
は
、
黒
川
が
左
上
手

を
取
っ
て
有
利
な
形
に
な
る
と
、
そ
の
ま

ま
寄
り
切
っ
て
勝
利
。
準
々
決
勝
に
勝
ち

進
ん
だ
。

　

前
回
の
優
勝
者
、
西さ
い

郷ご
う

智と
も

博ひ
ろ

（
鳥
取
県

庁
）
は
２
回
戦
の
楮か
じ

佐さ

古こ

明よ
し

輝き

（
凸
版
印

刷
）
と
の
対
戦
で
は
押
し
出
し
で
勝
利

し
、
３
回
戦
で
は
干ほ
し

場ば

伸し
ん

介す
け

（
東
洋
大
）

が
体
を
開
い
た
瞬
間
を
逃
さ
ず
に
送
り
出

す
。
西
郷
は
盤ば
ん

石じ
ゃ
くの

取
組
で
、
２
連
覇
を

目
指
し
て
準
々
決
勝
に
勝
ち
上
が
る
。

　

全
国
学
生
個
人
体
重
別
選
手
権
135
㎏
以

上
級
で
３
位
の
重し
げ

松ま
つ

龍り
ゅ

大う
だ
い（
東
洋
大
）は
、

２
回
戦
で
黒
川
宏
次
朗
の
兄
で
、
本
大

会
準
優
勝
２
回
の
実
績
を
誇
る
黒く
ろ

川か
わ

宗そ
う

一い
ち

郎ろ
う

（
ア
イ
シ
ン
軽
金
属
）
と
対
戦
。
重
松

は
臆
す
る
こ
と
な
く
前
に
出
て
、
押
し
出

し
で
黒
川
に
勝
利
し
た
。
続
く
３
回
戦
、

石い
し

崎ざ
き

拓た
く

馬ま

（
日
本
体
育
大
）
と
の
対
決
は

突
き
落
と
し
で
重
松
に
軍
配
が
上
が
り
、

準
々
決
勝
に
駒
を
進
め
た
。

　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
１
・
２
・
３
回
戦

沢
田
日
出
夫　

○
突
き
落
と
し　

五
十
嵐
敦

　

準
々
決
勝
第
一
試
合
は
沢
田
と
、
昨
年

の
全
国
選
抜
社
会
人
選
手
権
で
優
勝
し
た

五い

十が
ら

嵐し
あ

敦つ
し

（
盛
岡
市
役
所
）
の
組
合
せ
と

な
っ
た
。

　

立
合
い
か
ら
五
十
嵐
が
厳
し
く
突
っ
張

っ
て
、
沢
田
を
土
俵
際
に
追
い
込
む
。
し

か
し
沢
田
は
冷
静
に
右
に
回
り
込
み
、
頭

が
下
が
り
体
勢
が
崩
れ
た
五
十
嵐
を
突
き

落
と
す
。
沢
田
は
初
の
ベ
ス
ト
４
に
進
出

し
た
。

黒
川
宏
次
朗　

○
押
し
出
し　

白
石
雅
仁

　

黒
川
の
相
手
は
、
昨
年
の
全
国
選
抜
大

学
・
実
業
団
対
抗
和
歌
山
大
会
を
制
し
て

い
る
白し
ら

石い
し

雅ま
さ

仁ひ
と

（
東
洋
大
）。

　

白
石
は
仕
切
り
線
か
ら
離
れ
て
突
っ
張

り
つ
つ
、
黒
川
と
の
距
離
を
測
ろ
う
と
す

る
。
し
か
し
黒
川
は
そ
れ
を
物
と
も
せ
ず

下
か
ら
前
へ
と
突
っ
張
り
、
そ
の
ま
ま
一

気
に
白
石
を
押
し
出
し
て
勝
利
。
黒
川
は

貫
禄
の
取
組
を
見
せ
て
、
２
０
１
５
年
以

来
の
準
決
勝
進
出
を
決
め
た
。

　

準
々
決
勝

２回戦＝
黒川（右）が佐藤を送り倒す

２回戦＝
重松（左）が黒川を押し出す

準々決勝＝沢田（左）が五十嵐を突き落とす

準々決勝＝黒川（右）が白石を押し出す



162019．1　月刊「武道」

ニュース

西
郷
智
博　

○
寄
り
切
り　
　

宮
下
治
也

　

178
㎏
の
西
郷
と
170
㎏
の
宮み
や

下し
た

治な
お

也や

（
拓

殖
大
学
）
に
よ
る
重
量
級
同
士
の
対
決
。

宮
下
は
昨
年
の
国
体
成
年
の
部
で
準
優
勝

を
果
た
し
て
い
る
実
力
者
。

　

立
合
い
後
す
ぐ
に
西
郷
が
右み
ぎ

前ま
え

褌み
つ

を
摑つ
か

む
が
、
宮
下
は
そ
れ
を
切
っ
て
体
勢
が
崩

れ
た
西
郷
を
土
俵
際
で
右
に
叩は
た

き
込こ

む
。

し
か
し
、
西
郷
は
落
ち
な
い
。
堪こ
ら

え
た
西

郷
は
体
勢
を
立
て
直
し
て
右
を
差
し
、
宮

下
を
土
俵
際
に
追
い
込
ん
で
そ
の
ま
ま
寄

り
切
っ
た
。
史
上
９
人
目
の
連
覇
を
目
指

す
西
郷
が
意
地
を
見
せ
て
、
準
決
勝
に
勝

ち
上
が
っ
た
。

重
松
龍
大　

○
突
き
落
と
し　
　

村
山
大
洋

　

重
松
と
、
昨
年
ベ
ス
ト
８
ま
で
勝
ち
進

ん
で
い
る
村む
ら

山や
ま

大た
い

洋よ
う

（
新
潟
県
）
に
よ
る

準
々
決
勝
の
最
終
試
合
。

　

重
松
は
立
合
い
か
ら
低
く
当
た
る
が
村

山
は
い
な
す
。
し
か
し
重
松
は
そ
れ
を
読

ん
で
い
た
か
の
よ
う
に
、
す
か
さ
ず
体
勢

を
立
て
直
し
、
下
か
ら
厳
し
く
突
っ
張
っ

た
。
村
山
は
重
松
の
突
っ
張
り
に
対
し
て

体
勢
を
崩
し
な
が
ら
も
強
引
に
前
に
出

る
。
重
松
は
冷
静
に
体
を
開
き
、
前
傾
に

な
っ
た
村
山
を
右
か
ら
突
き
落
と
し
て
勝

利
。
重
松
が
大
学
生
で
た
だ
一
人
、
準
決

勝
に
進
ん
だ
。

黒
川
宏
次
朗　

○
押
し
出
し　

沢
田
日
出
夫

　

黒
川
に
と
っ
て
は
４
年
ぶ
り
と
な
る
準

決
勝
。
前
回
は
兄
・
宗
一
郎
に
敗
れ
て
い

る
。

　

立
合
い
か
ら
激
し
く
ぶ
つ
か
り
合
う
。

左
を
差
そ
う
と
す
る
沢
田
に
対
し
て
、
黒

川
は
低
い
体
勢
で
腕
を
返
し
て
沢
田
に
廻

し
を
取
ら
せ
な
い
。
な
お
も
前
に
出
て
く

る
沢
田
に
対
し
て
黒
川
は
い
な
し
、
右
か

ら
押
し
出
す
。
黒
川
が
初
の
決
勝
の
舞
台

へ
勝
ち
進
ん
だ
。

重
松
龍
大　

○
突
き
落
と
し　
　

西
郷
智
博

　

重
松
は
立
合
い
か
ら
西
郷
に
激
し
く
ぶ

つ
か
っ
て
左
を
差
し
、
右
上
手
を
取
っ
て

有
利
な
形
と
な
る
。
西
郷
は
そ
れ
を
許
す

ま
い
と
切
っ
て
、
体
勢
が
崩
れ
た
重
松
を

一
気
に
土
俵
際
ま
で
押
し
込
ん
で
い
く
。

し
か
し
重
松
は
上う

手ま

く
右
に
回
り
込
み
、

俵
に
踵か
か
とを

乗
せ
な
が
ら
堪
え
、
右
足
一
本

で
西
郷
を
突
き
落
と
し
て
勝
利
。
重
松
は

西
郷
の
連
覇
を
阻
止
し
、
黒
川
が
待
つ
決

勝
戦
に
駒
を
進
め
た
。

　

準
決
勝

準々決勝＝西郷（左）が宮下を寄り切る

準々決勝＝重松（奥）が村山を突き落とす

準決勝＝黒川（手前）が沢田を押し出す

準決勝＝重松（左）が西郷を突き落とす
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拓
殖
大
学
職
員
の
黒
川
宏
次
朗
と
東
洋

大
学
の
重
松
龍
大
に
よ
る
決
勝
。
黒
川
は

学
生
時
代
に
学
生
横
綱
の
座
を
獲
得
し
、

昨
年
の
全
日
本
実
業
団
選
手
権
も
制
し
て

い
る
、
ア
マ
チ
ュ
ア
横
綱
の
タ
イ
ト
ル
も

欲
し
い
と
こ
ろ
。
対
す
る
重
松
は
、
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
２
回
戦
で
黒
川
の
兄
で
あ

る
黒
川
宗
一
郎
、
準
決
勝
で
は
昨
年
の
優

勝
者
で
あ
る
西
郷
と
、
強
豪
を
降
し
て
の

決
勝
進
出
。
本
大
会
、
勢
い
に
乗
る
重
松

も
悲
願
の
天
皇
杯
を
目
指
す
。

黒
川
宏
次
朗　

○
寄
り
切
り　

重
松
龍
大

　

立
合
い
か
ら
、
両
者
低
く
ぶ
つ
か
り
合

う
。
黒
川
が
右
を
差
そ
う
と
す
る
が
、
重

松
が
組
ま
せ
な
い
。
黒
川
は
攻
防
の
末
に

左
下
手
を
と
り
、
そ
の
ま
ま
右
を
差
し
て

優
位
な
体
勢
を
つ
く
る
。
力
強
く
重
松
を

土
俵
際
ま
で
押
し
て
い
き
、
黒
川
が
寄
り

切
っ
て
勝
負
あ
り
。

　

昨
年
の
西
郷
智
博
に
続
い
て
社
会
人
が

２
年
連
続
で
優
勝
し
、
黒
川
は
念
願
の
ア

マ
チ
ュ
ア
横
綱
の
座
を
勝
ち
獲
っ
た
。

　

表
彰
式
を
終
え
、
安
堵
の
表
情
を
浮

か
べ
る
黒
川
選
手
。

「
や
っ
と
勝
ち
上
が
っ
て
き
た
と
い
う

感
じ
で
す
。
決
勝
で
は
、
立
合
い
や
土

俵
際
で
し
っ
か
り
集
中
し
て
相
撲
を
取

る
こ
と
を
意
識
し
ま
し
た
」
と
本
大
会

を
振
り
返
る
。

　

２
０
１
５
年
に
は
本
大
会
で
３
位
に

入
賞
し
て
お
り
、
全
日
本
実
業
団
選
手

権
や
全
国
学
生
選
手
権
で
は
優
勝
し
て

い
る
が
、「
ア
マ
チ
ュ
ア
横
綱
」
の
座

に
は
な
か
な
か
手
が
届
か
な
か
っ
た
。

「
学
生
時
代
に
は
４
年
間
出
場
し
ま
し

た
が
、
優
勝
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
今
ま
で
努
力
し
て
き
て
良
か

っ
た
な
と
思
い
ま
す
。
決
勝
が
終
わ
っ

た
瞬
間
、
今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
方

や
、
指
導
し
て
く
れ
た
先
生
方
、
両
親

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
方
へ
の
感
謝
の
思

い
が
込
み
上
げ
て
き
ま
し
た
」
と
悲
願

の
天
皇
杯
を
手
に
し
た
喜
び
と
、
支
え

て
く
れ
た
周
囲
へ
の
感
謝
を
述
べ
た
。

　

兄
・
宗
一
郎
選
手
も
本
大
会
に
出

場
。
惜
し
く
も
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
２
回
戦

で
準
優
勝
の
重
松
龍
大
選
手
に
押
し
出

し
で
苦
杯
を
喫
し
た
。

「
兄
は
こ
れ
ま
で
準
優
勝
を
２
回
経
験

し
、
優
勝
に
手
が
届
か
な
く
て
悔
し
い

思
い
を
し
て
い
ま
し
た
。
決
勝
前
、
兄

は
『
重
松
選
手
は
押
す
力
が
強
い
。
で

も
、
い
つ
も
通
り
、
気
負
わ
ず
に
取
り

組
め
ば
い
け
る
』
と
背
中
を
押
し
て
く

れ
ま
し
た
。
兄
の
代
わ
り
に
、
と
い
う

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
獲
れ
て
良
か

っ
た
で
す
」
と
照
れ
く
さ
そ
う
に
優
勝

を
噛
み
し
め
た
。

　

兄
の
助
言
を
力
に
︑
念
願
の
天
皇
杯
を
獲
得

◎
優
勝
＝
黒く
ろ

川か
わ

宏こ
う

次じ

朗ろ
う

四
段
（
拓
殖
大
学
職
員
）

　

決　

勝

決勝＝黒川（左）が重松を寄り切る

松尾新吾大会会長から天皇杯を受け取る黒川（左）
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１　五十嵐　敦（盛 岡 市 役 所）四
２　三輪　隼斗（新　　潟　　県）四
３　松園　大成（日本体育大学）弐
４　西野　倫理（東　洋　大　学）参
５　城山　聖羅（東　洋　大　学）四
６　中村淳一郎（アイシン軽金属）四
７　廣尾　達成（日　本　大　学）参
８　沢田日出夫（和 歌 山 県 庁）四
９　上田　将平（全　　富　　山）四
10　佐々木耕大（鳥　取　県　庁）四
11　岩見　剛也（間口ホールディングス）四
12　白石　雅仁（東　洋　大　学）参
13　木﨑　雄也（日　本　大　学）参
14　岡田　祐輔（アイシン精機）四
15　黒川宏次朗（拓殖大学職員）四
16　佐藤　　崇（三　　重　　県）四
17　田中　達也（長　　崎　　県）四
18　山口　怜央（近　畿　大　学）参
19　橋本　侑京（早 稲 田 大 学）参
20　西郷　智博（鳥　取　県　庁）四
21　楮佐古明輝（凸　版　印　刷）四
22　干場　伸介（東　洋　大　学）参
23　デルゲルバヤル（日本体育大学）参
24　谷岡倖志郎（近　畿　大　学）参
25　榎波　将史（日　本　大　学）参
26　宮下　治也（福　　井　　県）四
27　深井　拓斗（東　洋　大　学）参
28　芳賀　翔真（東洋大学職員）四
29　村山　大洋（新　　潟　　県）四
30　滝田　　真（三　　重　　県）四
31　冨田　有輝（和 歌 山 県 庁）五
32　中嶋　亮介（東　洋　大　学）参
33　神﨑　大河（近　畿　大　学）参
34　重松　龍大（東　洋　大　学）参
35　黒川宗一郎（アイシン軽金属）四
36　吉田　圭佑（アイシン精機）四
37　石崎　拓馬（日本体育大学）弐
38　小林　亮太（駒　澤　大　学）参

第67回全日本相撲選手権大会 （決勝トーナメント）

優
勝
・
黒
川
宏
次
朗
（
拓
殖
大
学
職
員
）

準
優
勝

　重
松

　龍
大
（
東
洋
大
学
）

三

　位

　沢
田
日
出
夫
（
和
歌
山
県
庁
）

　〃

　
　西
郷

　智
博
（
鳥
取
県
庁
）

寄り切り

押し出し

突き落とし

寄り切り

送り出し

突き落とし

突き落とし

突き落とし

押し出し

叩き込み
叩き込み

引き落とし

寄り倒し

押し出し

寄り倒し

上手投げ

押し出し

叩き込み

送り倒し

寄り切り

押し出し

突き落とし

押し出し

突き落とし

上手投げ

叩き込み

押し出し

送り倒し

上手投げ

寄り切り

上手投げ

押し出し

押し出し

押し倒し

叩き込み

突き落とし

寄り切り

氏　名 所　属 段位

○
準
優
勝
＝
重し
げ

松ま
つ

龍り
ゅ

大う
だ
い参
段
（
東
洋
大
）

来
た
の
で
、
こ
れ
ま
で
臨
ん
で
き
た
試
合

の
中
で
は
一
番
の
出
来
だ
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
当
然
100
点
で
は
な
い
で
す
ね
。
こ

れ
か
ら
も
こ
の
結
果
に
驕お
ご

る
こ
と
な
く
、

し
っ
か
り
日
々
の
稽
古
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
で
す
」

▽
３
位
＝
沢さ
わ

田だ

日ひ

出で

夫お

四
段（
和
歌
山
県
庁
）

「
今
日
は
全
て
の
取
組

に
力
を
出
し
切
り
ま
し

た
。
自
分
の
力
以
上
の

も
の
を
出
す
こ
と
が
出

「
今
日
は
よ
く
体
が
動

い
て
い
て
反
応
も
良
い

感
じ
は
し
ま
し
た
が
、

最
後
は
甘
さ
が
出
て
し

ま
い
ま
し
た
。
次
は
優
勝
目
指
し
て
毎
日

頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
」

▽
３
位
＝
西さ
い

郷ご
う

智と
も

博ひ
ろ

四
段
（
鳥
取
県
庁
）

「
満
足
と
後
悔
、
両
方

が
混
ざ
っ
た
1
日
と
な

り
ま
し
た
。
な
ん
と
か

入
賞
で
き
た
の
は
嬉
し

い
で
す
が
、
最
後
の
準
決
勝
で
は
土
俵
際

で
焦
っ
て
し
ま
い
、
そ
こ
は
悔
い
が
残
り

ま
す
ね
」
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全
日
本
相
撲
選
手
権
大
会
の
予
選
と

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
間
に
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
第
31

回
全
日
本
小
学
生
相
撲
優
勝
大
会
が
行

わ
れ
た
。
大
会
は
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
相

撲
連
盟
が
実
施
し
た
大
会
の
結
果
で
出

場
代
表
選
手
を
決
定
。
大
会
に
は
小
学

６
年
生
、
５
年
生
、
４
年
生
以
下
の
３

部
門
に
各
33
名
、
計
99
名
の
代
表
選
手

が
出
場
し
、熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

小
学
６
年
生
の
部
で
は
、
決
勝
で
林
は
や
し

玲れ
い（

長
野
県
）が
武た
け

井い

銀ぎ
ん

士じ
（
静
岡
県
）

を
突
き
落
と
し
て
優
勝
を
飾
っ
た
。

　

小
学
５
年
生
の
部
で
は
、
昨
年
４
年

生
以
下
の
部
で
優
勝
し
た
倉く
ら

岡お
か

優ゆ
う

太た

（
熊
本
県
）
が
野の

口ぐ
ち

明は
る

輝き

（
石
川
県
）

を
上
手
投
げ
で
降
し
て
優
勝
。

　

小
学
４
年
生
以
下
の
部
で
は
、
豊と
よ

田だ

倫り
ん

之の

亮す
け（

鹿
児
島
県
）が
西に
し

﨑ざ
き

想そ

馬ば
（
東

京
都
）
を
送
り
出
し
て
優
勝
し
た
。

■
小
学
６
年
生
の
部

◎
優　

勝
＝
林　
　

玲
（
長
野
県
）

○
準
優
勝
＝
武
井
銀
士
（
静
岡
県
）

▽
３　

位
＝
上
原
煌
輝
（
石
川
県
）

　
　
　
　
　

篠　

宗
磨
（
新
潟
県
）

■
小
学
５
年
生
の
部

◎
優　

勝
＝
倉
岡
優
太
（
熊
本
県
）

○
準
優
勝
＝
野
口
明
輝
（
石
川
県
）

▽
３　

位
＝
奥
田
蒼
真
（
大
阪
府
）

　
　
　
　
　

古
川
勇
人
（
福
岡
県
）

■
小
学
４
年
生
以
下
の
部

◎
優　

勝
＝
豊
田
倫
之
亮（
鹿
児
島
県
）

○
準
優
勝
＝
西
﨑
想
馬
（
東
京
都
）

▽
３　

位
＝
田
宮
愛
喜
（
愛
知
県
）

　
　
　
　
　

重
村
鴻
之
介（
鹿
児
島
県
）

平
成
30
年
度
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

第
31
回
全
日
本
小
学
生
相
撲
優
勝
大
会

小学４年生以下の部＝
左から豊田、西﨑、田宮、重村

小学５年生の部＝
左から倉岡、野口、奥田、古川

小学６年生の部＝
左から林、武井、上原、篠

小学４年生以下の部・決勝＝
豊田（右）の送り出し

小学５年生の部・決勝＝倉岡（上）の上手投げ

小学６年生の部・決勝＝林（右）対武井

【
大
会
結
果
】



（ 

四
六
判
・
上
製
・
３
３
８
頁 

）

〈広告〉



21 月刊「武道」　2019．1

日本武道館発行の単行本

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
  翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

（B５判・上製・DVD 付・336 頁 ）

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526 頁 ）

マンガ・武道のすすめ
漫画家・別府大学教授

　 武道 の マンガ・武道のすすめ 単行本

　 道・ 道・ 道・ ・ 道・ 道・ ・ ・

道・ 武道の ン 武道の

す す す

　 め 武道 マンガ
（ Ｂ５判・236 頁 ）

武道
子どもの心をはぐくむ

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410 頁 ）

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376 頁 ）

　 め 武道 マンガ
（ Ｂ５判・236 頁 ）

〈広告〉
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第
46
回
全
日
本
空
手
道
選
手
権
大
会

（
主
催
＝
全
日
本
空
手
道
連
盟
）
が
昨
年

12
月
８
日
（
東
京
武
道
館
）
に
男
女
組
手

団
体
戦
が
、
９
日
（
日
本
武
道
館
）
に
男

女
個
人
組
手
競
技
・
男
女
個
人
形
競
技
が

行
わ
れ
た
。
な
お
、
大
会
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合

テ
レ
ビ
で
初
め
て
生
中
継
さ
れ
た
。

　

２
０
１
６
年
に
空
手
道
が
東
京
五
輪
追

加
種
目
に
決
定
し
た
こ
と
を
受
け
、
そ
の

年
に
開
催
さ
れ
た
第
44
回
大
会
よ
り
男
女

組
手
個
人
戦
優
勝
者
に
天
皇
盃
・
皇
后
盃

が
そ
れ
ぞ
れ
下
賜
さ
れ
て
い
る
。

　

９
日
の
男
女
個
人
組
手
で
は
、
男
子
は

覚
悟
を
持
っ
て
臨
ん
だ
と
い
う
香か

川が
わ

幸ひ
で

允よ
し

（
東
京
都
）が
５
年
ぶ
り
２
度
目
の
優
勝
。

女
子
は
、
植う
え

草く
さ

歩あ
ゆ
み（

前
年
度
優
勝
）
が
相

手
に
１
ポ
イ
ン
ト
も
与
え
ず
、
前
人
未
到

の
女
子
４
連
覇
を
達
成
し
た
。

　

男
子
個
人
形
で
は
喜き

友ゆ

名な
り

諒ょ
う

（
前
年
度

優
勝
）
が
７
連
覇
を
、
女
子
個
人
形
で
は

清し

水み
ず

希き

容よ
う

（
前
年
度
優
勝
）
が
６
連
覇
を

達
成
し
た
。

　

ま
た
、
８
日
の
組
手
団
体
戦
に
お
い

て
、
男
子
は
神
奈
川
県
が
決
勝
で
千
葉
県

を
３
―
０
で
破
り
、
初
優
勝
を
果
た
し

た
。
ま
た
、
女
子
で
は
、
植
草
歩
を
擁
す

る
千
葉
県
が
静
岡
県
を
降く
だ

し
、
３
年
連
続

４
回
目
の
優
勝
を
飾
っ
た
。

香川幸允が王座奪還組手個人戦
男子

組手個人戦
女子

天皇盃・皇后盃第 46回全日本空手道選手権大会

植草歩が前人未到の４連覇達成

男子組手個人戦・決勝＝香川幸允（左）が上段突きで先制する
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■
組
手
個
人
戦

　

試
合
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
時
間
は

男
子
３
分
、
女
子
は
２
分
と
し
、
８
ポ
イ

ン
ト
差
が
つ
い
た
時
点
で
試
合
終
了
と
し

た
。
同
点
の
場
合
は
「
先
取
」（
先
に
ポ

イ
ン
ト
を
取
る
こ
と
）
の
得
点
が
あ
る

方
を
勝
者
と
し
、「
先
取
」
の
得
点
が
な

い
場
合
は
審
判
の
旗
判
定
に
よ
り
、
勝
敗

を
決
し
た
。
ま
た
、
準
決
勝
以
降
の
試
合

に
お
い
て
「
ビ
デ
オ
レ
ビ
ュ
ー
（
以
下
、

V
R
）」
を
採
用
し
た
。

◆
男
子
（
54
名
出
場
）

　

日
本
代
表
選
手
の
エ
ン
ト
リ
ー
が
少
な

く
、
前
年
度
優
勝
の
渡
邊
大
輔
ま
で
が
欠

場
す
る
中
、
準
決
勝
に
駒
を
進
め
た
の
は

江え

藤と
う

純じ
ゅ

哉ん
や

（
福
岡
県
）、
香か

川が
わ

幸ひ
で

允よ
し

（
東

京
都
）、
安あ
ん

藤ど
う

大だ
い

騎き

（
学
連
）、
飯い
い

村む
ら

吏り

毅き

哉や

（
熊
本
県
）
の
４
名
。

準
決
勝
戦
①

　

香
川
幸
允　

７
―
５　

江
藤
純
哉

　

準
決
勝
第
１
試
合
は
香
川
対
江
藤
。
香

川
は
序
盤
か
ら
前
に
出
て
、
江
藤
に
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
る
。
香
川
は
幸
先
よ
く

上
段
突
き
で
ポ
イ
ン
ト
を
奪
い
、
主
導
権

を
握
る
。
反
撃
に
出
た
江
藤
の
上
段
蹴
り

が
見
事
に
決
ま
り
、
香
川
か
ら
一
本
を
奪

い
４
―
４
の
同
点
に
。
し
か
し
、
そ
の
後

は
試
合
巧
者
の
香
川
が
着
実
に
ポ
イ
ン
ト

を
重
ね
、
最
終
的
に
は
７
―
５
で
江
藤
を

退
け
、
決
勝
進
出
を
決
め
た
。

準
決
勝
戦
②

　

安
藤
大
騎　

７
―
６　

飯
村
吏
毅
哉

　

準
決
勝
第
２
試
合
は
安
藤
対
飯
村
。
序

盤
か
ら
激
し
い
技
の
応
酬
戦
と
な
っ
た
。

安
藤
が
先
制
の
上
段
突
き
を
決
め
る
と
、

飯
村
が
中
段
蹴
り
と
上
段
突
き
で
逆
転
に

成
功
す
る
。
す
か
さ
ず
安
藤
が
中
段
蹴

り
、
上
段
蹴
り
、
上
段
突
き
を
決
め
、
７

―
３
と
再
度
逆
転
し
、
リ
ー
ド
を
奪
う
。

飯
村
は
終
了
間
際
に
上
段
蹴
り
を
決
め
る

も
反
撃
及
ば
す
、
安
藤
が
決
勝
に
駒
を
進

め
た
。

決
勝
戦

　

香
川
幸
允　

６
―
２　

安
藤
大
騎

　

安
藤
は
蹴
り
技
を
中
心
に
香
川
に
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
る
が
、
香
川
が
上
段

突
き
で
先
制
す
る
。
香
川
は
、
そ
の
後
も

中
段
突
き
で
ポ
イ
ン
ト
を
積
み
重
ね
る
。

ど
っ
し
り
と
構
え
、
相
手
の
出
方
を
窺う
か
がう

香
川
に
対
し
、
安
藤
は
遠
間
か
ら
飛
び
込

む
よ
う
に
突
き
と
蹴
り
で
間
合
い
を
詰
め

る
。
こ
こ
か
ら
安
藤
が
怒
涛
の
反
撃
を
見

せ
る
。
安
藤
は
立
て
続
け
に
上
段
突
き
を

決
め
、
ポ
イ
ン
ト
を
２
―
２
と
し
、
つ
い

男子組手個人戦・決勝＝
香川幸允（左）が上段突きでリードを広げる

男子組手個人戦・準決勝②＝
安藤大騎（左）が上段裏回し蹴りで逆転に成功する

男子組手個人戦・準決勝①＝
香川幸允（右）が上段突きでポイントを奪う
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に
香
川
に
追
い
つ
く
。
追
い
つ
か
れ
た
香

川
だ
っ
た
が
落
ち
着
い
て
い
た
。
香
川
は

狙
い
澄
ま
し
た
上
段
突
き
で
再
び
リ
ー
ド

を
奪
う
。
試
合
終
盤
に
安
藤
が
一
発
逆
転

を
狙
い
、
上
段
裏
回
し
蹴
り
で
勝
負
に
出

る
。
し
か
し
、
反
対
に
香
川
が
こ
れ
を
上

手
く
捌さ
ば

き
、
倒
れ
込
ん
だ
安
藤
に
上
段
突

き
を
決
め
て
一
本
を
奪
う
。
香
川
は
５
年

ぶ
り
と
な
る
２
度
目
の
優
勝
を
飾
っ
た
。

◆
女
子
（
54
名
出
場
）

　

準
決
勝
に
勝
ち
残
っ
た
の
は
、
前
年
度

優
勝
の
植う
え

草く
さ

歩あ
ゆ
みと

笠か
さ

原は
ら

万ま

保ほ

子こ

（
神
奈
川

県
）、
嶋し
ま

田だ

さ
ら
ら
（
千
葉
県
）、
八や

頭と
う

司じ

歩あ
ゆ
み（
宮
崎
県
）
の
４
名
。
昨
年
準
優
勝
の

宮み
や

原は
ら

美み

穂ほ

（
学
連
）
は
欠
場
し
た
。

準
決
勝
戦
①

　

植
草　

歩　

４
―
０　

笠
原
万
保
子

　

準
決
勝
１
試
合
目
は
、
植
草
と
笠
原
が

対
戦
。
植
草
は
序
盤
か
ら
積
極
的
に
前
に

出
る
。
植
草
は
得
意
の
上
段
突
き
で
先
制

す
る
と
そ
の
後
も
ポ
イ
ン
ト
を
重
ね
る
。

反
撃
に
出
る
笠
原
だ
っ
た
が
、
女
王
の
牙

城
を
崩
せ
ず
４
―
０
で
完
敗
。
植
草
は
４

年
連
続
で
決
勝
進
出
を
果
た
す
。

準
決
勝
戦
②

　

八
頭
司
歩　

１
―
０　

嶋
田
さ
ら
ら

　

準
決
勝
第
２
試
合
は
、
大
学
２
年
の
八

女子組手個人戦・準決勝②＝
八頭司歩（左）が上段突きで攻める

女子組手個人戦・準決勝①＝
植草歩（左）が上段突きで攻める

頭
司
と
高
校
２
年
の
嶋
田
が
対
決
。
若
手

実
力
者
同
士
の
試
合
。
八
頭
司
が
試
合
序

盤
に
上
段
突
き
で
ポ
イ
ン
ト
を
奪
う
。
追

い
か
け
る
立
場
と
な
っ
た
嶋
田
は
、
積
極

的
に
前
に
出
る
も
ポ
イ
ン
ト
が
奪
え
な

い
。
序
盤
の
リ
ー
ド
を
守
り
切
っ
た
八
頭

司
が
逃
げ
切
り
、
決
勝
進
出
を
決
め
た
。

決
勝
戦

　

植
草　

歩　

３
―
０　

八
頭
司
歩

　

決
勝
は
植
草
と
八
頭
司
の
対
戦
。
序

盤
、
八
頭
司
が
中
段
蹴
り
で
牽
制
す
る
。

こ
れ
に
対
し
、
植
草
は
中
段
突
き
で
応
戦

す
る
。
開
始
30
秒
で
両
者
に
忠
告
が
与
え

ら
れ
る
。
先
制
し
た
の
は
植
草
。
試
合
開

始
約
１
分
後
に
上
段
突
き
を
決
め
、
先
取

す
る
。
リ
ー
ド
さ
れ
た
八
頭
司
は
中
段
蹴

り
、
上
段
蹴
り
で
攻
勢
に
出
る
。
し
か

し
、
女
王
・
植
草
は
八
頭
司
の
攻
撃
を
落

ち
着
い
て
捌
き
、
カ
ウ
ン
タ
ー
の
上
段
突

き
を
決
め
、
さ
ら
に
リ
ー
ド
を
広
げ
る
。

残
り
時
間
６
秒
、
八
頭
司
の
上
段
突
き
に

対
し
、コ
ー
チ
が
V
R
を
申
請
す
る
が
、

認
め
ら
れ
ず
試
合
再
開
。
植
草
は
、
終
了

間
際
に
も
上
段
突
き
を
決
め
、
３
―
０
で

完
勝
し
、
女
子
で
は
史
上
初
の
大
会
４
連

覇
を
達
成
し
た
。
ま
た
、
植
草
は
今
大
会

を
通
じ
て
、
相
手
に
１
ポ
イ
ン
ト
も
与
え

ず
に
完
封
し
、
頂
点
ま
で
上
り
詰
め
た
。

女子組手個人戦・決勝＝
植草歩（右）が上段突きで先取し、主導権を握る
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■
組
手
団
体
戦

■
形
個
人
戦

【
組
手
団
体
戦
大
会
結
果
】

　

試
合
は
都
道
府
県
ご
と
に
編
成
さ
れ
た

チ
ー
ム
で
男
子
は
５
人
制
、
女
子
は
３
人

制
の
点
取
り
方
式
で
行
わ
れ
た
。

◆
男
子
（
５
人
制
・
47
チ
ー
ム
）

　

昨
年
10
連
覇
を
達
成
し
た
京
都
府
が
、

３
回
戦
で
敗
退
す
る
波
乱
が
起
き
る
。

　

決
勝
に
勝
ち
進
ん
だ
の
は
、
神
奈
川
県

と
千
葉
県
。
先
鋒
戦
で
神
奈
川
県
・
小こ
ば

林や
し

宗む
ね

和か
ず

が
千
葉
県
・
渡わ
た

邉な
べ

健け
ん

太た

に
５
―
５
の

先
取
で
勝
利
。
神
奈
川
県
は
一
気
に
勢
い

に
乗
り
、
３
連
勝
で
優
勝
を
決
め
た
。

◆
女
子
（
３
人
制
・
47
チ
ー
ム
）

　

決
勝
戦
は
、
昨
年
優
勝
の
千
葉
県
と
静

岡
県
の
対
決
。
先
鋒
戦
は
引
分
。
中
堅
戦

と
大
将
戦
で
互
い
に
１
勝
を
あ
げ
、
勝
負

は
代
表
戦
へ
。
千
葉
県
・
植う
え

草く
さ

歩あ
ゆ
みは

静
岡

県
・
岡お
か

崎ざ
き

愛あ
い

佳か

に
上
段
蹴
り
を
決
め
、
３

―
０
で
勝
利
し
、
千
葉
県
を
３
年
連
続
４

度
目
の
優
勝
に
導
い
た
。

　

◆
男
子
＝
①
神
奈
川
県
、
②
千
葉
県
、

　
　

③
大
阪
府
、
熊
本
県

　

◆
女
子
＝
①
千
葉
県
、
②
福
岡
県
、

　
　

③
京
都
府
、
東
京
都

　

前
年
度
優
勝
者
、
各
地
区
代
表
、
全
空

連
推
薦
者
が
出
場
。
形
の
選
定
は
指
定
形

リ
ス
ト
、
承
認
さ
れ
て
い
る
得
意
形
リ
ス

ト
か
ら
選
択
す
る
。
選
手
は
試
合
ご
と
に

異
な
る
形
を
演
武
し
、
勝
敗
は
５
名
の
審

判
に
よ
る
旗
判
定
で
過
半
数
の
票
を
獲

得
し
た
も
の
を
勝
者
と
し
た
。

◆
男
子
（
16
名
出
場
）

　

優
勝
候
補
筆
頭
の
喜き

友ゆ

名な
り

諒ょ
う
（
前
年
優

勝
）
は
、
初
戦
を
セ
ー
パ
イ
、
２
回
戦
を

ク
ル
ル
ン
フ
ァ
で
勝
負
し
た
。
抜
群
の
安

定
感
で
と
も
に
５
―
０
の
完
勝
で
準
決

勝
進
出
を
決
め
た
。
他
に
準
決
勝
に
進
ん

だ
の
は
船ふ
な

本も
と

裕ゆ
う

哉や

（
全
空
連
推
薦
）、
杉す
ぎ

野の

拓た
く

海み

（
北
信
越
地
区
）、小こ

崎ざ
き

大た
い

碁ご

（
学

連
）
の
３
名
。

　

準
決
勝
第
１
試
合
は
喜
友
名
が
ス
ー

パ
ー
リ
ン
ペ
イ
、
船
本
が
ウ
ン
ス
ー
を
選

択
。
旗
判
定
の
結
果
、
喜
友
名
が
５
―
０

で
船
本
を
降く
だ

し
、
決
勝
進
出
。
続
く
第
２

試
合
で
は
、
杉
野
が
ゴ
ジ
ュ
ウ
シ
ホ
シ

ョ
ウ
、
小
崎
が
ス
ー
パ
ー
リ
ン
ペ
イ
で
対

戦
。
旗
判
定
は
割
れ
、
４
―
１
で
杉
野
が

自
身
初
と
な
る
決
勝
進
出
を
果
た
す
。

　

決
勝
は
喜
友
名
が
得
意
の
ア
ー
ナ
ン
に

対
し
て
、
杉
野
は
ガ
ン
カ
ク
で
勝
負
。
喜

友
名
は
、
一
発
目
に
全
て
を
掛
け
た
と
力

強
い
掌
底
を
決
め
、
観
客
を
魅
了
し
た
。

杉
野
も
会
心
の
演
武
で
絶
対
王
者
に
挑
ん

だ
。
旗
判
定
は
５
―
０
で
喜
友
名
の
勝

利
。
喜
友
名
は
全
試
合
を
完
封
し
、
７
連

覇
を
達
成
し
た
。

◆
女
子
（
16
名
出
場
）

　

準
決
勝
に
は
、
大
会
５
連
覇
中
の
清し

水み
ず

希き

容よ
う

と
、
大お
お

内う
ち

美み

里り

沙さ

（
高
体
連
）、
住す
み

友と
も

優ゆ

里り（
学
連
）、遠え
ん

藤ど
う

千ち

夏な
つ（
関
東
地
区
）

が
勝
ち
進
ん
だ
。

　

準
決
勝
第
１
試
合
で
は
、
清
水
が
ス
ー

パ
ー
リ
ン
ペ
イ
、
大
内
が
チ
ャ
タ
ン
ヤ

ラ
・
ク
ー
サ
ン
ク
ー
を
演
武
。
判
定
の
結

果
５
―
０
で
清
水
が
決
勝
に
進
出
。
一
方

で
は
、
遠
藤
が
ガ
ン
カ
ク
、
住
友
が
ゴ
ジ

ュ
ウ
シ
ホ
シ
ョ
ウ
を
選
択
し
た
。
判
定
の

結
果
的
は
３
―
２
と
接
戦
を
制
し
た
遠
藤

が
決
勝
に
勝
ち
進
ん
だ
。

　

決
勝
は
、
清
水
と
遠
藤
の
同
学
年
対
決

と
な
っ
た
。
清
水
が
チ
ャ
タ
ン
ヤ
ラ
・
ク

ー
サ
ン
ク
ー
を
、
遠
藤
は
ゴ
ジ
ュ
ウ
シ
ホ

シ
ョ
ウ
を
選
択
。
清
水
は
納
得
の
演
武
で

は
な
か
っ
た
と
話
す
が
、
判
定
は
５
―
０

の
完
勝
。
見
事
６
連
覇
を
成
し
遂
げ
た
。

女子形個人戦＝
優勝・清水希容 男子形個人戦＝優勝・喜友名諒

女子形個人戦＝
準優勝・遠藤千夏

男子形個人戦＝
準優勝・杉野拓海
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ニュース

―
―
今
の
率
直
な
気
持
ち
を
お
願
い
し

　

ま
す

「
今
日
は
緊
張
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
今

ま
で
修
正
し
た
こ
と
、
や
っ
て
き
た
こ

と
を
出
す
だ
け
だ
と
思
っ
て
大
会
に
臨

み
ま
し
た
」

―
―
ポ
イ
ン
ト
を
取
っ
た
時
に
笑
顔
が

　

見
ら
れ
ま
し
た
が
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
で

　

き
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か

「
多
く
の
日
本
代
表
選
手
の
出
場
が
少

な
い
中
で
、
い
つ
も
と
違
う
雰
囲
気
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
自
分
が
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
だ
と
い
う
こ
と
を
意
識
す

る
こ
と
で
楽
し
く
試
合
が
で
き
ま
し

た
」

―
―
４
連
覇
に
つ
い
て
こ
だ
わ
り
が
あ

　

っ
た
よ
う
で
す
が

「
女
性
の
歴
代
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
が
達
成

で
き
な
か
っ
た
４
連
覇
な
の
で
、
伝
説

を
作
る
の
は
私
で
あ
り
た
い
と
い
う
気

―
―
今
の
率
直
な
気
持
ち
を
お
願
い
し

　

ま
す

「
素
直
に
う
れ
し
い
で
す
」

―
―
５
年
ぶ
り
の
優
勝
で
す
が

「
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
今
回

は
覚
悟
を
持
っ
て
臨
ん
だ
大
会
だ
っ
た

の
で
結
果
が
出
て
、
う
れ
し
い
で
す
。

他
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
選
手
が
、

海
外
の
試
合
で
ラ
ン
キ
ン
グ
を
あ
げ
る

中
で
、
自
分
は
全
日
本
選
手
権
大
会
を

選
び
ま
し
た
。
日
本
代
表
と
し
て
の
誇

り
を
も
っ
て
、
他
の
選
手
に
は
負
け
ら

れ
な
い
と
い
う
気
持
ち
で
一
戦
一
戦
を

戦
い
抜
き
ま
し
た
」

―
―
覚
悟
の
大
会
と
い
う
の
は
ど
う
い

　

っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
か

「
今
年
１
年
を
通
し
て
好
不
調
の
波
が

ひ
ど
く
、
世
界
大
会
で
も
団
体
で
は
メ

ダ
ル
を
取
れ
ま
し
た
が
、
個
人
戦
で
は

不
甲
斐
な
い
結
果
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　

全
日
本
選
手
権
は
し
っ
か
り
勝
ち
に

行
く
と
い
う
気
持
ち
と
、
応
援
し
て
く

れ
る
人
に
良
い
試
合
を
見
せ
ら
れ
る
よ

う
に
と
い
う
思
い
が
強
か
っ
た
で
す
」

―
―
２
０
１
８
年
を
優
勝
で
締
め
括
り

　

ま
し
た
が
、
ど
ん
な
１
年
で
し
た
か

「
夏
の
大
会
ま
で
は
、
ほ
と
ん
ど
が
一

回
戦
負
け
で
し
た
。
精
神
的
に
苦
し
い

時
期
が
続
き
ま
し
た
。
ア
ジ
ア
大
会
の

結
果
を
浮
上
の
き
っ
か
け
に
し
た
か
っ

た
の
で
す
が
、
直
後
の
世
界
選
手
権
で

負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
年
間
通
し
て

安
定
し
た
成
績
を
出
せ
る
よ
う
に
努
力

し
て
い
き
た
い
で
す
」

―
―
今
後
の
具
体
的
な
目
標
に
つ
い
て

　

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

「
１
月
か
ら
国
際
大
会
の
連
戦
が
始
ま

り
ま
す
。
日
本
代
表
と
し
て
派
遣
さ
れ

る
以
上
は
、
必
ず
メ
ダ
ル
獲
得
を
目
指

し
て
試
合
に
臨
み
た
い
と
思
い
ま
す
」

持
ち
が
強
か
っ
た
で
す
」

―
―
伝
説
を
成
し
遂
げ
、
改
め
て
２
０

　

１
８
年
を
振
り
返
る
と
、
ど
の
よ
う

　

な
年
で
し
た
か

「
負
け
か
ら
始
ま
っ
た
１
年
で
し
た
。

変
化
を
も
と
め
て
悩
ん
だ
１
年
で
し

た
。
世
界
選
手
権
で
勝
つ
こ
と
で
全
て

が
報
わ
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
も
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
世
界

選
手
権
の
負
け
が
挫
折
と
な
り
、
よ
り

考
え
さ
せ
ら
れ
自
分
自
身
を
問
い
た
だ

す
良
い
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
ど

ん
な
自
分
に
な
り
た
い
か
、
こ
れ
か
ら

ど
う
す
る
か
を
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
と

考
え
、
そ
の
努
力
が
今
回
の
優
勝
と
い

う
成
果
に
繋つ
な

が
っ
た
と
思
い
ま
す
」

―
―
今
後
の
抱
負
に
つ
い
て

「
２
０
１
９
年
も
年
間
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

に
な
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、
弾

み
を
つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
」

覚
悟
を
持
っ
て
臨
ん
だ
大
会

香
川
幸
允
選
手

（
東
京
都
）

組手個人戦
男子

敗
戦
を
乗
り
越
え
て
４
連
覇

植
草
歩
選
手

（
前
年
度
優
勝
）

組手個人戦
女子

◎
優
勝
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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―
―
今
の
率
直
な
気
持
ち
を
お
願
い
し

　

ま
す

「
正
直
、
今
は
複
雑
な
気
持
ち
で
す
。

世
界
大
会
の
敗
戦
か
ら
気
持
ち
を
切
り

替
え
ら
れ
な
い
部
分
が
あ
り
、
今
回
の

内
容
が
納
得
で
き
て
い
な
い
部
分
が
多

く
、
悔
し
い
気
持
ち
の
方
が
強
い
で

す
。
１
月
に
は
す
ぐ
に
国
際
大
会
が
控

え
て
い
ま
す
の
で
、
内
容
を
含
め
て
良

い
試
合
を
し
た
い
で
す
」

―
―
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
で
大
会
に
臨

　

み
ま
し
た
か

「
今
回
は
課
題
を
も
っ
て
取
り
組
み
ま

し
た
。
今
大
会
は
失
敗
し
て
学
ん
だ
こ

と
が
多
か
っ
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

で
き
た
と
こ
ろ
と
、
で
き
な
か
っ
た
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
は
し
っ

か
り
と
修
正
・
克
服
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」

―
―
６
連
覇
に
つ
い
て

「
連
覇
に
つ
い
て
は
特
に
意
識
し
ま
せ

―
―
今
の
率
直
な
気
持
ち
を
お
願
い
し

　

ま
す

「
決
勝
で
自
分
の
流
派
で
あ
る
劉
り
ゅ
う
え
い
り
ゅ
う

衛
流

の
ア
ー
ナ
ン
を
、
し
っ
か
り
決
め
る
こ

と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」

―
―
試
合
に
は
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
で

　

臨
み
ま
し
た
か

「
世
界
王
者
と
い
う
自
覚
を
持
ち
、
全

日
本
で
見
せ
つ
け
て
や
ろ
う
と
い
う
気

持
ち
で
臨
み
ま
し
た
」

―
―
良
か
っ
た
と
こ
ろ
と
課
題
は

「
初
戦
、
２
回
戦
の
セ
ー
パ
イ
、
ク
ル

ル
ン
フ
ァ
は
、
全
日
本
選
手
権
だ
け
で

し
か
演
武
し
な
い
の
で
、
丁
寧
に
演
武

す
る
こ
と
を
意
識
し
ま
し
た
」

―
―
７
連
覇
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し

　

ょ
う
か

「
７
連
覇
は
う
れ
し
い
で
す
。
日
頃
か

ら
佐
久
本
先
生
と
稽
古
を
し
て
い
る
の

で
、
そ
れ
を
大
会
の
舞
台
で
は
っ
き
す

る
だ
け
で
す
。
い
つ
も
通
り
、
思
い
き

ん
で
し
た
。
一
つ
一
つ
の
試
合
を
し
っ

か
り
と
勝
ち
切
る
こ
と
を
意
識
し
ま
し

た
。
課
題
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
今
の

自
分
が
ど
こ
ま
で
や
れ
る
か
を
確
か
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

―
―
２
０
１
８
年
を
優
勝
で
締
め
括
り

　

ま
し
た
が
、
振
り
返
る
と
ど
の
よ
う

　

な
年
で
し
た
か

「
今
年
１
年
は
多
く
の
い
ろ
い
ろ
な
経

験
が
で
き
、
自
分
自
身
が
成
長
で
き
た

年
に
な
り
ま
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま

で
１
年
半
な
の
で
、
よ
り
多
く
の
課
題

に
取
り
組
み
、
一
歩
ず
つ
進
ん
で
成
長

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

―
―
今
後
の
目
標
は

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
の
取
り
組
み
を

考
え
る
と
残
さ
れ
た
時
間
は
多
く
あ
り

ま
せ
ん
。
限
ら
れ
た
時
間
を
無
駄
に
せ

ず
、
練
習
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
」

り
演
武
す
る
こ
と
で
７
連
覇
と
い
う
結

果
が
つ
い
て
き
た
と
思
い
ま
す
」

―
―
２
０
１
８
年
を
優
勝
で
締
め
括
り

　

ま
し
た
が
、
振
り
返
っ
て
み
て
ど
の

　

よ
う
な
年
で
し
た
か

「
大
会
が
多
か
っ
た
で
す
。
毎
月
海
外

で
の
大
会
に
参
戦
す
る
こ
と
で
、
得
る

も
の
が
大
き
か
っ
た
で
す
。
課
題
を
見

つ
け
、
そ
れ
を
修
正
す
る
こ
と
の
繰
り

返
し
で
、
試
合
の
雰
囲
気
に
慣
れ
て
き

た
よ
う
に
思
い
ま
す
」

―
―
２
０
１
８
年
で
一
番
印
象
に
残
っ

　

て
い
る
大
会
は

「
世
界
選
手
権
で
す
ね
。
個
人
、
団
体

で
連
覇
で
き
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て

い
ま
す
」

―
―
今
後
の
抱
負
に
つ
い
て

「
来
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
繋
が
る
大

切
な
年
に
な
る
の
で
、
し
っ
か
り
練
習

し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
繋
げ
た
い
と
思

い
ま
す
」

世
界
王
者
と
し
て
の
自
覚

喜
友
名
諒
選
手

形個人戦
男子

世
界
大
会
の
敗
戦
を
糧
に

清
水
希
容
選
手

形個人戦
女子

（
前
年
度
優
勝
）

（
前
年
度
優
勝
）
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ニュース

▼
一
回
戦

５
喜
友
名
諒
（
前
年
度
優
勝
）
セ
ー
パ
イ

０
大
畠
虎
太
郎
（
推
薦
）
セ
イ
エ
ン
チ
ン

１
舩
越
大
輔
（
中
国
）
バ
ッ
サ
イ
ダ
イ

４
舟
田　

葵
（
高
体
連
）
チ
ン
ト
ウ

０
村
田
望
留
（
関
東
）
セ
イ
エ
ン
チ
ン

５
船
本
裕
哉
（
推
薦
）
ジ
オ
ン

２
西
原
啓
太
（
四
国
）
ジ
オ
ン

３
年
代
海
里
（
東
海
）
セ
イ
エ
ン
チ
ン

３
杉
野
拓
海
（
北
信
越
）
ジ
オ
ン

２
河
上
陸
士
（
実
業
団
）
セ
ー
パ
イ

１
木
戸
浩
貴
（
東
北
）
セ
ー
パ
イ

４
中
園
拓
也
（
九
州
）
セ
ー
パ
イ

３
佐
々
木
瞭
友
（
北
海
道
）
セ
ー
パ
イ

２
重
山
隆
悟
（
近
畿
）
セ
ー
パ
イ

４
小
崎
太
碁
（
学
連
）
セ
ー
パ
イ

１
田
中
透
也
（
推
薦
）
セ
ー
パ
イ

▼
二
回
戦

５
喜
友
名
諒　

ク
ル
ル
ン
フ
ァ

０
舟
田　

葵　

ク
ー
シ
ャ
ン
ク
ー

４
船
本
裕
哉　

エ
ン
ピ

１
年
代
海
里　

ニ
ー
パ
イ
ポ

３
杉
野
拓
海　

エ
ン
ピ

２
中
園
拓
也　

セ
ー
サ
ン

１
佐
々
木
瞭
友　

ク
ル
ル
ン
フ
ァ

４
小
崎
太
碁　

ク
ル
ル
ン
フ
ァ

▼
準
決
勝

５
喜
友
名
諒　

ス
ー
パ
ー
リ
ン
ペ
イ

０
船
本
裕
哉　

ウ
ン
ス
ー

４
杉
野
拓
海　

ゴ
ジ
ュ
ウ
シ
ホ
シ
ョ
ウ

１
小
崎
太
碁　

ス
ー
パ
ー
リ
ン
ペ
イ

▼
決
勝

５
喜
友
名
諒　

ア
ー
ナ
ン

０
杉
野
拓
海　

ガ
ン
カ
ク

組手個人戦　男子

渡邊　大輔（前年度優勝）

江藤　純哉（福　岡）

土井峻太郎（奈　良）

小林　宗和（神奈川）

新名　佑悟（宮　崎）

大久保　蓮（徳　島）

三島　　陸（島　根）

石塚　　錬（秋　田）

吉岡　大樹（群　馬）

酒井　大輔（新　潟）

本池　頼樹（北海道）

土屋　遼将（山　梨）

石濱　直鴻（福　井）

本田　哲也（愛　媛）

石井　楓人（山　口）

鳥谷部泰匡（青　森）

小崎　友碁（学　連）

山口　将吾（長　崎）

梶村　侑哉（香　川）

釣　　義稀（富　山）

櫻井　隼人（愛　知）

染谷　隆嘉（茨　城）

山浦拳一郎（長　野）

久保　悠大（大　阪）

奥山　大輝（三　重）

矢菅　海斗（栃　木）

香川　幸允（東　京）

優　勝

香
川

　幸
允

石塚　将也（岩　手）

池田　光希（石　川）

比嘉　弘輝（沖　縄）

須田　芳広（鳥　取）

藤澤　貴樹（大　分）

鹿村　良介（岐　阜）

安藤　大騎（学　連）

蜜口　光太（滋　賀）

工藤　　開（宮　城）

葭矢　雄太（実業団）

谷沢　元輝（静　岡）

芝本　航矢（東　京）

松本健士朗（京　都）

市本　　寛（岡　山）

宮﨑　佑介（千　葉）

山城　勇樹（大　阪）

飯村吏毅哉（熊　本）

莊司三史郎（高　知）

星　　有人（福　島）

山口　健太（埼　玉）

井本　　匠（和歌山）

奥平　匡翁（鹿児島）

池澤　　海（高体連）

小部　拳斗（佐　賀）

五十嵐元樹（山　形）

立花　彪貴（兵　庫）

橋本　達輝（広　島）

4
5

5
2

8
0

1
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1
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1
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0
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8
0（S）

5
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0-3（判）

3
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0
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8
0

0
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0（KK）

　先　＝先取ポイント
　判　＝旗判定
　Ｓ　＝失格
ＫＫ＝棄権
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0
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0
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0
1
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0
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1
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1

0
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形個人戦　男子
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▼
一
回
戦

５
清
水
希
容
（
前
年
度
優
勝
）
バ
ッ
サ
イ
ダ
イ

０
紺
屋
沙
也
乃
（
四
国
）
バ
ッ
サ
イ
ダ
イ

２
齋
藤
沙
希
（
東
北
）
バ
ッ
サ
イ
ダ
イ

３
南
本
愛
良
（
中
国
）
バ
ッ
サ
イ
ダ
イ

２
中
川
紗
希
（
東
海
）
バ
ッ
サ
イ
ダ
イ

３
大
内
美
里
沙
（
高
体
連
）
バ
ッ
サ
イ
ダ
イ

５
平　

紗
枝
（
推
薦
）
ジ
オ
ン

０
渡
辺
ほ
の
か
（
北
信
越
）
バ
ッ
サ
イ
ダ
イ

３
鈴
木
美
晴
（
実
業
団
）
セ
ー
パ
イ

２
山
田
和
花
（
推
薦
）
セ
ー
パ
イ

５
住
友
優
里
（
学
連
）
ジ
オ
ン

０
森
田
う
ら
ら
（
九
州
）
バ
ッ
サ
イ
ダ
イ

０
中
川
来
望
（
推
薦
）
セ
ー
パ
イ

５
遠
藤
千
夏
（
関
東
）
ジ
オ
ン

４
畑
山
久
留
実
（
近
畿
）
バ
ッ
サ
イ
ダ
イ

１
坂
本
杏
樹
（
北
海
道
）
バ
ッ
サ
イ
ダ
イ

▼
二
回
戦

５
清
水
希
容　

ニ
ー
パ
イ
ポ

０
南
本
愛
良　

ニ
ー
パ
イ
ポ

３
大
内
美
里
沙　

ニ
ー
パ
イ
ポ

２
平　

紗
枝　

エ
ン
ピ

０
鈴
木
美
晴　

ク
ル
ル
ン
フ
ァ

５
住
友
優
里　

エ
ン
ピ

３
遠
藤
千
夏　

エ
ン
ピ

２
畑
山
久
留
実　

ニ
ー
パ
イ
ポ

▼
準
決
勝

５
清
水
希
容　

ス
ー
パ
ー
リ
ン
ペ
イ

０
大
内
美
里
沙　
チ
ャ
タ
ン
ヤ
ラ
・
ク
ー
サ
ン
ク
ー

２
住
友
優
里　

ゴ
ジ
ュ
ウ
シ
ホ
シ
ョ
ウ

３
遠
藤
千
夏　

ガ
ン
カ
ク

▼
決
勝

５
清
水
希
容　
チ
ャ
タ
ン
ヤ
ラ
・
ク
ー
サ
ン
ク
ー

０
遠
藤
千
夏　

ゴ
ジ
ュ
ウ
シ
ホ
シ
ョ
ウ

組手個人戦　女子

植草　　歩（前年度優勝）

林　　風花（長　野）

小林　実夢（三　重）

角　　豊実（東　京）

高以耒友美（長　崎）

石田　真帆（広　島）

那賀　晴香（大　分）

關塚　佳代（群　馬）

中江　真矢（学　連）

藤田　純里（大　阪）

永井カンナ（高体連）

中野　るか（岡　山）

柳　　愛永（富　山）

小堂　利奈（京　都）

新垣　夏紀（沖　縄）

石原　佑夏（兵　庫）

鈴木しおり（愛　知）

佐藤早和子（茨　城）

片山　花女（福　岡）

坂地　　心（和歌山）

岩瀬　菜緒（静　岡）

井上　美久（滋　賀）

笠原万保子（神奈川）

丸石　結奈（愛　媛）

網谷　　柚（北海道）

飛鳥有衣子（山　形）

鍛冶沙知羽（奈　良）

優　勝
植
草

　
　歩

山内　菜緒（福　井）

田中　良菜（徳　島）

藤田　颯月（青　森）

高橋　来翠（秋　田）

篠原　　渚（大　阪）

中世古ひかり（岩　手）

奥平佳奈枝（鹿児島）

秋山　芽祈（山　口）

小林　叶佳（栃　木）

嶋田さらら（千　葉）

岩佐　　希（鳥　取）

髙橋　千春（宮　城）

森　友里恵（高　知）

有内　和来（熊　本）

臼方菜々海（埼　玉）

二村　桜子（山　梨）

横山　未香（石　川）

古賀　朔子（佐　賀）

今井　りか（東　京）

抜井　菜美（実業団）

片桐　春香（新　潟）

尾形　風夏（福　島）

渡辺　水帆（島　根）

八頭司　歩（宮　崎）

杉田　七瀬（岐　阜）

中川　麻鈴（香　川）

宮原　美穂（学　連）
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　判　＝旗判定
　Ｓ　＝失格
ＫＫ＝棄権

形個人戦　女子
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〈広告〉

金
城

　裕
︵
き
ん
じ
ょ
う

　ひ
ろ
し
︶

著

空
手
評
論
家

︿
目
次
﹀

第
一
章

　﹁
唐
手
﹂
と
は
、
の
問
い
に
答
え
る

第
二
章

　中
国
拳
法
を
巡
っ
て

第
三
章

　琉
球
と
中
国
の
関
係
史

第
四
章

　松
村
宗
昆
、﹁
手
﹂
に
息
吹
き
を
与
え
る

第
五
章

　首
里
手
か
ら
唐
手
へ

第
六
章

　﹁
唐
手
﹂
か
ら
﹁
空
手
﹂
へ

終

　章

　空
手
の
進
む
べ
き
道

題
字

　松
永
光
日
本
武
道
館
会
長

　今
の
空
手
は
、
そ
の
源
流
で
あ
る
唐
手
の
精
神
と
伝
統

の
技
を
忘
れ
て
成
長
し
て
し
ま
っ
た
。
空
手
の
将
来
に
豊

か
な
展
望
を
持
つ
た
め
に
も
、
唐
手
誕
生
の
歴
史
を
正
し

く
認
識
す
る
必
要
が
あ
る―

―

。

　空
手
修
業
歴
八
十
年
。
生
涯
を
空
手
に
捧
げ
て
き
た
著

者
が
史
料
を
繙
き
な
が
ら
、
唐
手
が
誕
生
し
、
空
手
と
な
っ

た
過
程
を
辿
る
。
武
道
研
究
者
必
携
の
一
書
。

日本武道館の単行本

︵
四
六
判
・
上
製
・
四
五
四
頁
︶

か
ら

て
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〈広告〉

脳
を
活
性
化
す
る

日本武道館発行の単行本

翻
訳
・
編
集
：
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
ベ
ネ
ッ
ト

日
本
武
道
館
編

日
本
の
武
道（ 

Ｂ
５
判
・
上
製
・
箱
入
・
５
２
６
頁 

）

一
千
数
百
年
の
歴
史
を
有
す
る
武
道
の
全
容
を
一
冊

に
集
大
成
。
武
道
小
百
科
事
典
と
し
て
も
役
立
つ
充

実
の
巻
末
資
料
な
ど
、
武
道
関
係
者
必
携
の
書
。

日
本
武
道
館
編

BU
D

Ō

：

TH
E M

A
R

TIA
L W

A
Y

S O
F JA

PA
N

（ 

Ｂ
５
判
・
上
製
・
３
３
６
頁
・Ｄ
Ｖ
Ｄ
付 

）

武
道
の
す
べ
て
を
網
羅
し
た
『
日
本
の
武
道
』
の
英

語
版
。
海
外
武
道
修
業
者
に
お
す
す
め
の
書
。

國
際
松
濤
館
空
手
道
連
盟
館
長（ 

四
六
判
・
上
製
・
３
７
２
頁 

） 著

金
澤 

弘
和

我
が
空
手
人
生

父
母
の
教
え
、「
か
ら
て
」
と
の
出
合
い
、
厳
し
い
修

行
、
組
織
の
結
成
、
そ
し
て
独
自
の
空
手
理
論
構
築

ま
で
、
世
界
に
空
手
を
普
及
し
た
男
の
記
録
。

漫
画
家
・
別
府
大
学
教
授

（ 

Ｂ
５
判
・
並
製
・
２
３
６
頁 

） 著

田
代
し
ん
た
ろ
う

マ
ン
ガ
・
武
道
の
す
す
め

武
道
の
良
さ
、
す
ば
ら
し
さ
を
、
わ
か
り
や
す
く
描

く
。
大
人
も
子
ど
も
も
読
ん
で
楽
し
く
、
た
め
に
な

る
武
道
教
養
マ
ン
ガ
。
空
手
道
は
５
話
を
掲
載
。

東
邦
大
学
名
誉
教
授

著

有
田 

秀
穂

セ
ロ
ト
ニ
ン

武
道
と

人
間
の
心
身
を
安
定
さ
せ
る
セ
ロ
ト
ニ
ン―

―

。

そ
の
研
究
の
第
一
人
者
が
、
誰
も
が
で
き
る
脳
を
活

性
化
さ
せ
る
方
法
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
。

月
刊
「
武
道
」
記
者

（ 

四
六
判
・
上
製
・
３
７
６
頁 

）

（ 

Ａ
５
判
・
並
製
・
３
４
６
頁 

）

著

田
谷 

将
俊

大
先
輩
に
聞
く

各
武
道
の
先
達
三
十
名
に
直
接
取
材
。
武
道
と
の
出

合
い
か
ら
修
行
時
代
、
そ
し
て
現
在
を
語
る
。
空
手

道
で
は
江
里
口
栄
一
、
辻
川
禎
親
、
金
城
裕
の
３
氏

を
収
録
。

脳
を
活
性
化
す
る

日
本
武
道
館
編

（
Ｂ
５
判
・
上
製
・
箱
入
・
５
２
６
頁
）

一
千
数
百
年
の
歴
史
を
有
す
る
武
道
の
全
容
を
一
冊

に
集
大
成
。
武
道
小
百
科
事
典
と
し
て
も
役
立
つ
充

実
の
巻
末
資
料
な
ど
、
武
道
関
係
者
必
携
の
書
。

國
際
松
濤
館
空
手
道
連
盟
館
長（

四
六
判
・
上
製
・
３
７
２
頁
） 著

金
澤
弘
和

我
が
空
手
人
生

父
母
の
教
え
、「
か
ら
て
」
と
の
出
合
い
、
厳
し
い
修

行
、
組
織
の
結
成
、
そ
し
て
独
自
の
空
手
理
論
構
築

ま
で
、
世
界
に
空
手
を
普
及
し
た
男
の
記
録
。

マ
ン
ガ
・

東
邦
大
学
名
誉
教
授

著

有
田
秀
穂

セ
ロ
ト
ニ
ン

武
道
と

人
間
の
心
身
を
安
定
さ
せ
る
セ
ロ
ト
ニ
ン―

―

。

そ
の
研
究
の
第
一
人
者
が
、
誰
も
が
で
き
る
脳
を
活

性
化
さ
せ
る
方
法
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
。

（
Ａ
５
判
・
並
製
・
３
４
６
頁
）

大
先
輩
に
聞
く
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林田智笑（大阪）が２連覇達成
皇后盃第 63回全日本なぎなた選手権大会

決勝＝林田智笑（左）が２本目のすねを決める

　

皇
后
盃
第
63
回
全
日
本
な
ぎ
な
た
選
手

権
大
会
（
主
催
＝
全
日
本
な
ぎ
な
た
連

盟
）
が
、
２
０
１
８
年
12
月
2
日
、
浦
安

市
運
動
公
園
総
合
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー

ナ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
各
都
道
府
県

か
ら
選
ば
れ
た
53
名
の
選
手
が
、
な
ぎ
な

た
日
本
一
の
座
を
狙
い
、
覇
を
競
っ
た
。

　

決
勝
は
昨
年
女
王
の
林は
や

田し
だ

智ち

笑え
み

（
大

阪
）
が
築つ
ゆ

城き

理り

恵え

（
大
分
）
を
降く
だ

し
、
見

事
２
連
覇
を
達
成
し
た
。
３
位
に
は
白し
ら

川か
わ

未み

樹き

（
香
川
）
が
２
年
ぶ
り
の
入
賞
を
果

た
し
た
。

　　

大
会
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
行
わ
れ
、

試
合
時
間
は
５
分
。
時
間
内
に
勝
敗
が
決

し
な
い
と
き
は
判
定
と
し
た
（
決
勝
の
み

３
分
１
回
の
延
長
あ
り
）。

　

準
決
勝
に
は
前
回
優
勝
の
林
田
智
笑

（
大
阪
）
と
白
川
未
樹
（
香
川
）、
築
城
理

恵
（
大
分
）
と
井
上
美
代
（
島
根
）
が
勝

ち
上
が
っ
た
。

♢

♦
準
決
勝

▽
林
田
智
笑　

ス
ス―

　

白
川
未
樹

　

序
盤
か
ら
積
極
的
に
試
合
を
展
開
す
る

林
田
。
鋭
い
打
ち
込
み
で
白
川
を
攻
め

る
。
白
川
も
対
抗
し
、
技
を
繰
り
出
そ
う

と
す
る
が
林
田
の
動
き
に
対
し
、
上
手
く



33 月刊「武道」　2019．1

技
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
し

て
、
す
ね
を
仕
掛
け
よ
う
と
し
た
白
川
に

林
田
が
す
ね
を
打
ち
込
み
、
一
本
。
そ
の

後
、
白
川
も
面
、
小
手
の
連
続
技
を
繰
り

出
す
が
林
田
は
こ
れ
を
上
手
く
躱か
わ

す
。
そ

の
ま
ま
勢
い
に
の
っ
た
林
田
は
再
度
白
川

へ
す
ね
を
打
ち
、
再
び
一
本
。
見
事
、
二

本
勝
で
決
勝
戦
へ
勝
ち
進
ん
だ
。

▽
築
城
理
恵　
　

判―

　

井
上
美
代

　

先
に
攻
撃
を
図
っ
た
の
は
築つ
ゆ

城き

。
井
上

へ
鋭
い
面
を
打
ち
込
む
が
惜
し
く
も
一
本

に
な
ら
な
い
。
井
上
も
前
に
出
よ
う
と
す

る
が
、
築
城
は
巧
み
に
攻
撃
を
捌さ
ば

く
。
試

合
開
始
１
分
30
秒
後
、
築
城
は
再
び
面
を

決
め
よ
う
と
攻
め
る
が
、
旗
は
一
本
し
か

上
が
ら
な
い
。
そ
の
後
、
試
合
中
盤
で
井

上
が
築
城
の
攻
撃
を
う
ま
く
避
け
き
れ
ず

に
、な
ぎ
な
た
を
落
と
し
、反
則
と
な
る
。

試
合
再
開
後
は
、
築
城
が
優
勢
に
進
め
る

も
一
本
は
決
ま
ら
ず
、
時
間
切
れ
に
。
勝

負
の
行
方
は
判
定
へ
委
ね
ら
れ
た
。
結
果

は
築
城
に
３
本
の
旗
が
上
が
り
、
初
の
決

勝
進
出
を
決
め
た
。

♦
３
位
決
定
戦

▽
白
川
未
樹　
　

判―

　

井
上
美
代

　

試
合
開
始
と
同
時
に
飛
び
込
む
白
川
。

井
上
に
対
し
、
力
強
く
打
突
を
打
ち
込
ん

で
い
く
。
井
上
も
負
け
じ
と
果
敢
に
攻
撃

す
る
が
、
白
川
は
そ
れ
を
冷
静
に
捌
く
。

そ
の
後
も
、
白
川
は
相
手
の
隙
を
狙
っ
て

連
続
技
を
繰
り
出
す
が
、
有
効
打
突
に
は

な
ら
ず
、
そ
の
ま
ま
試
合
終
了
。
判
定
の

結
果
、
白
川
に
旗
が
２
本
上
が
り
、
２
年

ぶ
り
の
３
位
入
賞
と
な
っ
た
。

▽
３
位
＝
白
川
未
樹
選
手
（
香
川
）

「
多
く
の
方
々
に

お
世
話
に
な
っ

て
、
一
年
の
成
果

を
こ
こ
で
発
揮
し

ま
し
た
。
３
位
決

定
戦
の
井
上
選
手
は
都
道
府
県
対
抗
戦

で
対
戦
し
た
の
で
今
回
も
挑
戦
し
て
い

く
気
持
ち
で
臨
み
ま
し
た
。
高
校
で
教
員

を
し
、
部
活
も
受
け
持
っ
て
い
る
の
で
、

こ
の
経
験
を
生
か
し
て
生
徒
の
皆
に
伝

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

準決勝＝林田（左）が白川にすねを決める

準決勝＝築城（右）が井上を面で攻める

３位決定戦＝白川（左）対井上
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♦
決
勝
戦

▽
林
田
智
笑　

コ
ス―

メ　

築
城
理
恵

　

２
連
覇
が
か
か
る
林
田
と
初
優
勝
を
狙

う
築
城
の
対
戦
。
序
盤
、
互
い
の
出
方
を

探
る
両
者
。
遠
間
か
ら
両
者
技
を
繰
り
出

す
タ
イ
ミ
ン
グ
を
窺う
か
がう
。
先
に
勝
負
に
出

た
の
は
築
城
。
手
元
を
一
瞬
動
か
し
た
林

田
へ
小
手
を
打
ち
込
む
が
、
一
本
に
な
ら

ず
。
林
田
も
、
築
城
に
小
手
を
打
ち
込
む

が
技
は
決
ま
ら
な
い
。
そ
の
直
後
、
林
田

が
な
ぎ
な
た
を
振
り
上
げ
た
瞬
間
に
築
城

が
面
を
打
ち
込
み
、
先
取
す
る
。

　

後
が
な
く
な
っ
た
林
田
で
あ
っ
た
が
、

冷
静
に
相
手
の
出
方
を
見
極
め
る
。
そ
し

て
、
試
合
再
開
の
合
図
か
ら
わ
ず
か
10
秒

後
に
、
林
田
は
一
気
に
間
合
い
を
つ
め
、

鋭
い
小
手
を
打
ち
込
み
、
一
本
を
取
り
返

し
た
。
両
者
互
角
の
展
開
と
な
り
、
会
場

の
空
気
も
緊
迫
す
る
。

　

そ
の
後
は
両
者
、
技
を
連
続
し
て
出
し

合
い
、激
し
く
攻
め
合
う
。観
客
か
ら
は
、

技
が
繰
り
出
さ
れ
る
度
に
拍
手
が
湧
く
も

の
の
、
な
か
な
か
旗
は
上
が
ら
な
い
。
試

合
が
動
い
た
の
は
、
終
盤
と
な
っ
た
４
分

10
秒
過
ぎ
。
築
城
が
な
ぎ
な
た
を
動
か
し

た
瞬
間
に
、
林
田
は
そ
の
隙
を
狙
っ
て
再

び
す
ね
を
打
ち
込
み
、
一
本
。
林
田
が
逆

転
勝
利
し
、
見
事
２
連
覇
を
達
成
し
た
。

◎
優
勝
＝
林は
や

田し
だ

智ち

笑え
み

選
手
（
大
阪
）

「
前
回
も
本
大
会

で
優
勝
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
今
回
も
優
勝

者
と
し
て
で
は
な

く
、
挑
戦
者
と
し
て
臨
み
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
再
び
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
、

今
ま
で
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
や

家
族
に
対
し
て
本
当
に
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
決
勝
戦
は
昔
か
ら
憧

れ
て
い
た
築
城
先
生
と
の
試
合
だ
っ
た

の
で
胸
を
借
り
る
つ
も
り
で
思
い
切
っ

て
挑
み
ま
し
た
。
次
の
目
標
は
、
世
界
大

会
の
予
選
で
日
本
代
表
選
手
に
選
ば
れ

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

○
準
優
勝
＝
築つ
ゆ

城き

理り

恵え

選
手
（
大
分
）

「
今
や
れ
る
こ
と

は
し
っ
か
り
や

っ
た
か
な
と
自
分

で
は
思
っ
て
い
ま

す
。
練
習
で
は
、

気
持
ち
を
込
め
て
打
つ
と
い
う
こ
と
を

心
が
け
て
き
ま
し
た
。
次
の
世
代
の
選
手

た
ち
が
い
い
試
合
を
し
て
い
る
の
で
、
私

も
自
分
の
技
を
磨
き
つ
つ
、
若
い
人
た
ち

の
指
導
に
生
か
し
た
い
で
す
」

決勝戦＝林田（右）の一本目の鋭い小手
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西村　美香（岩手）錬士
池田美由希（高知）四段
松下由佳理（静岡）四段
戸田　千惠（長野）五段
築城　理惠（大分）錬士
金岡　智子（大阪）五段
枡本　明理（新潟）錬士
高倉　希望（神奈川）四段
窪田　恵望（佐賀）五段
藤井　香代（岐阜）四段
山﨑　恵美（山口）四段
鳥飼　明子（鳥取）錬士
和田うらら（東京）五段
服部ゆかり（茨城）五段
水田　孝子（岡山）五段
橋本　実紀（埼玉）四段
杉野　　圭（三重）四段
藤岡　葉月（石川）四段
小田　和子（北海道）四段
北村由美子（滋賀）四段
加藤　貴子（青森）四段
浅沼　友貴（兵庫）四段
大西　真子（山形）四段
紫関　譲子（東京）教士
大谷嘉奈子（千葉）錬士
佐藤　亜季（栃木）四段
井上　美代（島根）四段

四段（大阪）林田　智笑
錬士（和歌山）山本　千代
五段（宮崎）宮森　洋子
五段（広島）福田さつき
五段（秋田）竹村　紀子
五段（宮城）櫻田　祐子
錬士（兵庫）清水真由美
四段（奈良）柴田　真子
四段（鹿児島）上牧　真美
四段（福井）渡辺　啓乃
四段（神奈川）鈴木　保子
五段（山梨）志藤　綾香
四段（埼玉）髙瀬　　怜
五段（富山）早田　朱美
四段（千葉）星　若加菜
四段（福岡）森田　結妃
四段（香川）白川　未樹
四段（沖縄）石原　舞子
五段（京都）貫井みさき
五段（福島）武藤小夜子
錬士（東京）吉井　和代
四段（愛媛）村上　　優
錬士（熊本）大曲　里美
四段（大阪）林田　葉純
五段（愛知）林　香予子
五段（群馬）石田由美子
四段（静岡）松本　佳奈

称号・段位　選出　　　 氏　名 氏　名  　　　選出　称号・段位

優
勝
・
林
田
智
笑

準
優
勝
・
築
城
理
惠

白川未樹

３位決定戦
白川未樹

井上美代

判

判

判

判

判

判

判

判

判

判

判

不戦勝

判

判

判

判

判

判

判

判

判

判

判

判

判
判

判

判

※　◯囲みは先取した有効打突

ス

ス

メ

ス

ス

ス

ス ス

ス メ

メ

メ

メ

メ

メ メ

コ

コ

ス ス 

メメ

ス コ

メ

メ

ス 

メ
ス

メ

メ

ス

ス

メ

ス ス

メコ

メ

メメ

◎
優
勝
＝
林は
や

田し
だ

智ち

笑え
み

選
手
（
大
阪
）

「
前
回
も
本
大
会

で
優
勝
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
今
回
も
優
勝

者
と
し
て
で
は
な

く
、
挑
戦
者
と
し
て
臨
み
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
再
び
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
、

今
ま
で
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
や

家
族
に
対
し
て
本
当
に
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
決
勝
戦
は
昔
か
ら
憧

れ
て
い
た
築
城
先
生
と
の
試
合
だ
っ
た

の
で
胸
を
借
り
る
つ
も
り
で
思
い
切
っ

て
挑
み
ま
し
た
。
次
の
目
標
は
、
世
界
大

会
の
予
選
で
日
本
代
表
選
手
に
選
ば
れ

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

○
準
優
勝
＝
築つ
ゆ

城き

理り

恵え

選
手
（
大
分
）

「
今
や
れ
る
こ
と

は
し
っ
か
り
や

っ
た
か
な
と
自
分

で
は
思
っ
て
い
ま

す
。
練
習
で
は
、

気
持
ち
を
込
め
て
打
つ
と
い
う
こ
と
を

心
が
け
て
き
ま
し
た
。
次
の
世
代
の
選
手

た
ち
が
い
い
試
合
を
し
て
い
る
の
で
、
私

も
自
分
の
技
を
磨
き
つ
つ
、
若
い
人
た
ち

の
指
導
に
生
か
し
た
い
で
す
」

リズムなぎなた（国際武道大学） 開会式
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第
18
回
全
日
本
男
子
な
ぎ
な
た
選
手
権

大
会
が
、
皇
后
盃
前
日
の
12
月
１
日
、
浦

安
市
運
動
公
園
総
合
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ

ー
ナ
に
て
開
催
さ
れ
た
。
大
会
に
は
、
各

都
道
府
県
や
大
学
か
ら
男
子
選
手
48
名
が

出
場
し
、
覇
を
競
っ
た
。

　

決
勝
は
、
増ま
す

田だ

道ま
さ

仁と

（
兵
庫
）
と
増ま
す

田だ

良よ
し

明あ
き

（
兵
庫
）
の
念
願
の
親
子
対
決
と
な

っ
た
。
試
合
は
子
・
道
仁
が
父
・
良
明
を

降く
だ

し
、
２
度
目
の
優
勝
と
な
っ
た
。
３
位

に
は
加か

藤と
う

大だ
い

貴き

（
愛
知
）
が
入
賞
し
た
。

　

大
会
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
行
わ
れ
、

試
合
時
間
4
分
間
の
２
本
勝
負
。
時
間
内

に
勝
敗
が
決
し
な
い
場
合
は
判
定
と
し
た

（
決
勝
の
み
２
分
１
回
の
延
長
あ
り
）。

♦
準
決
勝

　

準
決
勝
に
は
、
３
年
ぶ
り
の
優
勝
を
目

指
す
増
田
道
仁
（
兵
庫
）、増
田
良
明
（
兵

庫
）、
小
川
賢
太
郎
（
千
葉
）
と
加
藤
大

貴
（
愛
知
）
が
勝
ち
上
が
っ
た
。

　

準
決
勝
１
試
合
目
は
増
田
（
良
）
対
小

川
。
序
盤
か
ら
果
敢
に
攻
め
る
増
田
。
小

川
も
前
に
出
よ
う
と
す
る
が
、
増
田
の
鋭

い
攻
撃
に
な
か
な
か
前
へ
踏
み
出
せ
な

い
。
試
合
中
盤
、
増
田
が
面
を
決
め
た
と

思
わ
れ
た
が
、
旗
は
一
本
し
か
上
が
ら
な

増田道仁（兵庫）が
親子対決を制し優勝

決勝戦＝増田道仁（右）が増田良明（右）を攻める

第 18回全日本男子なぎなた選手権大会
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い
。
そ
の
ま
ま
両
者
、
有
効
な
技
は
な
く

試
合
終
了
。
判
定
は
増
田
に
旗
が
３
本
上

が
り
、
増
田
の
勝
利
と
な
っ
た
。

　

準
決
勝
２
試
合
目
は
増
田
（
道
）
と
加

藤
の
対
戦
。
試
合
開
始
か
ら
わ
ず
か
20

秒
、
面
を
防
御
し
た
加
藤
へ
増
田
が
す
ね

を
決
め
、
一
本
。
そ
の
後
、
加
藤
も
す
ね

を
仕
掛
け
る
も
増
田
は
飛
び
上
が
っ
て
華

麗
に
躱か
わ

す
。
そ
の
ま
ま
試
合
は
終
了
し
、

増
田
が
決
勝
へ
駒
を
進
め
た
。

♦
３
位
決
定
戦

　

加
藤
大
貴　
　

判―

　
　

小
川
賢
太
郎

　

連
続
で
技
を
繰
り
出
す
小
川
に
対
し
、

相
手
の
動
き
を
見
て
攻
め
る
加
藤
。
そ
の

後
も
技
を
打
ち
込
む
タ
イ
ミ
ン
グ
を
探
り

合
い
な
が
ら
攻
撃
す
る
も
一
本
に
な
ら

ず
、
勝
負
は
判
定
に
委
ね
ら
れ
る
。
判
定

は
冷
静
に
試
合
を
進
め
た
加
藤
に
軍
配
が

上
が
り
、
３
位
に
決
定
し
た
。

♦
決
勝
戦

　

増
田
道
仁　
　

メ―

　
　

増
田
良
明

　

前
回
３
位
に
な
っ
て
道
仁
選
手
が
語
っ

て
い
た
「
父
と
決
勝
戦
で
勝
負
す
る
と
約

束
し
て
い
ま
す
」
と
い
う
言
葉
が
今
回
実

現
し
た
。
本
大
会
史
上
初
の
親
子
で
の
決

勝
戦
で
あ
り
、
会
場
の
視
線
が
一
気
に
両

者
へ
注
が
れ
る
中
、
試
合
は
開
始
し
た
。

先
に
動
い
た
の
は
道
仁
選
手
。
試
合
開
始

か
ら
１
分
50
秒
、
遠
間
か
ら
徐
々
に
間
合

い
を
詰
め
、
一
瞬
手
元
が
緩
ん
だ
良
明
選

手
に
鋭
い
面
を
決
め
、
一
本
。
そ
の
後
、

良
明
選
手
も
道
仁
選
手
の
隙
を
見
て
攻

め
て
い
く
が
、
有
効
打
突
に
な
ら
な
い
。

そ
の
ま
ま
試
合
は
終
了
と
な
り
、
息
子
・

増
田
道
仁
選
手
が
父
を
降
し
て
２
度
目

の
優
勝
を
果
た
し
た
。

◎
優
勝
＝
増ま
す

田だ

道ま
さ

仁と

選
手
（
兵
庫
）

「
全
日
本
な
ぎ
な

た
選
手
権
に
出
場

し
て
か
ら
決
勝
戦

で
親
子
対
決
を
す

る
こ
と
が
１
つ
の

目
標
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
達
成

で
き
、
非
常
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
少
し

複
雑
な
気
持
ち
に
も
な
り
ま
し
た
が
、
と

て
も
楽
し
い
試
合
で
し
た
。
練
習
す
る
時

間
が
少
な
か
っ
た
の
で
、
量
よ
り
も
質
を

求
め
た
稽
古
を
心
が
け
ま
し
た
。

　

２
０
１
９
年
の
世
界
大
会
の
予
選
が

迫
っ
て
い
る
の
で
ベ
ス
ト
な
動
き
が
で

き
る
よ
う
に
、
ま
た
世
界
選
手
権
も
親
子

で
出
場
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
」

○
準
優
勝
＝
増ま
す

田だ

良よ
し

明あ
き

選
手
（
兵
庫
）

「
最
近
は
体
力
が

な
く
な
っ
て
い
た

た
め
、
試
合
も
緊

張
し
て
い
た
の
で

す
が
、
準
優
勝
で

き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
親
子
で
決
勝
戦
と

い
う
の
は
複
雑
で
し
た
。
心
情
と
し
て
は

真
剣
勝
負
と
日
頃
か
ら
練
習
の
真
ん
中

位
で
し
た
。
た
だ
、
こ
ん
な
日
が
来
る
と

は
思
わ
な
く
て
本
当
に
い
い
日
に
な
っ

た
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
鍛
錬
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

▽
３
位
＝
加か

藤と
う

大だ
い

貴き

選
手
（
愛
知
）

「
本
大
会
に
初
出

場
し
て
か
ら
15
回

目
に
な
り
ま
し
た

が
、
こ
こ
ま
で
一

度
も
ベ
ス
ト
４
以

上
に
入
れ
な
か
っ
た
の
で
、
本
当
に
嬉
し

い
で
す
。
３
位
決
定
戦
で
は
絶
対
勝
ち
た

い
と
い
う
思
い
を
残
し
つ
つ
、
の
び
の

び
と
試
合
を
す
る
こ
と
を
心
が
け
ま
し

た
。
今
後
の
目
標
は
、
世
界
大
会
で
選
手

と
し
て
出
場
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

３位決定戦＝加藤（右）が小川を攻める決勝戦＝道仁選手（右）が面を決める
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〈広告〉

元
全
日
本
な
ぎ
な
た
連
盟
顧
問

徳
永 

千
代
子
著

私
の
歩
ん
だ

なぎなたという素晴らしい武道を

一人でも多くの人に伝えたい

◇第１章多感な少女時代　◇第２章薙刀術教
員養成所　◇第３章卒業　◇第４章なぎなた
教師◇第５章全日本なぎなた連盟結成　◇第
６章財団法人化　◇第７章体協加盟と国体参
加　◇第８章生涯続くなぎなたの道

戦前の薙刀術教員養成所に始まり、戦後の
苦難の復興期を経て、現在の隆盛に至るま
で、著者自身が歩んだなぎなたの道を振り
返りながら、なぎなたの素晴らしさを謳い
上げた会心作。なぎなた愛好者のみならず、
武道指導者必読の一書。

（ 

四
六
判
・
上
製
・
２
５
２
頁 

）
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〈広告〉

日本武道館発行の単行本

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526 頁 ）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編

翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

（ B５判・上製・DVD 付・336 頁 ）

マンガ・
　武道のすすめ

田代しんたろう 著
漫画家・別府大学教授

（ B５判・並製・236 頁 ）

武道
子どもの心をはぐくむ

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376 頁 ）

（ 四六判・上製・366 頁 ）

一千数百年の歴史を有する武道の全容を一冊に

集大成。武道小百科事典としても役立つ充実の

巻末資料など、武道関係者必携書。

武道のすべてを網羅した『日本の武道』の英語

版がついに刊行 !　海外武道修業者・関係者に

おすすめしたい決定版。

なぎなたに夢を馳せて

長濱 文子 著

沖縄県なぎなた連盟会長
国際なぎなた連盟副会長

（ 四六判・上製・356 頁 ）

沖縄におけるなぎなた成長の道のりを、連盟会

長として組織運営・人材育成に携わってきた著

者が振り返る。

贈る言葉
なぎなた範士からのメッセージ

月刊「武道」編集部 編

全国各地のなぎなた範士 25 名が、後世のなぎ

なた人へ贈るメッセージ。近代なぎなたの史料

ともなる各範士の歩みを綴った半生記集。

武道伝書を読む

湯浅　晃 著
天理大学教授

（ 四六判・上製・348 頁 ）

『風姿花伝』、『兵法家伝書』、『五輪書』など、代

表的な武道伝書をわかりやすく読み解き、読者

のためになるメッセージを贈る。

柔道・剣道・弓道・相撲・空手道・合気道・少林寺拳法・

なぎなた・銃剣道・古武道の各先生方に直接インタビュー取材

し、武道の良さ、素晴らしさをおもしろく、わかりやすく描く。

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410 頁 ）

臨床心理学の立場から、子どもを育む武道の可

能性、教育力に迫る。子どもをより良く伸ばす

ための知恵と珠玉の言葉を満載。

傘寿を超えた武道界の先達 30 名が贈る、後輩 

への熱きメッセージ。修行時代から現在までの

足跡を辿る、後世に残す記録集。
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ニュース

男子 66㎏級決勝＝丸山（右）が巴投で阿部から技有を奪い、初優勝を飾った

丸山城志郎が初優勝
GRAND SLAM 
OSAKA 2018 柔道グランドスラム大阪 2018

　

昨
年
11
月
23
日
〜
25
日
の
３
日
間
、
大

阪
府
大
阪
市
の
丸
善
イ
ン
テ
ッ
ク
ア
リ
ー

ナ
大
阪
（
大
阪
市
中
央
体
育
館
）
に
お
い

て
、
１
年
を
締
め
く
く
る
柔
道
の
国
際
大

会
と
し
て
、
柔
道
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
大
阪

２
０
１
８
（
主
催
＝
国
際
柔
道
連
盟
、
主

管
＝
全
日
本
柔
道
連
盟
）
が
70
カ
国
と
地

域
か
ら
男
子
257
名
・
女
子
158
名
の
選
手
が

参
加
し
、
開
催
さ
れ
た
。

　

例
年
東
京
で
開
催
さ
れ
て
い
る
本
大
会

だ
が
、
会
場
で
あ
る
東
京
体
育
館
が
改
修

工
事
中
の
た
め
、
大
阪
で
の
開
催
と
な
っ

た
。
大
阪
で
の
国
際
大
会
は
２
０
０
３
年

の
世
界
選
手
権
大
会
以
来
15
年
ぶ
り
。

　

日
本
は
金
11
個
、
銀
８
個
、
銅
16
個
と

軽
・
中
量
級
を
中
心
に
健
闘
し
た
。
し
か

し
、
男
子
100
㎏
超
級
で
は
一
人
も
決
勝
に

上
が
れ
ず
、
東
京
五
輪
に
向
け
て
課
題
も

残
す
大
会
と
な
っ
た
。

初優勝を果たした丸山城志郎

男
子
66
㎏
級 阿部一二三に前回の雪辱を果たす
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大
会
は
、
男
女
７
階
級
の
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
形
式
。
試
合
は
Ｉ
Ｊ
Ｆ
ス
ポ
ー
ツ
・
運

営
規
定
お
よ
び
Ｉ
Ｊ
Ｆ
試
合
審
判
規
定
に

よ
り
行
わ
れ
た
。

　

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
銅
メ
ダ
ル
で

２
０
１
８
年
世
界
選
手
権
優
勝
の
髙
藤
直

寿
（
パ
ー
ク
24
）
は
、
初
戦
と
な
る
２
回

戦
で
キ
ム
・
ウ
ォ
ン
ジ
ン
（
韓
国
）
に
指

導
３
の
反
則
負
を
喫
し
た
。

　

決
勝
は
、
世
界
ラ
ン
ク
１
位
の
永
山
竜

樹
（
東
海
大
）
と
ア
ブ
ラ
ゼ
（
ロ
シ
ア
）

の
対
決
。
永
山
は
２
０
１
８
グ
ラ
ン
ド
ス

ラ
ム
・
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
で
優
勝
を
果

た
し
て
い
る
。

　

前
半
、
永
山
が
繰
り
出
し
た
裏
投
は
一

本
の
宣
言
を
受
け
る
も
、
ビ
デ
オ
判
定
に

よ
り
技
有
と
な
る
。
永
山
は
そ
の
後
も
気

持
ち
を
切
ら
す
こ
と
な
く
、
技
を
繰
り
出

し
、
主
導
権
を
握
る
。
再
び
永
山
は
裏
投

を
仕
掛
け
て
技
有
と
な
る
が
、
こ
の
ジ
ャ

ッ
ジ
は
、
ま
た
取
り
消
さ
れ
る
。
終
始
、

永
山
が
攻
勢
を
か
け
て
試
合
終
了
。
２
年

ぶ
り
２
度
目
の
頂
点
に
立
っ
た
。

◎
優
勝
＝
永
山
竜
樹
選
手
（
東
海
大
）

「
投
げ
が
決
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
悔
し

い
で
す
。
ま
た
、
髙
藤
先
輩
と
直
接
で
き

な
か
っ
た
の
は
残
念
で
す
が
、
し
っ
か
り

優
勝
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
ど
ん
な
相

手
で
も
一
本
を
と
れ
る
よ
う
な
柔
道
を
目

指
し
て
い
き
た
い
で
す
」

　

決
勝
は
阿
部
一
二
三
（
日
体
大
）
と
丸

山
城
志
郎
（
ミ
キ
ハ
ウ
ス
）
の
昨
年
と
同

じ
顔
合
せ
。
昨
年
は
阿
部
が
勝
利
し
て
い

る
。
直
前
に
妹
の
阿
部
詩
が
連
覇
を
果
た

し
て
お
り
、
会
場
は
兄
妹
揃そ
ろ

っ
て
の
優
勝

を
疑
わ
な
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。
し
か

し
、
丸
山
が
そ
の
阿
部
に
善
戦
す
る
。
巴

投
を
続
け
て
繰
り
出
す
丸
山
。
巴
投
に
加

え
て
、
内
股
と
大
外
刈
を
阿
部
は
警
戒
す

る
。
互
い
に
指
導
１
で
延
長
戦
に
入
っ

た
。
延
長
１
分
過
ぎ
に
、
丸
山
は
内
股
を

防
が
れ
た
後
、
と
っ
さ
に
巴
投
に
移
行
し

て
技
有
。
阿
部
の
兄
妹
連
覇
を
阻
止
し

て
、
丸
山
が
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

◎
優
勝
＝
丸
山
城
志
郎
選
手（
ミ
キ
ハ
ウ
ス
）

「
決
勝
で
は
、
会
場
の
空
気
が
完
全
に
阿

部
ワ
ー
ル
ド
み
た
い
で
し
た
（
笑
）。
逆

に
燃
え
ま
し
た
ね
！　

意
地
を
出
せ
ま
し

た
。
そ
れ
だ
け
で
す
。
自
分
が
主
導
権
を

握
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
た
だ
、
指
導

で
勝
つ
の
は
つ
ま
ら
な
い
と
思
っ
て
ま
し

た
。
何
と
し
て
も
投
げ
て
勝
ち
た
い
と
考

え
て
ま
し
た
。
最
後
の
巴
投
は
狙
っ
た
わ

け
で
は
な
く
、
と
っ
さ
に
出
た
も
の
で

す
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
こ
こ
か
ら
が

ス
タ
ー
ト
で
す
。
勝
ち
続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」

　

リ
オ
五
輪
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
大
野
将
平

（
旭
化
成
）
が
登
場
。
大
野
は
大
学
の
修

士
論
文
作
成
を
理
由
に
１
年
以
上
実
戦
か

ら
退
い
て
い
た
が
、
復
帰
戦
と
な
っ
た
昨

年
８
月
の
ア
ジ
ア
大
会
で
見
事
に
優
勝
を

飾
っ
て
い
る
。

　

そ
の
大
野
は
１
回
戦
以
外
は
一
本
勝
で

準
決
勝
ま
で
勝
ち
進
ん
だ
。
対
し
て
元
世

界
王
者
で
五
輪
２
大
会
連
続
銅
メ
ダ
ル
の

海
老
沼
匡
（
パ
ー
ク
24
）
も
階
級
を
上
げ

て
出
場
。
順
調
に
勝
ち
進
む
。

　

準
決
勝
で
大
野
は
立
川
新
（
東
海
大
）

と
対
戦
。
両
者
は
一
進
一
退
の
攻
防
を
繰

り
返
す
が
、
大
野
が
終
盤
に
鮮
や
か
な
内

股
を
決
め
て
勝
利
し
た
。
一
方
、
海
老
沼

は
マ
ル
ゲ
リ
ド
ン
（
カ
ナ
ダ
）
を
腰
車
と

一
本
背
負
投
の
合
技
で
破
っ
て
、
決
勝
へ

と
進
ん
だ
。

　

決
勝
は
大
野
対
海
老
沼
。
と
も
に
柔
道

の
名
門
私
塾
「
講
道
学
舎
」（
東
京
）
で

育
っ
た
手
の
内
を
知
る
者
同
士
。
大
野
が

右
、
海
老
沼
が
左
の
ケ
ン
カ
四
つ
。
頭
を

つ
け
あ
い
火
花
を
散
ら
す
両
者
は
、
観
て

い
る
者
を
釘
づ
け
に
す
る
よ
う
な
熾し

烈れ
つ

な

争
い
を
展
開
す
る
。

　

大
野
は
内
股
、
海
老
沼
は
一
本
背
負
と

得
意
技
を
繰
り
出
す
が
、
不
発
の
ま
ま
試

合
は
終
盤
へ
と
差
し
掛
か
る
。
残
り
15

秒
、
内
股
を
受
け
止
め
た
大
野
が
上
か
ら

海
老
沼
を
潰
し
た
。
そ
の
ま
ま
、
海
老
沼

男子 60㎏級決勝＝永山（下）が裏投で技有を奪い、勝利した

■
男
子
60
㎏
級

■
男
子
66
㎏
級

■
男
子
73
㎏
級



422019．1　月刊「武道」

ニュース

の
帯
を
取
り
、
裏
返
す
よ
う
な
変
則
の
隅

落
で
技
有
を
奪
っ
た
。
大
野
は
執
念
で
海

老
沼
を
退
け
、
五
輪
連
覇
に
向
け
て
、
順

調
に
進
み
出
し
た
。

◎
優
勝
＝
大
野
将
平
選
手
（
旭
化
成
）

「
関
西
に
拠
点
を
お
い
て
い
る
身
で
す
の

で
、
家
族
、
会
社
、
天
理
大
の
学
生
た
ち

の
応
援
が
力
に
な
り
ま
し
た
。
感
謝
し
た

い
で
す
。
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
大
阪
と
い
う

新
し
い
大
会
、
ニ
ュ
ー
タ
イ
ト
ル
を
勝
ち

取
り
に
行
き
ま
し
た
。
今
日
は
我
慢
強

く
、
集
中
し
て
戦
え
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な

と
思
い
ま
す
」

　

２
年
ぶ
り
の
出
場
と
な
る
元
世
界
王
者

の
永
瀬
貴
規
（
旭
化
成
）
は
準
々
決
勝
で

エ
グ
テ
ィ
ゼ
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
）
に
合
技
一

本
で
敗
れ
た
。
決
勝
は
佐
々
木
健
志
（
筑

波
大
）
と
小
原
拳
哉
（
パ
ー
ク
24
）
の
日

本
人
対
決
と
な
っ
た
。

　

小
原
が
巴
投
、
一
本
背
負
投
で
攻
勢
を

か
け
る
が
、
佐
々
木
は
、
自
身
の
身
体
を

素
早
く
回
転
さ
せ
、
背
を
地
に
着
け
な
い

よ
う
に
堪こ
ら

え
る
。
延
長
に
入
り
、
佐
々
木

は
小
原
の
隅
返
を
躱か
わ

し
て
崩
袈
裟
固
で
し

っ
か
り
と
抑
え
込
ん
だ
。
そ
の
ま
ま
一
本

を
決
め
、
佐
々
木
が
勝
利
を
収
め
た
。

◎
優
勝
＝
佐
々
木
健
志
選
手
（
筑
波
大
）

「
８
月
の
ア
ジ
ア
大
会
、
講
道
館
杯
で
勝

て
な
く
て
、
悔
し
い
思
い
を
し
て
い
た
の

で
今
回
、
何
と
し
て
も
勝
っ
て
や
ろ
う
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
内
容
は
ま
だ
ま
だ
で

す
が
、
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
て
今
は
ホ

ッ
と
し
て
い
ま
す
」

　

３
回
戦
、
リ
オ
五
輪
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の

ベ
イ
カ
ー
茉
秋
（
日
本
中
央
競
馬
会
）
が

マ
ル
ジ
ア
ニ
（
ジ
ョ
ー
ジ
ア
）
に
浮
落
で

一
本
を
決
め
ら
れ
て
、
ま
さ
か
の
敗
退
。

　

決
勝
は
向
翔
一
郎
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
）
と

フ
ァ
ン
テ
ン
ド
（
オ
ラ
ン
ダ
）。
多
彩
な

技
を
も
つ
向
は
、
フ
ァ
ン
テ
ン
ド
の
出
方

を
窺う
か
がい
な
が
ら
攻
撃
方
法
を
探
る
。
向
は

相
手
の
釣
手
を
い
な
し
て
一
本
背
負
投
を

仕
掛
け
る
。
再
び
、
組
手
争
い
か
ら
翻
っ

て
担
ぎ
技
に
出
る
向
。
意
表
を
つ
く
向
の

攻
撃
に
フ
ァ
ン
テ
ン
ド
は
翻
弄
さ
れ
、
終

男子 73㎏級決勝＝大野（左）が変則の隅落で海老沼を退けた

男子 81㎏級決勝＝佐々木（上）はしっかり抑えて、
勝利を収めた

男子 90㎏級決勝＝意表をつく向（下）の攻撃に相手は
翻弄される

■
男
子
81
㎏
級

■
男
子
90
㎏
級
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盤
に
指
導
を
重
ね
て
い
く
。
延
長
に
入

り
、
向
が
フ
ァ
ン
テ
ン
ド
を
場
外
際
に
追

い
込
む
と
、
た
ま
ら
ず
場
外
へ
。
フ
ァ
ン

テ
ン
ド
は
３
つ
目
の
指
導
を
受
け
て
、
向

が
勝
利
を
収
め
た
。
90
㎏
級
を
制
し
て
向

は
満
面
の
笑
み
を
見
せ
て
い
た
。

◎
優
勝
＝
向
翔
一
郎
選
手（
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
）

「
講
道
館
杯
で
負
け
て
、
ヤ
バ
イ
な
と
思

っ
て
ま
し
た
が
、
今
回
は
怖
が
ら
ず
に
柔

道
を
や
り
ま
し
た
。
結
果
が
出
て
本
当
に

良
か
っ
た
で
す
。
上
手
く
い
か
な
い
こ
と

が
最
近
多
く
、
い
ろ
い
ろ
な
方
々
に
迷
惑

を
か
け
て
き
ま
し
た
の
で
、
少
し
で
も
恩

返
し
が
で
き
て
い
た
ら
嬉
し
い
で
す
。
最

高
の
恩
返
し
は
東
京
五
輪
で
の
優
勝
で

す
。
自
分
の
幼
少
か
ら
の
夢
で
も
あ
る
五

輪
優
勝
を
目
指
し
て
、
歩
み
を
止
め
な
い

で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

リ
オ
五
輪
銅
メ
ダ
ル
の
羽
賀
龍
之
介

（
旭
化
成
）は
、３
回
戦
で
ド
ベ
ル
ビ
ー（
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
）
に
一
本
背
負
投
で
技
有
を

と
ら
れ
て
、
早
々
に
敗
退
。
２
０
１
７
年

世
界
選
手
権
優
勝
の
ウ
ル
フ
ア
ロ
ン
（
了

德
寺
学
園
職
）
は
、
本
調
子
と
は
ほ
ど
遠

い
も
の
の
、
接
戦
を
も
の
に
し
て
、
決
勝

ま
で
勝
ち
進
ん
だ
。

　

決
勝
の
相
手
は
カ
ナ
ダ
の
ホ
ー
プ
で
長

身
の
エ
ル
ナ
ハ
ス
。
エ
ル
ナ
ハ
ス
は
左
右

の
足
技
で
、
ウ
ル
フ
を
揺
さ
ぶ
る
。
残
り

1
分
、
ウ
ル
フ
は
安
定
感
の
あ
る
下
半
身

で
相
手
の
足
技
を
受
け
止
め
る
。
逆
に
小

外
掛
で
エ
ル
ナ
ハ
ス
を
な
ぎ
倒
し
た
。
こ

れ
は
惜
し
く
も
技
有
に
と
ど
ま
る
。
し
か

し
、
終
了
間
際
に
大
内
刈
で
再
び
相
手
を

た
た
き
付
け
、
合
わ
せ
て
一
本
。
２
０
１

８
年
の
世
界
選
手
権
入
賞
を
の
が
し
た
ウ

ル
フ
は
、
重
量
感
あ
ふ
れ
る
柔
道
で
地
力

を
見
せ
つ
け
て
、
東
京
五
輪
に
向
け
て
、

再
び
大
き
く
歩
み
出
し
た
。

◎
優
勝
＝
ウ
ル
フ
ア
ロ
ン
選
手
（
了
德
寺

学
園
職
）

「
な
ん
と
か
勝
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
日
は
全
体
的
に
調
子
は
良
く
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
相
手
の
こ
と
を
し
っ
か
り

と
見
て
試
合
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
一
流
の
選
手
は
、
ど
ん
な
状
況
で
も

ベ
ス
ト
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
持
っ
て
い
き

ま
す
の
で
、
自
分
は
ま
だ
ま
だ
足
ら
な
い

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
」

　

波
乱
の
展
開
と
な
っ
た
100
㎏
超
級
。
２

回
戦
で
は
、
リ
オ
五
輪
銀
メ
ダ
ル
で
昨
年

の
全
日
本
選
手
権
覇
者
の
原
沢
久
喜
が
ナ

イ
ダ
ン
（
モ
ン
ゴ
ル
）
に
外
巻
込
で
技
有

を
と
ら
れ
、
続
く
小
川
雄
勢
（
明
治
大
）

も
リ
オ
五
輪
100
㎏
級
覇
者
の
ク
ル
パ
ー
レ

ク
（
チ
ェ
コ
）
に
巴
投
を
決
め
ら
れ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
早
々
に
敗
退
し
た
。

　

準
々
決
勝
で
は
、
王
子
谷
剛
志
（
旭
化

成
）
が
バ
シ
ャ
エ
フ
（
ロ
シ
ア
）
か
ら
背

負
投
で
技
有
を
と
ら
れ
て
、
苦
杯
を
嘗な

め

た
。

　

準
決
勝
で
は
、
影
浦
心
（
日
本
中
央
競

馬
会
）
が
、
小
川
を
破
っ
た
ク
ル
パ
ー
レ

ク
と
対
戦
。
延
長
戦
で
腕
挫
十
字
固
を
決

め
ら
れ
て
一
本
負
と
な
っ
た
。
こ
れ
で
全

て
の
日
本
人
選
手
は
姿
を
消
し
た
。

　

決
勝
で
は
、
グ
ロ
ル
（
オ
ラ
ン
ダ
）
と

ク
ル
パ
ー
レ
ク
が
対
戦
し
、
小
内
刈
の
技

有
で
グ
ロ
ル
が
優
勝
を
決
め
た
。

▽
井
上
康
生
全
日
本
男
子
監
督

「
ホ
ー
ム
で
行
っ
た
世
界
大
会
で
あ
り
、

100
㎏
超
級
で
は
ト
ッ
プ
４
が
出
場
し
て
い

ま
し
た
。
そ
の
中
で
一
人
も
決
勝
に
上
が

れ
な
か
っ
た
現
状
を
我
々
は
し
っ
か
り
と

受
け
止
め
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

近
年
は
柔
道
の
質
と
い
う
も
の
が
変
わ

っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
昔
の
よ
う
に
組
み

合
っ
て
豪
快
に
技
を
打
ち
合
う
柔
道
で
は

な
く
て
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
で
コ
ン
パ
ク
ト

な
展
開
の
な
か
に
も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
柔

道
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
様
々
な
面
で

変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
部
分
が

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
」

男子 100㎏級決勝＝ウルフ（左）は終了間際に
大内刈の合技一本で、勝利

■
男
子
100
㎏
級

■
男
子
100
㎏
超
級
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準
決
勝
、
渡
名
喜
風
南
（
パ
ー
ク
24
）

は
、
準
々
決
勝
で
近
藤
亜
美
（
三
井
住
友

海
上
）
を
降く
だ

し
た
遠
藤
宏
美
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ

Ｋ
）を
破
っ
て
、決
勝
進
出
を
果
た
し
た
。

　

決
勝
は
、
渡
名
喜
と
世
界
ラ
ン
ク
２
位

の
ム
ン
フ
バ
ド
（
モ
ン
ゴ
ル
）
の
対
決
。

序
盤
に
ム
ン
フ
バ
ド
が
仕
掛
け
て
き
た
と

こ
ろ
に
渡
名
喜
は
横
四
方
固
を
決
め
て
一

本
勝
。
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

◎
優
勝
＝
渡
名
喜
風
南
選
手（
パ
ー
ク
24
）

「
自
分
が
や
っ
て
き
た
こ
と
が
そ
ん
な
に

出
せ
な
か
っ
た
の
で
、
ま
だ
ま
だ
課
題
が

あ
る
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
去
年
の
世
界

選
手
権
が
終
わ
っ
て
一
度
も
優
勝
し
て
な

か
っ
た
の
で
、
今
は
ホ
ッ
と
し
て
ま
す
。

地
道
に
コ
ツ
コ
ツ
と
ま
た
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
」

　

９
月
に
行
わ
れ
た
バ
ク
ー
世
界
選
手
権

で
優
勝
の
阿
部
詩
（
夙
川
学
院
高
）
が
登

場
。
準
決
勝
で
阿
部
は
、
志
々
目
愛
（
了

德
寺
学
園
職
）
と
対
戦
し
た
。
志
々
目
は

バ
ク
ー
世
界
選
手
権
で
は
決
勝
で
阿
部
に

敗
れ
て
い
る
。
試
合
開
始
わ
ず
か
23
秒
、

阿
部
は
電
光
石
火
の
内
股
す
か
し
で
志
々

目
を
破
り
、
あ
っ
さ
り
と
決
勝
へ
勝
ち
進

ん
だ
。

　

決
勝
は
、
世
界
ラ
ン
ク
２
位
の
阿
部
と

角
田
夏
実
（
了
德
寺
学
園
職
）
に
よ
る
日

本
人
対
決
と
な
っ
た
。
角
田
は
昨
年
の
ア

ジ
ア
大
会
で
は
圧
勝
で
優
勝
を
飾
っ
て
い

る
。
阿
部
は
角
田
に
直
近
で
３
度
敗
れ
て

お
り
、
苦
手
と
す
る
相
手
。「
４
回
負
け

た
ら
話
に
な
ら
な
い
」
と
意
気
込
む
阿

部
。
普
段
の
、
が
む
し
ゃ
ら
に
前
に
出
る

柔
道
は
封
印
し
て
慎
重
に
試
合
を
展
開
す

る
。前
半
は
互
い
に
指
導
1
。要
所
で
は
、

阿
部
が
角
田
の
巴
投
を
封
じ
な
が
ら
担
ぎ

技
を
仕
掛
け
、
角
田
を
指
導
２
ま
で
追
い

つ
め
る
。
延
長
戦
に
入
り
、
阿
部
は
得
意

の
袖
釣
込
腰
で
積
極
的
に
攻
め
る
。
互
い

に
指
導
が
入
り
、
角
田
は
３
つ
の
目
の
指

導
を
受
け
反
則
負
。
阿
部
は
4
度
目
の
対

戦
で
リ
ベ
ン
ジ
を
果
た
し
た
。

　

阿
部
は
２
０
１
７
年
の
東
京
大
会
に
続

き
２
連
覇
を
達
成
。
２
０
１
８
年
の
世
界

選
手
権
と
今
大
会
の
連
続
優
勝
に
よ
り
、

全
日
本
柔
道
連
盟
の
基
準
を
満
た
し
、
今

年
の
世
界
選
手
権
（
東
京
）
代
表
に
決
ま

っ
た
。

◎
優
勝
＝
阿
部
詩
選
手
（
夙
川
学
院
高
）

「
角
田
選
手
は
ず
っ
と
勝
て
な
か
っ
た
相

手
だ
っ
た
の
で
、
す
ご
く
嬉
し
い
で
す
。

最
初
か
ら
自
分
の
ペ
ー
ス
で
『
こ
れ
は
勝

て
る
』
と
い
う
強
い
気
持
ち
で
臨
み
ま
し

た
。
来
年
の
世
界
選
手
権
に
向
け
て
も
っ

と
も
っ
と
強
く
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

女子 48㎏級決勝＝渡名喜（左）とムンフバド

女子 52㎏級決勝＝阿部（右）の袖釣込腰

■
女
子
48
㎏
級

■
女
子
52
㎏
級
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準
決
勝
で
、
ア
ジ
ア
大
会
を
制
し
た
玉

置
桃
（
三
井
住
友
海
上
）
は
、
昨
年
の
世

界
選
手
権
覇
者
の
芳
田
司
（
コ
マ
ツ
）
と

対
戦
。
玉
置
は
指
導
２
を
受
け
る
も
の

の
、
試
合
終
了
間
際
に
芳
田
に
対
し
て
値

千
金
の
隅
返
を
決
め
て
、
勝
利
し
た
。

　

一
方
の
準
決
勝
で
は
、ク
リ
ミ
ッ
ト（
カ

ナ
ダ
）
が
接
戦
の
末
に
舟
久
保
遥
香
（
三

井
住
友
海
上
）
か
ら
背
負
投
げ
で
一
本
を

奪
っ
た
。

　

決
勝
は
、
玉
置
と
ク
リ
ミ
ッ
ト
の
対

決
。
序
盤
に
ク
リ
ミ
ッ
ト
が
仕
掛
け
た
背

負
投
が
ビ
デ
オ
判
定
の
結
果
、
技
有
と
な

る
。
玉
置
は
攻
め
あ
ぐ
ね
、
ポ
イ
ン
ト
を

奪
え
な
い
ま
ま
試
合
は
終
了
。
玉
置
は
敗

れ
、カ
ナ
ダ
の
ク
リ
ミ
ッ
ト
が
優
勝
し
た
。

　

準
決
勝
で
は
、
土
井
雅
子
（
Ｊ
Ｒ
東
日

本
）
が
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
金
メ

ダ
リ
ス
ト
の
ト
ル
ス
テ
ニ
ャ
（
ス
ロ
ベ
ニ

ア
）
に
上
四
方
固
で
一
本
勝
を
決
め
る
殊

勲
を
上
げ
た
。
対
し
て
、
鍋
倉
那
美
（
三

井
住
友
海
上
）
は
能
智
亜
衣
美
（
了
德
寺

学
園
職
）
を
、
指
導
３
で
降
し
て
い
る
。

　

決
勝
は
土
井
と
鍋
倉
の
対
決
。
両
者
決

め
手
に
欠
け
て
、
後
半
に
そ
れ
ぞ
れ
指
導

１
を
受
け
る
。
終
盤
に
土
井
は
得
意
と
す

る
寝
技
で
抑
込
に
入
る
が
決
め
ら
れ
ず
、

惜
し
く
も
こ
こ
で
時
間
一
杯
と
な
っ
て
し

ま
う
。
そ
の
ま
ま
延
長
戦
へ
と
突
入
し

た
。
仕
切
り
直
し
と
な
っ
た
土
井
は
、
延

長
戦
で
も
や
は
り
寝
技
で
攻
勢
を
か
け

る
。
両
者
に
２
つ
目
の
指
導
。
そ
の
後
も

土
井
が
寝
技
で
攻
め
立
て
、
鍋
倉
に
３
つ

目
の
指
導
が
入
り
、
反
則
負
け
。
土
井
は

７
分
に
及
ぶ
試
合
を
制
し
て
、
初
優
勝
に

輝
い
た
。

◎
優
勝
＝
土
井
雅
子
選
手（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）

「
や
っ
と
こ
の
メ
ダ
ル
を
手
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
大
会
で
は
、
初
戦
か
ら

強
い
選
手
ば
か
り
で
一
戦
一
戦
が
決
勝
だ

と
思
っ
て
戦
い
ま
し
た
。
決
勝
は
勝
っ
た

の
で
す
が
、
寝
技
で
抑
え
込
む
チ
ャ
ン
ス

を
逃
し
て
し
ま
っ
た
の
が
悔
し
い
で
す
。

こ
こ
か
ら
が
本
番
で
す
の
で
、
再
ス
タ
ー

ト
を
切
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

昨
年
の
世
界
選
手
権
で
連
覇
を
果
た
し

た
新
井
千
鶴
（
三
井
住
友
海
上
）
が
危
な

げ
な
く
駒
を
進
め
る
。
準
決
勝
で
は
大
野

陽
子
（
コ
マ
ツ
）
を
破
っ
た
ピ
ノ
（
フ
ラ

ン
ス
）
か
ら
、
延
長
約
２
分
で
ス
タ
ミ
ナ

切
れ
な
が
ら
も
力
を
振
り
絞
っ
た
支
釣
込

足
を
技
有
と
し
て
、
決
勝
に
進
出
し
た
。

　

決
勝
は
ベ
ル
ン
ホ
ル
ム
（
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
）
と
対
戦
。
中
盤
、
新
井
は
相
手
を
巻

き
込
み
、
隅
落
で
技
有
を
と
る
。
そ
の
ま

ま
寝
技
に
持
ち
込
も
う
と
す
る
が
ベ
ル
ン

ホ
ル
ム
に
躱
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
新
井
は

足
技
を
主
と
し
て
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け

女子 57㎏級決勝＝玉置（右）は敗れ、
クリミットが優勝した

女子 63㎏級決勝＝土井（右）が 7分に及ぶ試合を制した

■
女
子
57
㎏
級

■
女
子
63
㎏
級

■
女
子
70
㎏
級
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続
け
て
、
試
合
は
終
了
。

　

新
井
は
去
年
の
雪
辱
を
果
た
し
て
、
金

メ
ダ
ル
を
勝
ち
取
っ
た
。
ま
た
、
全
日
本

柔
道
連
盟
の
基
準
を
満
た
し
て
、
今
年
の

世
界
選
手
権（
東
京
）代
表
に
決
ま
っ
た
。

◎
優
勝
＝
新
井
千
鶴
選
手（
三
井
住
友
海
上
）

「
２
０
１
７
年
は
決
勝
で
敗
れ
て
悔
し
い

思
い
を
し
た
の
で
、
こ
の
１
年
間
や
っ
て

き
た
こ
と
を
全
て
出
し
切
ろ
う
、
必
ず
勝

っ
て
次
に
繋
げ
よ
う
と
思
っ
て
戦
い
ま
し

た
。
ま
た
今
回
は
、
世
界
選
手
権
の
内
定

と
か
決
勝
戦
と
か
は
考
え
ず
に
、
目
の
前

の
相
手
に
勝
つ
こ
と
だ
け
に
徹
し
ま
し

た
。

　

優
勝
で
き
て
、
形
で
は
17
年
の
リ
ベ
ン

ジ
が
で
き
ま
し
た
が
、
内
容
は
ま
だ
ま
だ

改
善
す
べ
き
点
が
あ
り
ま
す
。
取
る
べ
き

大
会
で
し
っ
か
り
取
っ
て
い
く
と
い
う
の

が
今
の
私
に
は
必
要
な
の
で
す
し
、
取
っ

た
ら
他
に
何
が
必
要
か
考
え
る
期
間
が
作

れ
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
意
味
で
も
よ
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
18
年
は
ま
だ
ま
だ
改

善
点
を
調
整
し
て
い
る
年
で
し
た
。
19
年

の
世
界
選
手
権
で
し
っ
か
り
３
連
覇
し

て
、
東
京
五
輪
で
金
メ
ダ
ル
を
確
実
に
取

っ
て
い
け
る
よ
う
に
、
進
化
、
強
化
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

決
勝
は
、
準
決
勝
で
世
界
女
王
の
濵
田

尚
里
（
自
衛
隊
体
育
学
校
）
を
降
し
た
梅

木
真
美（
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
）と
佐
藤
瑠
香（
コ

マ
ツ
）
の
対
決
。
ケ
ン
カ
四
つ
で
足
技
を

互
い
に
掛
け
合
い
、
力
の
こ
も
っ
た
攻
防

を
両
者
は
展
開
す
る
。
中
盤
、
佐
藤
は
投

技
か
ら
寝
技
に
持
ち
込
も
う
と
す
る
が
、

こ
こ
は
梅
木
は
ガ
ッ
チ
リ
と
〝
亀
〟
に
な

る
。
負
け
じ
と
低
い
体
勢
の
佐
藤
を
潰
し

に
か
か
る
梅
木
。
両
者
か
ら
は
、
指
導
で

は
な
く
一
本
を
決
め
て
勝
つ
と
い
う
気
迫

女子 70㎏級決勝＝新井（左）が足技を主として攻め立てる

女子 78㎏級決勝＝佐藤（上）が懸命に抑えて一本

■
女
子
78
㎏
級
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が
感
じ
ら
れ
る
。
残
り
わ
ず
か
、
佐
藤

は
、
足
技
で
梅
木
を
崩
し
て
横
四
方
固
に

か
か
る
。
必
死
に
逃
れ
よ
う
と
す
る
梅
木

だ
が
、
佐
藤
が
懸
命
に
抑
え
て
一
本
。
佐

藤
が
78
㎏
級
を
制
し
た
。

◎
優
勝
＝
佐
藤
瑠
香
選
手
（
コ
マ
ツ
）

「
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。
と
に
か
く
優
勝

で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。
大
野
陽
子
先
輩

に
は
い
つ
も
稽
古
を
つ
け
て
い
た
だ
い

て
、
今
日
も
試
合
後
な
の
に
打
ち
込
み
と

か
乱
取
と
か
稽
古
に
つ
き
あ
っ
て
い
た
だ

い
て
、
絶
対
に
頑
張
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
思
い
ま
し
た
」

60 ㎏級 アブラゼ（ロシア）永山竜樹（東海大） 大島優磨（旭化成）
キム ウォンジン（韓国）

66 ㎏級 丸山城志郎（ミキハウス） 阿部一二三（日本体育大） グリゴリヤン（ロシア）
ヨンドンペレンレイ（モンゴル） 田川兼三（筑波大）＝２回戦敗退

志々目徹（了徳寺学園職）＝５位

野上廉太郎（筑波大）＝3回戦敗退

佐々木健志（筑波大） 佐藤正大（自衛隊体育学校）＝３回戦敗退

村尾三四郎（桐蔭学園高）

王子谷剛志（旭化成）＝７位
熊代佑輔（ALSOK）＝２回戦敗退

73㎏級 立川　新（東海大）海老沼匡（パーク 24）
マシアス（スウェーデン）

81 ㎏級 永瀬貴規（旭化成）
アルバイラク（トルコ）

90 ㎏級 ファンテンド（オランダ）向翔一郎（ALSOK） トリッペル（ドイツ）

100 ㎏級 エルナハス（カナダ）ウルフ アロン（了德寺学園職） フォンセカ（ポルトガル）

100 ㎏超級 クルパーレク（チェコ） 原沢久喜＝2回戦敗退、小川雄勢（明治大）＝2回戦敗退
影浦　心（日本中央競馬会）
バシャエフ（ロシア）

48 ㎏級 ムンフバト（モンゴル） 近藤亜美（三井住友海上）渡名喜風南（パーク 24）

52 ㎏級 前田千島（三井住友海上）＝５位阿部　詩（夙川学院高） 志々目愛（了德寺学園職）
ブシャール（フランス）角田夏実（了德寺学園職）

遠藤宏美（ALSOK）

コン ユジョン（韓国）　

　土井雅子（JR東日本）

新添左季（山梨学院大）

稲森奈見（三井住友海上）
秋場麻優（環太平洋大）＝１回戦敗退

梅木真美（ALSOK） 髙山莉加（三井住友海上）＝２回戦敗退

57 ㎏級 クリミット（カナダ） 芳田　司（コマツ）＝５位玉置　桃（三井住友海上） 舟久保遥香（三井住友海上）

63㎏級 鍋倉那美（三井住友海上）
田代未来（コマツ）
能智亜衣美（了德寺学園職）

70㎏級 新井千鶴（三井住友海上） 大野陽子（コマツ）＝５位
田中志歩（環太平洋大）＝2回戦敗退ピノ（フランス）

78 ㎏級 アントマルチ（キューバ）
濵田尚里（自衛隊体育学校）佐藤瑠香（コマツ）

78㎏超級 素根　輝（南筑高） 朝比奈沙羅（パーク 24）オルティス（キューバ）

大野将平（旭化成）

芳田　真（比叡山高）＝２回戦敗退

羽賀龍之介（旭化成）＝３回戦敗退

髙藤直寿（パーク 24）＝２回戦敗退
藤阪太郎（大阪府警）＝５位

小原拳哉（パーク 24）

田嶋剛希（筑波大）＝２回戦敗退
ベイカー茉秋（日本中央競馬会）＝３回戦敗退

飯田健太郎（国士舘大）

グロル（オランダ）

ベルンホルム（スウェーデン）

【大会結果】
◆男子 優勝 2位 3位 日本選手

◆女子 優勝 2位 3位 日本選手

　

準
決
勝
で
は
昨
年
皇
后
盃
優
勝
の
素
根

輝
（
南
筑
高
）
と
昨
年
世
界
選
手
権
覇
者

の
朝
比
奈
沙
羅
（
パ
ー
ク
24
）
が
対
決
。

終
盤
、
素
根
が
背
負
投
を
放
っ
て
こ
れ
が

技
有
と
な
っ
た
。
素
根
は
朝
比
奈
に
競
り

勝
ち
、
決
勝
に
進
出
し
た
。

　

決
勝
で
は
、
稲
森
奈
見
（
三
井
住
友
海

上
）を
破
っ
た
オ
ル
テ
ィ
ス（
キ
ュ
ー
バ
）

と
対
戦
。
素
根
は
指
導
３
の
反
則
負
で
、

オ
ル
テ
ィ
ス
が
優
勝
し
た
。

女子 78㎏超級決勝＝素根（左）は、
指導３の反則負

丸善インテックアリーナ大阪の外観

■
女
子
78
㎏
超
級

心技体 人を育てる総合誌
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〈広告〉

その歴史と技法柔道柔道
筑波大学体育系教授 藤堂 良明 著

第一章　組討ちの起こりと技法
　　　　　体術の起こりと技法
　　　　　組討ちの体系化と技法

第二章　柔術諸流派の歴史と技法
　　　　　竹内流腰廻
　　　　　関口新心流柔術
　　　　　起倒流柔術
　　　　　起倒流柔道
　　　　　直信流柔道
　　　　　真之神道流柔術
　　　　　天神真楊流柔術

第三章　講道館柔道の歴史と技法
　　　　　講道館柔道の創設と技法
　　　　　嘉納治五郎の乱取開発
　　　　　講道館柔道の行事と整備
　　　　　警視庁武術大会の勝利と技法
　　　　　学校体操への柔道導入の試み
　　　　　学校における柔道普及の実態
　　　　　高専柔道の起こりと技法
　　　　　嘉納治五郎の他武道への接近
　　　　　精力善用国民体育の創案と技法
　　　　　全日本柔道選士権大会の開催と技法

第四章　第二次世界大戦後の柔道復活と技法
　　　　　第二次大戦中の柔道界と技法
　　　　　第二次大戦後の柔道禁止と復活
　　　　　格技柔道から武道柔道へ
　　　　　女子柔道の競技化と技法

第五章　柔道技法の変遷と国際化への課題
　　　　　柔道技法の変遷と特徴
　　　　　柔道の国際的普及と発展
　　　　　段位制度の国際比較
　　　　　柔道の国際化と課題

目　次

　柔道の歴史を振り返りつつ、その技法が、どのように
形作られてきたのかを、丁寧に解説しています。

四六判・上製・330頁・本体2,400円＋税

　武道の稽古は、技を通して精神を磨き、やがて社会のため
になるという教育の道でもあった。時代は移り変われども、日本
の伝統に培われた〝武道としての柔道〟を見失わないでいた
だきたいと願うものである。（本書「あとがき」より抜粋）

「原点に帰る」には、「原点を知る」必要がある。
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向
井
幹
博
（
む
か
い

　み
き
ひ
ろ
）
著

公
益
財
団
法
人
講
道
館
道
場
指
導
部
課
長

〈
目
次
〉

第
１
部
　
解
説
編

　
第
一
章
　
少
年
柔
道
は
柔
道
指
導
の
原
点

　
第
二
章
　
基
本
動
作
の
指
導

　
第
三
章
　
技
の
指
導

　
第
四
章
　
教
育
の
中
の
柔
道

　
第
五
章
　
指
導
の
工
夫

　
第
六
章
　
少
年
規
定
の
変
遷
と
問
題
点

　
第
七
章
　
柔
道
の
安
全
指
導

　
第
八
章
　
東
日
本
大
震
災
へ
の
講
道
館
の
対
応

　
第
九
章
　
少
年
柔
道
の
未
来
の
た
め
に

第
２
部
　
実
技
編

　
第
一
章
　
礼
法
の
指
導

　
第
二
章
　
受
け
身
の
指
導

　
第
三
章
　
基
本
動
作
の
指
導

　
第
四
章
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法
の
指
導

　
第
五
章
　
柔
道
の
練
習
法

　
第
六
章
　
投
技
の
指
導

　
第
七
章
　
固
技
の
指
導

　
少
年
柔
道
指
導
の
現
場
で
役
に
立
つ
好
評
連
載
を
単
行

本
化
。
付
録
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
は
、写
真
で
は
伝
わ
り
に
く
か
っ

た
部
分
を
映
像
で
紹
介
。

　
ま
た
、
少
年
柔
道
が
抱
え
る
様
々
な
問
題
点
を
、
講
道

館
所
蔵
の
柔
道
文
献
か
ら
、
解
決
の
糸
口
を
探
っ
て
い
く
。

好評発売中！
Ａ
５
判
・
並
製
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
付
・
４
１
４
頁
・
本
体
２
４
０
０
円
＋
税

役
に

立
つ

少
年
柔
道
指
導
法

収
録
時
間
１
７
０
分
を
超
え
る

解
説
Ｄ
Ｖ
Ｄ
付
属
！

役
に

立
つ

少
年
柔
道
指
導
法

向
井

　幹
博

〈広告〉
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試
合
は
、
男
子
が
５
人
制
、
女
子
が
３

人
制
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
行
わ
れ

た
。
試
合
時
間
は
、
男
女
と
も
に
２
分
と

し
、
６
ポ
イ
ン
ト
差
が
生
じ
た
時
点
で
試

合
終
了
と
し
た
（
１
・
２
回
戦
は
１
分

半
、
男
子
の
み
準
々
決
勝
以
降
は
３
分
、

８
ポ
イ
ン
ト
差
が
生
じ
た
時
点
で
試
合
終

了
）。
初
戦
を
除
き
、
団
体
戦
の
勝
敗
が

決
定
し
た
時
点
で
競
技
終
了
と
し
た
。

　

男
子

　

64
校
が
出
場
。
準
決
勝
は
、
帝
京
大
と

京
都
産
業
大
が
対
戦
。
帝
京
大
が
先
鋒
か

ら
中
堅
ま
で
三
連
勝
で
一
気
に
勝
負
を
つ

け
、
京
都
産
業
大
に
完
勝
。
帝
京
大
が
京

都
産
業
大
の
３
連
覇
を
阻
止
し
て
決
勝
進

出
を
決
め
た
。

　

準
決
勝
第
２
試
合
は
、
国
士
舘
大
と
法

政
大
が
対
戦
。
国
士
舘
大
が
近
畿
大
に
勝

利
し
、
勢
い
に
乗
る
法
政
大
を
３
―
０
で

一
蹴
し
、
決
勝
に
駒
を
進
め
た
。

■
組
手
競
技

　

第
62
回
全
日
本
大
学
空
手
道
選
手
権
大
会
（
主
催
＝
全
日
本
学
生
空
手
道
連
盟
）
が

昨
年
11
月
18
日
、
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。
大
会
は
全
て
団
体
戦
で
行
わ
れ
、
男

子
組
手
、
女
子
組
手
、
男
子
形
、
女
子
形
の
４
部
門
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

男
子
組
手
は
、
国
士
舘
大
が
帝
京
大
を
破
り
、
創
部
以
来
の
悲
願
で
あ
っ
た
初
優
勝

を
果
た
し
た
。
女
子
組
手
は
、
近
畿
大
が
国
士
舘
大
に
勝
利
し
、
15
年
ぶ
り
８
回
目
の

優
勝
を
飾
っ
た
。

　

男
子
形
で
は
同
志
社
大
が
初
優
勝
、
女
子
形
は
帝
京
大
学
が
９
連
覇
を
達
成
し
た
。

　

男
子

男子団体組手競技決勝・大将戦＝
国士舘大・山本陸（左）がカウンターの上段蹴りで一本を奪う

近
畿
大
が
15
年
ぶ
り
８
回
目
の
優
勝

女
子
団
体
組
手

国
士
舘
大
が
悲
願
の
初
優
勝

男
子
団
体
組
手

第
62
回
全
日
本
大
学
空
手
道
選
手
権
大
会
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《
決
勝
》

　
　

国
士
舘
大　
　

３
―
２　

帝
京
大

先　

渡
邉
健
太
○
先
取

３
―
３　

山
本
匡
悟

次　

本
池
頼
樹　
　

０
―
９
○
中
野
壮
一
朗

中　
辻
田
誠
一
郎
○　

３
―
１　

中
村
良
太

副　

大
橋
里
央　
　

３
―
５
○
中
澤
弘
輝

大　

山
本　

陸
○　

３
―
０　

上
条
優
太

　

先
鋒
戦
は
国
士
舘
大
・
渡わ
た

邉な
べ

健け
ん

太た

と
帝

京
大
・
山や
ま

本も
と

匡と
う

悟ご

の
対
戦
。
先
に
試
合
の

主
導
権
を
握
っ
た
の
は
、
渡
邉
。
渡
邉
は

軽
快
な
ス
テ
ッ
プ
か
ら
上
段
突
き
と
中
段

突
き
を
決
め
、
ポ
イ
ン
ト
を
連
取
す
る
。

渡
邉
は
、
そ
の
後
も
蹴
り
技
を
織
り
交
ぜ

攻
め
続
け
る
。
し
か
し
、
山
本
も
鋭
い
出

足
か
ら
上
段
突
き
で
ポ
イ
ン
ト
を
奪
う
な

ど
し
、
３
―
３
の
同
点
の
ま
ま
試
合
時
間

終
了
。
渡
邉
が
先
取
の
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ

を
活い

か
し
て
国
士
舘
大
が
先
勝
す
る
。

　

次
鋒
戦
は
国
士
舘
大
・
本も
と

池い
け

頼ら
い

樹き

と
帝

京
大
・
中な
か

野の

壮そ
う

一い
ち

朗ろ
う

が
対
戦
し
た
。
今
大

会
、
絶
好
調
の
中
野
が
い
き
な
り
見
せ

る
。
中
野
が
本
池
か
ら
有
効
、
有
効
、
一

本
と
３
連
続
で
上
段
突
き
を
決
め
、
５
―

０
と
一
気
に
突
き
放
す
。
中
野
は
、
そ
の

後
も
上
段
蹴
り
を
決
め
、
終
始
攻
め
続
け

る
。
中
野
が
９
―
０
の
完
勝
で
対
戦
ス
コ

ア
を
タ
イ
に
戻
し
た
。

　

中
堅
戦
は
国
士
舘
大
・
辻つ
じ

田た

誠せ
い

一い
ち

郎ろ
う

と

帝
京
大
・
中な
か

村む
ら

良り
ょ

太う
た

が
対
戦
。
互
い
に
序

盤
か
ら
積
極
的
に
攻
め
る
も
ポ
イ
ン
ト
が

奪
え
な
い
。
膠
着
状
態
が
続
い
た
が
、
試

合
中
盤
、
互
い
の
上
段
突
き
が
同
時
に
決

ま
り
、
両
者
に
１
ポ
イ
ン
ト
が
入
る
。
そ

の
後
は
、
辻
田
が
上
段
突
き
を
２
連
続
で

決
め
、
３
―
１
で
中
村
に
競
り
勝
つ
。
国

士
舘
大
が
２
勝
１
敗
と
し
、
優
勝
に
王
手

を
か
け
る
。

　

副
将
戦
は
、
一
気
に
優
勝
を
決
め
た
い

国
士
舘
大
・
大お
お

橋は
し

里り

央お

と
、
勝
っ
て
大
将

戦
に
望
み
を
繋つ
な

ぎ
た
い
帝
京
大
・
中な
か

澤ざ
わ

弘ひ
ろ

輝き

が
激
突
。
試
合
は
い
き
な
り
動
く
。
試

合
開
始
直
後
に
大
橋
が
上
段
突
き
を
決
め

る
。
す
ぐ
さ
ま
中
澤
が
上
段
蹴
り
で
一
本

を
決
め
、
逆
転
に
成
功
す
る
。
さ
ら
に
中

澤
は
上
段
突
き
を
決
め
、
リ
ー
ド
を
広
げ

る
。
大
橋
も
必
死
に
食
ら
い
つ
き
、
中
段

突
き
と
上
段
突
き
で
有
効
を
奪
い
、
１
点

差
ま
で
詰
め
寄
る
。
中
澤
は
５
―
３
で
大

橋
の
追
撃
を
振
り
切
っ
て
勝
利
し
、
帝
京

大
は
２
勝
２
敗
の
イ
ー
ブ
ン
に
戻
し
た
。

　

国
士
舘
大
の
初
優
勝
か
、
帝
京
大
９
年

ぶ
り
の
王
座
奪
還
な
る
か
。
国
士
舘
大
の

大
将
は
３
年
・
山や
ま

本も
と

陸り
く

。
対
す
る
帝
京
大

は
４
年
の
上か
み

条じ
ょ

優う
ゆ

太う
た

。
上
条
は
上
段
突

き
、
中
段
蹴
り
の
連
続
技
で
山
本
に
プ
レ

選
手
が
自
信
を
持
っ
て
戦
っ
て
く
れ
ま

し
た
し
、
個
々
の
良
い
と
こ
ろ
が
十
分

に
出
せ
た
と
思
い
ま
す
。
大
将
戦
ま
で

も
つ
れ
ま
し
た
が
、
選
手
を
信
じ
て
い

ま
し
た
。
Ｏ
Ｂ
を
含
め
、
全
員
で
力
を

合
わ
せ
、
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
日
は
全
員
が
Ｍ
Ｖ
Ｐ
で
す
。

　

若
い
チ
ー
ム
な
の
で
伸
び
し
ろ
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
練
習

と
試
合
を
積
み
重
ね
て
い
っ
て
、
も
っ

と
強
い
チ
ー
ム
を
目
指
し
ま
す
」

◎
優
勝
＝
国
士
舘
大
・
亀か

め

山や
ま

歩あ
ゆ
み監

督

ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
る
。
山
本
は
思
う
よ
う

に
攻
め
込
め
な
い
。
上
条
が
左
上
段
突
き

を
出
し
た
次
の
瞬
間
、
山
本
が
カ
ウ
ン
タ

ー
の
右
上
段
蹴
り
で
合
わ
せ
て
一
本
を
奪

う
。
完
全
に
試
合
の
ペ
ー
ス
を
握
っ
た
山

本
は
攻
め
続
け
る
。
上
条
は
最
後
ま
で
諦

め
ず
に
攻
め
る
も
、
ポ
イ
ン
ト
を
奪
え
な

い
ま
ま
３
―
０
で
試
合
終
了
。

　

国
士
舘
大
が
創
部
以
来
の
悲
願
で
あ
っ

た
初
優
勝
を
手
に
し
た
。

男子組手競技決勝・中堅戦＝
国士舘大・辻田誠一郎（右）が上段突きで攻める

男子組手競技決勝・先鋒戦＝
国士舘大・渡邉健太（奥）が上段突きで先制する

「
練
習
環
境
が

整
い
、
集
中
し

て
稽
古
に
取
り

組
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
は
、
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女
子

　

55
校
が
出
場
。
準
決
勝
に
駒
を
進
め
た

の
は
帝
京
大
、
近
畿
大
、
国
士
舘
大
、
駒

澤
大
の
４
校
。

　

準
決
勝
で
は
昨
年
優
勝
の
帝
京
大
と
準

優
勝
の
近
畿
大
が
対
戦
。
近
畿
大
は
選
手

起
用
が
見
事
に
的
中
し
、
２
―
０
の
ス
ト

レ
ー
ト
で
勝
利
。
近
畿
大
は
昨
年
決
勝
で

敗
れ
た
雪
辱
を
果
た
し
、
決
勝
進
出
を
決

め
た
。
も
う
一
方
で
は
、
国
士
舘
大
と
駒

澤
大
が
対
戦
し
、
国
士
舘
大
が
２
―
１
で

勝
利
し
、
19
年
ぶ
り
の
決
勝
進
出
を
果
た

し
た
。

　
《
決
勝
》

　
　

近
畿
大　
　
　

２
―
１　

国
士
舘
大

先　

齋
藤
彩
夏　

○
３
―
０　

岩
瀬
菜
緒

中　

久
住
呂
有
紀　

２
―
３
○
菊
池
瑞
希

大　

日
下
部
萌
笑
○
３
―
０　

今
井
り
か

　

先
鋒
戦
は
、
世
界
選
手
権
大
会
日
本
代

表
に
選
出
さ
れ
た
近
畿
大
・
齋さ
い

藤と
う

彩あ
や

夏か

と

国
士
舘
大
・
岩い
わ

瀬せ

菜な

緒お

の
対
戦
。
齋
藤
が

試
合
開
始
早
々
に
重
点
的
に
練
習
し
て
き

た
と
い
う
上
段
突
き
で
ポ
イ
ン
ト
を
上
げ

る
。
リ
ー
ド
を
許
し
た
岩
瀬
は
、
齋
藤
と

の
距
離
を
詰
め
、
中
段
突
き
を
連
発
す

る
。
し
か
し
、
齋
藤
は
岩
瀬
が
前
に
出
て

き
た
と
こ
ろ
に
カ
ウ
ン
タ
ー
の
上
段
突
き

を
決
め
、
リ
ー
ド
を
広
げ
る
。
齋
藤
が
上

段
蹴
り
、
岩
瀬
が
上
段
突
き
と
互
い
に
得

意
技
で
攻
め
る
も
ポ
イ
ン
ト
に
は
な
ら
な

い
。
齋
藤
が
終
始
試
合
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
、
近
畿
大
に
先
勝
を
も
た
ら
し
た
。

　

中
堅
戦
は
近
畿
大
・
久く
じ

住ゅ
う

呂ろ

有ゆ
う

紀き

と
国

士
舘
大
・
菊き
く

池ち

瑞み
ず

希き

が
対
戦
。
先
制
し
た

の
は
久
住
呂
。
両
者
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で

繰
り
出
し
た
上
段
突
き
だ
っ
た
が
、
久
住

呂
の
突
き
が
一
瞬
早
く
決
ま
っ
た
と
判
定

さ
れ
、
久
住
呂
が
ポ
イ
ン
ト
を
奪
う
。
追

い
詰
め
ら
れ
た
菊
池
は
上
段
蹴
り
を
中
心

に
積
極
的
に
前
に
出
る
。
菊
池
は
試
合
中

盤
に
、
上
段
蹴
り
の
フ
ェ
イ
ン
ト
か
ら
上

段
突
き
で
ポ
イ
ン
ト
を
奪
い
、
試
合
を
振

り
出
し
に
戻
す
。
そ
の
後
は
互
い
が
上
段

突
き
で
ポ
イ
ン
ト
を
上
げ
、
ス
コ
ア
は
２

―
２
に
。
残
り
時
間
15
秒
の
と
こ
ろ
で
菊

池
の
上
段
突
き
が
決
ま
り
、
勝
負
あ
り
。

菊
池
が
３
―
２
で
接
戦
を
制
し
、
国
士
舘

大
が
同
点
に
追
い
つ
く
。

　

大
将
戦
は
、
近
畿
大
・
日く
さ

下か

部べ

萌も

笑え

と

国
士
舘
大
・
今い
ま

井い

り
か
。
両
者
に
勝
負
の

行
方
が
委
ね
ら
れ
た
。
序
盤
か
ら
日
下
部

が
勝
負
に
出
る
。
日
下
部
が
開
始
早
々
に

上
段
突
き
で
先
制
す
る
。
勢
い
に
乗
っ
た

日
下
部
は
上
段
突
き
、
中
段
突
き
と
次
々

　

女
子

に
技
を
繰
り
出
す
。
焦
り
の
色
が
見
え
る

今
井
。
日
下
部
は
、
今
井
の
一
瞬
の
隙
を

逃
さ
な
か
っ
た
。
日
下
部
は
今
井
が
不
用

意
に
繰
り
出
し
た
中
段
蹴
り
に
上
段
突
き

を
上う

手ま

く
合
わ
せ
、
ポ
イ
ン
ト
を
重
ね

る
。
日
下
部
は
、
最
後
ま
で
集
中
し
、
ポ

イ
ン
ト
を
奪
わ
れ
る
こ
と
な
く
勝
利
。

　

近
畿
大
が
国
士
舘
大
に
２
―
１
で
勝
利

し
、15
年
ぶ
り
８
回
目
の
優
勝
を
飾
っ
た
。

だ
こ
と
が
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
１
年
は
よ
り
実
戦
に
近
い
形
で
質

の
高
い
練
習
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
Ｏ
Ｂ
が
海
外
で
学
ん
だ
こ
と
を
学

生
に
指
導
し
て
も
ら
い
な
が
ら
や
っ
て

き
た
成
果
が
実
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
追
わ
れ
る
立
場
で
す
。

勝
ち
続
け
る
た
め
に
は
、
技
術
的
な
部

分
は
も
ち
ろ
ん
、
精
神
的
に
も
成
長
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
守
る
の
で
は
な
く
、
攻
め
の

姿
勢
を
貫
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

◎
優
勝
＝
近
畿
大
・
吉
田
康
弘
監
督

女子組手競技決勝・先鋒戦＝
近畿大・齋藤彩夏（左）が上段突きで攻める

女子組手競技決勝・大将戦＝
近畿大・日下部萌笑（左）が先取する

「
女
子
の
優
勝

は
15
年
ぶ
り
で

す
。
昨
年
の
敗

戦
を
受
け
て
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ

ー
と
し
て
臨
ん
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【
大
会
結
果
】

■
形
競
技

　

３
名
編
成
に
よ
り
、
予
選
は
指
定
形
の

採
点
方
式
で
行
わ
れ
、
上
位
４
校
が
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
。
決
勝
戦
の
み
分

解
ま
で
を
６
分
間
で
演
武
し
、
旗
判
定
で

勝
敗
を
決
し
た
。

　

男
子

　

15
校
が
出
場
。
予
選
上
位
４
チ
ー
ム
は

得
点
順
に
帝
京
大
、
同
志
社
大
、
国
士
舘

大
、
駒
澤
大
と
な
っ
た
。

　

準
決
勝
１
試
合
目
は
、
昨
年
優
勝
の
帝

京
大
と
駒
澤
大
が
対
戦
。
帝
京
大
は
ソ
ー

チ
ン
、
駒
澤
大
は
ガ
ン
カ
ク
を
演
武
。
駒

澤
大
が
旗
判
定
３
―
２
で
帝
京
大
に
勝
利

し
た
。
こ
の
瞬
間
、
10
年
間
続
い
た
帝
京

大
の
大
会
連
覇
が
途
切
れ
た
。

　

準
決
勝
２
試
合
目
は
、
同
志
社
大
と
国

士
舘
大
が
対
戦
。
同
志
社
大
は
ス
ー
パ
ー

リ
ン
ペ
イ
、
国
士
舘
大
は
ゴ
ジ
ュ
ウ
シ
ホ

シ
ョ
ウ
を
演
武
し
た
。
同
志
社
大
が
旗
判

定
３
―
２
で
国
士
舘
大
を
降
し
、
決
勝
進

出
を
果
た
し
た
。

　

決
勝
は
駒
澤
大
と
同
志
社
大
に
よ
る
初

優
勝
を
か
け
た
対
戦
。
駒
澤
大
が
ゴ
ジ
ュ

ウ
シ
ホ
シ
ョ
ウ
を
、
同
志
社
大
が
ア
ー
ナ

ン
を
演
武
。
判
定
の
結
果
、
４
―
１
で
同

志
社
大
が
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

　

女
子

　

15
校
が
出
場
。
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に

進
出
し
た
の
は
、
８
連
覇
中
の
帝
京
大
と

駒
澤
大
、国
士
舘
大
、同
志
社
大
の
４
校
。

　

先
に
帝
京
大
対
駒
澤
大
の
準
決
勝
戦
が

行
わ
れ
、
帝
京
大
は
ゴ
ジ
ュ
ウ
シ
ホ
シ
ョ

ウ
を
、
駒
澤
大
は
ゴ
ジ
ュ
ウ
シ
ホ
ダ
イ
を

選
択
。
旗
判
定
５
―
０
で
帝
京
大
が
決
勝

進
出
を
決
め
た
。

　

続
い
て
、
同
志
社
大
と
国
士
舘
大
が
対

戦
。
両
校
ア
ー
ナ
ン
を
演
武
し
、
４
―
１

で
同
志
社
大
に
軍
配
が
上
が
っ
た
。

　

決
勝
戦
で
は
帝
京
大
は
得
意
の
ウ
ン
ス

ー
を
選
択
。
対
す
る
同
志
社
大
は
ク
ル
ル

ン
フ
ァ
ー
で
挑
む
。
帝
京
大
に
５
本
の
旗

が
上
が
り
完
勝
。
帝
京
大
学
は
、
大
会
連

勝
記
録
を
「
９
」
に
伸
ば
し
た
。

　

男
子

■
組
手
競
技

◇
男
子

　

優　

勝
＝
国
士
舘
大

　

準
優
勝
＝
帝
京
大

　

第
３
位
＝
京
都
産
業
大
、
法
政
大

◇
女
子

　

優　

勝
＝
近
畿
大

　

準
優
勝
＝
国
士
舘
大

　

第
３
位
＝
帝
京
大
、
駒
澤
大

■
形
競
技

◇
男
子

　

優　

勝
＝
同
志
社
大

　

準
優
勝
＝
駒
澤
大

　

第
３
位
＝
帝
京
大
、
国
士
舘
大

◇
女
子

　

優　

勝
＝
帝
京
大

　

準
優
勝
＝
同
志
社
大

　

第
３
位
＝
駒
澤
大
、
国
士
舘
大

　

女
子

「
こ
の
チ
ー
ム
は
、
国
際
舞
台
で
活
躍

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
日
は
あ
く
ま
で

も
『
学
生
大
会
』
で
あ
る
こ
と
を
意
識

さ
せ
ま
し
た
。

　

決
勝
は
百
点
満
点
以
上
の
渾
身
の
形

を
打
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

４
年
生
の
２
人
が
卒
業
す
る
の
で
来

年
に
向
け
て
、
準
備
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」

◎
優
勝
＝
帝
京
大
・
岡
本
沙
織
監
督

男子形競技・優勝＝同志社大（アーナン）女子形競技・優勝＝帝京大（ウンスー・分解）

心技体 人を育てる総合誌
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発

（ 

四
六
判
・
上
製
・
２
９
６
頁 

）
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日本武道館発行の単行本

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

（ B５判・上製・DVD 付・336 頁 ）

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526 頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

武道における
　　　身体と心

前林 清和 著
神戸学院大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

！
介
紹
を
貌
全
の
流
古
で
料
資
な
富
豊
と
真
写
の
枚
０
０
０
２
る
よ
に
材
取
接
直

行
知

　瀬
横
家
究
研
術
武
流
古

著

日本の古武道には長い歴史と伝統があり、流祖に始ま
る一子相伝の脈々たる生命の大河を貫く知恵と経験が
一つの見事な体系となって現代に伝えられている。

（ Ｂ５判・上製・箱入・462 頁 ）
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鹿児島県が優勝を飾る

　

第
２
回
都
道
府
県
対
抗
弓
道
大
会
（
主

催
＝
全
日
本
弓
道
連
盟
）
が
11
月
24
日
に

日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。
今
年
で
２

回
目
と
な
る
本
大
会
で
は
各
都
道
府
県
弓

道
連
盟
会
長
か
ら
認
証
を
受
け
た
全
都
道

府
県
の
47
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
覇
を
競
っ

た
。
試
合
は
、
決
勝
で
鹿
児
島
県
が
昨
年

２
位
の
東
京
都
を
16
―
14
で
降く
だ

し
、
優
勝

を
飾
っ
た
。

♦

　

競
技
は
、団
体
に
よ
る
的
中
制
（
坐
射
・

直
径
36
㎝
霞
的
）
の
近
的
競
技
と
し
て
行

わ
れ
た
。
チ
ー
ム
編
成
は
５
人
立
（
う
ち

50
歳
未
満
２
名
、50
歳
以
上
３
名
、ま
た
、

決勝＝鹿児島県の４射目（左から＝野﨑、古永、吉井、濵田、中出口の各選手）

第２回都道府県対抗弓道大会

う
ち
１
名
が
女
性
選
手
）、
各
自
４
射
１

回
で
予
選
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
的
中

数
の
多
い
上
位
16
チ
ー
ム
が
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
へ
駒
を
進
め
、
覇
を
争
っ
た
。
総

的
中
数
の
多
い
チ
ー
ム
を
勝
ち
と
し
、
同

中
の
場
合
は
各
自
１
射
を
行
っ
た
。
そ
れ

で
も
決
着
が
つ
か
な
い
場
合
は
勝
敗
が
決

す
る
ま
で
繰
り
返
す
。

♢
 予
選

　

予
選
で
は
、
広
島
が
17
中
で
１
位
通

過
、
鹿
児
島
・
茨
城
・
福
岡
・
神
奈
川
が

16
中
で
２
位
通
過
、
長
野
・
徳
島
が
15
中

で
３
位
通
過
、
石
川
・
山
口
が
14
中
で
４

位
通
過
と
、
こ
こ
ま
で
９
チ
ー
ム
が
決
勝 決勝＝鹿児島県の 1射目（中出口選手）
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東
京
都

石田　桃子 × ◯ ◯ ◯ 3
草場　光宣 ◯ × ○ ◯ 3
畝本　孝志 ◯ ○ ◯ × 3
竹内　妙子 × × ◯ × 1
川﨑　良典 × ◯ ◯ ○ 3

決勝的中数

鹿
児
島
県

野﨑　　修 ◯ ◯ ◯ ◯ 4
古永　恭司 ◯ ◯ ◯ ◯ 4
吉井　美穂 ○ × ◯ ○ 3
濵田　藏人 ◯ × ◯ × 2
中出口正幸 ○ ○ ◯ × 3

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
へ
進
出
を
決
め
た
。
そ
し

て
、
残
り
７
枠
を
か
け
て
予
選
で
13
中
の

12
チ
ー
ム
に
よ
り
、
同
中
競
射
が
行
わ
れ

た
。
鳥
取
・
東
京
・
秋
田
・
静
岡
・
富
山
・

福
島
・
栃
木
が
勝
ち
抜
け
、
上
位
16
チ
ー

ム
が
決
定
と
な
っ
た
。♦

♢
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
入
り
、
徳
島
は

１
回
戦
で
石
川
を
20
―
14
と
全
員
皆
中
で

降
し
、
続
く
２
回
戦
で
昨
年
度
優
勝
の
静

岡
と
対
戦
し
、
13
中
同
士
で
射
詰
を
行

い
、
結
果
３
―
１
で
破
り
準
決
勝
へ
。
同

ブ
ロ
ッ
ク
の
鹿
児
島
は
1
回
戦
で
秋
田
に

19
―
15
、
２
回
戦
で
富
山
に
18
―
14
と
安

定
し
た
射
型
を
見
せ
、
勝
利
。

　

別
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
栃
木
が
１
回
戦
で

広
島
を
18
―
13
、
２
回
戦
で
福
島
を
17
―

13
で
破
り
、準
決
勝
へ
。そ
し
て
東
京
が
、

１
回
戦
で
山
口
を
17
―
16
で
、
２
回
戦
で

茨
城
を
15
―
13
で
降
し
、
準
決
勝
残
り
１

枠
を
見
事
勝
ち
進
ん
だ
。

♢
準
決
勝

　

鹿
児
島
と
徳
島
の
対
戦
。
１
射
目
か
ら

３
射
目
ま
で
鹿
児
島
は
計
３
つ
失
中
、
徳

島
は
計
４
つ
の
失
中
と
な
る
。
４
射
目
、

徳
島
は
５
人
中
２
人
が
失
中
し
、
計
14
中

と
な
る
。
対
し
て
鹿
児
島
は
５
人
全
員
が

的
中
し
、
計
17
中
。
抜
群
の
安
定
感
で
鹿

児
島
が
決
勝
進
出
へ
。

　

２
組
目
は
昨
年
２
位
の
東
京
と
栃
木
の

対
決
。
１
射
目
か
ら
３
射
目
ま
で
東
京
は

２
つ
失
中
、
栃
木
は
５
つ
失
中
と
な
る
。

追
い
つ
き
た
い
栃
木
は
４
射
目
で
全
員
的

中
さ
せ
、
計
15
中
で
終
了
。
対
す
る
東
京

は
１
人
失
中
す
る
も
計
17
中
で
終
え
、
２

年
連
続
の
決
勝
進
出
を
果
た
し
た
。

♢
決
勝

　

決
勝
戦
は
、
こ
こ
ま
で
安
定
し
た
射
を

見
せ
て
い
る
鹿
児
島
と
今
年
こ
そ
優
勝
を

勝
ち
取
り
た
い
昨
年
２
位
の
東
京
の
対

戦
。
１
射
目
、
鹿
児
島
は
５
人
が
全
員
的

中
と
し
、
好
調
な
滑
り
出
し
を
見
せ
る
。

対
す
る
東
京
は
２
中
。
２
射
目
、鹿
児
島
・

東
京
共
に
３
中
す
る
。
３
射
目
、
鹿
児
島

は
ま
た
も
全
て
中あ

て
て
５
中
と
す
る
。
し

か
し
、
東
京
も
負
け
じ
と
全
員
的
中
。
勝

負
は
４
射
目
に
委
ね
ら
れ
る
。
運
命
の
４

射
目
、
鹿
児
島
は
３
中
の
計
16
中
で
競
技

を
終
え
た
。
対
し
て
東
京
も
２
つ
失
中
の

３
中
と
な
り
、
鹿
児
島
が
16
―
13
で
勝

利
。鹿
児
島
が
嬉
し
い
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

◎
優
勝
＝
鹿
児
島
県
・

　
　
　
　

中な
か

出で

口ぐ
ち

正ま
さ

幸ゆ
き

選
手
兼
監
督

「
チ
ー
ム
編
成
に
関
し
て
は
、
ぶ
っ
つ
け

本
番
で
試
合
に
臨
み
ま
し
た
。
ど
の
選
手

も
国
体
経
験
者
、
ま
た
は
県
大
会
の
優
勝

者
で
し
た
の
で
自
分
が
足
を
引
っ
張
ら
な

く
て
よ
か
っ
た
な
と
い
う
気
持
ち
で
す
。

試
合
の
時
は
、
的
に
中
て
た
い
と
い
う
気

持
ち
よ
り
も
、
自
分
の
気
を
つ
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
部
分
を
忠
実
に
で
き
れ
ば
い

い
な
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
今
後
は
２
年

後
の
鹿
児
島
国
体
に
向
け
て
、
今
の
勢
い

で
優
勝
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
」

優　

勝
＝
鹿
児
島
県

準
優
勝
＝
東
京
都

３　

位
＝
徳
島
県
、
栃
木
県

５　

位
＝
静
岡
県
、
富
山
県
、

　
　
　
　

福
島
県
、
茨
城
県

決勝＝鹿児島県の４射目（古永選手）

♢
大
会
結
果



582019．1　月刊「武道」

〈広告〉

好
評
発
売
中

98



〈広告〉

四
六
判
・
上
製
・
３
４
６
頁
・
本
体
２
４
０
０
円
＋
税

四
六
判
・
上
製
・
３
４
６
頁
・
本
体
２
４
０
０
円
＋
税
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一
つ
が
、
力
強
く
繰
り
出
さ
れ
て
い
く
。

演
武
の
前
半
だ
け
で
、
勝
負
あ
り
と
な
っ

た
。
演
武
を
終
え
る
と
、
次
々
と
観
衆
が

立
ち
上
が
り
、
拍
手
を
送
っ
て
い
た
。

　

全
戦
５
―
０
の
圧
勝
・
完
勝
。
ス
ペ
イ

ン
で
、
喜
友
名
諒
の
ア
ー
ナ
ン
ダ
イ
が
、

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
オ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
包
ま

れ
た
。

◇
女
子
個
人

　

女
子
個
人
形
は
、
世
界
選
手
権
２
連
覇

中
の
清し

水み
ず

希き

容よ
う

（
ミ
キ
ハ
ウ
ス
）
と
、
世

界
ラ
ン
ク
１
位
を
ひ
た
走
る
サ
ン
ド
ラ

（
ス
ペ
イ
ン
）
の
決
勝
と
な
っ
た
。

　

決
勝
、
先
に
演
武
す
る
の
は
サ
ン
ド

ラ
。
地
元
ス
ペ
イ
ン
の
観
衆
の
声
援
を
受

け
、
チ
ャ
タ
ン
ヤ
ラ
ク
ー
サ
ン
ク
ー
を
演

武
。
持
ち
味
の
パ
ワ
ー
を
発
揮
、
観
衆
も

◇
男
子
個
人

　

世
界
選
手
権
２
連
覇
中
の
王
者
・
喜き

友ゆ

名な

諒り
ょ
う（

劉
衛
流
龍
鳳
会
）
が
、
全
試
合
５

―
０
で
優
勝
し
、
３
連
覇
の
金
字
塔
を
達

成
し
た
。

　

決
勝
は
、
地
元
ス
ペ
イ
ン
の
英
雄
・
ダ

ミ
ア
ン
と
の
対
戦
。
前
回
２
０
１
６
年
の

世
界
選
手
権
の
決
勝
と
同
じ
カ
ー
ド
に
な

っ
た
。
先
に
演
武
す
る
ダ
ミ
ア
ン
。
得
意

の
形
、
チ
ャ
タ
ン
ヤ
ラ
ク
ー
サ
ン
ク
ー
を

演
武
。
ジ
ャ
ン
プ
や
二
段
蹴
り
な
ど
の
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
さ
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
観
衆
を

ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
さ
せ
た
。

　

そ
の
雰
囲
気
の
中
で
演
武
を
始
め
る
喜

友
名
。だ
が
一
気
に
、雰
囲
気
を
変
え
た
。

ア
ー
ナ
ン
ダ
イ
の
キ
レ
の
あ
る
技
の
一
つ

■
形
競
技

女子個人形・準優勝＝清水希容 男子個人形・優勝＝喜友名諒

2020 東京五輪への道
第 24回世界空手道選手権大会

　

２
年
に
一
度
の
空
手
道
世
界
一
決
定
戦
、「
第
24
回
世
界
空
手
道
選
手
権
大
会
」（
主

催
＝
世
界
空
手
連
盟
〔
以
下
、
Ｗ
Ｋ
Ｆ
〕）
が
11
月
6
日
〜
11
日
、
Ｗ
Ｋ
Ｆ
本
部
の
あ
る

ス
ペ
イ
ン
・
マ
ド
リ
ー
ド
で
開
催
さ
れ
た
。
139
の
国
と
地
域
か
ら
１
２
０
０
名
を
超
え

る
選
手
が
出
場
す
る
中
、
空
手
道
が
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
追
加
種
目
と

な
っ
て
以
降
、
最
大
規
模
の
予
選
と
な
っ
た
。

　

16
種
目
の
競
技
が
行
わ
れ
、
日
本
は
４
種
目
で
金
、
４
種
目
で
銀
、
２
種
目
で
銅
、

計
10
個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
、
メ
ダ
ル
獲
得
数
第
１
位
の
成
績
を
残
し
た
。
こ
こ
で
の
結

果
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
へ
の
大
き
な
岐
路
に
な
る
。
五
輪
へ
の
夢
が
、
マ
ド
リ
ー

ド
を
駆
け
抜
け
た
。
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後
押
し
し
、
よ
り
力
強
さ
を
増
し
て
い

く
。
安
定
し
た
運
足
、
し
っ
か
り
と
力
を

出
せ
た
演
武
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
清
水
、
同
じ
く
勝
負
の
形
・
チ

ャ
タ
ン
ヤ
ラ
ク
ー
サ
ン
ク
ー
。
序
盤
こ
そ

リ
ズ
ム
が
速
く
な
っ
て
技
が
小
さ
く
な
っ

て
し
ま
う
部
分
が
見
え
た
が
、
し
っ
か
り

と
持
ち
直
す
。
判
定
は
、
赤
旗
が
わ
ず
か

に
１
本
多
く
、
３
―
２
で
世
界
選
手
権
新

女
王
・
サ
ン
ド
ラ
が
誕
生
し
た
。
清
水
自

身
が
最
も
好
き
な
舞
台
と
語
る
世
界
選
手

権
で
の
敗
戦
。
し
か
し
、
２
０
２
０
年
に

向
け
て
、
再
び
彼
女
の
進
化
の
き
っ
か
け

と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

◇
男
子
団
体

　

男
子
団
体
形
は
、
喜
友
名
諒
（
劉
衛
流

龍
鳳
会
）、金
き
ん
じ

城ょ
う

新あ
ら
た（

同
）、上う
え

村む
ら

拓た
く

也や（
同
）

チ
ー
ム
が
世
界
選
手
権
２
連
覇
を
か
け
て

挑
み
、
予
選
の
全
試
合
を
５
―
０
の
完
勝

で
勝
ち
上
が
っ
た
。

　

決
勝
は
、
地
元
の
ス
ペ
イ
ン
と
の
対

決
。
日
本
は
ア
ー
ナ
ン
ダ
イ
を
演
武
。
会

場
は
ス
ペ
イ
ン
へ
の
応
援
一
色
に
な
っ
た

が
、「
自
分
達
が
沖
縄
で
稽
古
し
て
い
る

技
を
出
せ
ば
、
会
場
も
自
分
達
の
ペ
ー
ス

に
乗
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
、

特
に
分
解
で
は
、
極
め
る
と
こ
ろ
は
し
っ

か
り
極
め
ら
れ
て
、
自
分
達
の
形
が
打
て

ま
し
た
」（
喜
友
名
）。
結
果
、
５
―
０
の

完
勝
と
な
っ
た
。

◇
女
子
団
体

　

女
子
団
体
形
の
メ
ン
バ
ー
は
平た
い

紗ら
さ

枝え

（
帝
京
大
学
４
年
）、
武む

儀ぎ

山や
ま

舞ま
い

（
同
４

年
）、
石い
し

橋ば
し

咲さ

織お
り

（
同
１
年
）
の
３
名
。

　

初
戦
の
２
回
戦
、
３
回
戦
は
５
―
０
の

完
勝
。
準
決
勝
で
は
前
回
大
会
銅
メ
ダ
ル

の
ト
ル
コ
チ
ー
ム
を
４
―
１
で
降く
だ

す
な
ど

し
、
決
勝
へ
駒
を
進
め
た
。

　

決
勝
は
、
男
子
と
同
様
に
地
元
・
ス
ペ

イ
ン
と
の
対
決
。
日
本
チ
ー
ム
の
ウ
ン
ス

は
、
十
八
番
の
得
意
形
。
地
元
ス
ペ
イ
ン

は
パ
イ
ク
ー
を
選
択
。
分
解
で
は
ス
ピ
ー

ド
を
維
持
し
つ
つ
、
パ
ワ
ー
を
全
面
に
出

し
切
り
、
５
―
０
で
完
勝
し
た
。
総
合
力

で
ス
ペ
イ
ン
を
上
回
り
、
初
の
世
界
選
手

権
出
場
で
世
界
王
者
と
な
っ
た
。

◇
男
子
-60
㎏
級

　

男
子
組
手
-60
㎏
は
、
日
本
の
佐さ

合ご
う

尚な
お

人と

（
高
栄
警
備
保
障
）
が
決
勝
に
進
出
し
、

残
り
４
秒
ま
で
リ
ー
ド
す
る
も
２
―
５
で

敗
れ
、
惜
し
く
も
銀
メ
ダ
ル
と
な
っ
た
。

◎
師
に
並
ぶ
、
世
界
３
連
覇　

喜
友
名
諒

　

世
界
選
手
権
を
完
勝
し
た
喜
友
名
。
そ
れ
で
も

喜
友
名
は
、
２
０
２
０
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目

指
し
、
よ
り
良
い
演
武
を
目
指
す
こ
と
を
掲
げ
、

気
を
引
き
締
め
て
い
る
。

　

そ
し
て
今
回
の
世
界
選
手
権
３
連
覇
は
、
師
・

佐さ

久く

本も
と

嗣つ
ぐ

男お

先
生
の
現
役
時
代
の
記
録
に
並
ぶ
も

の
。
佐
久
本
先
生
は
「
師
を
超
え
る
選
手
を
育
て

て
こ
そ
、
指
導
者
の
役
目
。
そ
の
た
め
に
精
一
杯

私
も
努
め
た
い
で
す
し
、
彼
な
ら
や
れ
る
と
信
じ

て
い
ま
す
」
と
意
気
込
ん
だ
。

喜友名諒選手（左）と恩師・佐久本嗣男氏

男子団体形・優勝＝日本（左から喜友名諒、上村拓也、金城新）

女子団体形・優勝＝日本（左から武儀山舞・平紗枝・石橋咲織）

■
組
手
競
技
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決
勝
の
相
手
は
、
10
月
の
国
際
大
会
１

回
戦
で
敗
れ
た
ア
ン
ジ
ェ
ロ
（
イ
タ
リ

ア
）。
試
合
は
２
―
２
で
迎
え
た
残
り
４

秒
、
佐
合
が
前
に
出
た
と
こ
ろ
を
ア
ン
ジ

ェ
ロ
の
上
段
蹴
り
が
決
ま
っ
て
、
そ
の
ま

ま
試
合
が
終
了
。「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向

け
て
、
こ
れ
か
ら
も
練
習
に
励
ん
で
い
き

た
い
」
と
佐
合
は
爽
や
か
に
語
っ
た
。

◇
男
子
-67
㎏
級

　

全
種
目
中
最
多
の
出
場
人
数
を
誇
っ
た

男
子
組
手
-67
㎏
、
個
人
と
し
て
は
２
大
会

ぶ
り
、
団
体
も
含
め
れ
ば
５
大
会
連
続
出

場
を
果
た
し
た
篠し
の

原は
ら

浩ひ
ろ

人と（
マ
ル
ホ
ウ
）。

今
大
会
は
３
回
戦
で
セ
ル
ビ
ア
選
手
に
敗

れ
た
。
世
界
ラ
ン
ク
３
位
、
ト
ッ
プ
で
戦

え
る
選
手
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、

覚
悟
の
戦
い
を
も
う
一
度
見
せ
て
欲
し

い
。

◇
男
子
-75
㎏
級

　

世
界
選
手
権
５
度
優
勝
の
ア
ガ
イ
エ
フ

（
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
）、
ア
ガ
イ
エ
フ
と

双
璧
を
な
す
２
０
１
２
年
の
世
界
王
者
・

ブ
サ
（
イ
タ
リ
ア
）、
ア
ジ
ア
王
者
の
ア

ス
ガ
リ
（
イ
ラ
ン
）、
そ
し
て
日
本
の
ニ

ュ
ー
ス
タ
ー
・
西に
し

村む
ら

拳け
ん

（
チ
ャ
ン
プ
）。

ス
タ
ー
選
手
が
揃
う
男
子
組
手
-75
㎏
。

準
々
決
勝
、
西
村
対
ア
ス
ガ
リ
の
ア
ジ
ア

同
士
の
対
戦
と
な
っ
た
。
結
果
は
０
―
０

の
際
ど
い
判
定
で
、
ア
ス
ガ
リ
に
軍
配
が

上
が
っ
た
。

　

３
位
決
定
戦
に
回
っ
た
西
村
は
、
相
手

に
豪
快
な
裏
回
し
蹴
り
を
２
つ
決
め
、
そ

の
度
に
会
場
を
湧
か
す
な
ど
、
11
点
を
奪

う
大
勝
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。

◇
男
子
-84
㎏
級

　

前
回
王
者
・
荒あ
ら

賀が

龍り
ゅ

太う
た

郎ろ
う

（
荒
賀
道

場
）。
世
界
中
の
空
手
フ
ァ
ン
の
期
待
を

も
と
に
コ
ー
ト
に
立
っ
た
が
、
３
回
戦
で

ベ
ラ
ル
ー
シ
の
ア
ン
ト
ン
に
０
―
６
で
敗

戦
。

　

過
去
の
対
戦
で
も
苦
戦
は
し
て
い
た
相

手
。
０
―
０
の
ま
ま
、
残
り
時
間
わ
ず
か

で
荒
賀
が
中
段
の
カ
ウ
ン
タ
ー
を
抜
き
、

横
へ
間
を
切
ろ
う
と
し
た
瞬
間
、
ア
ン
ト

ン
の
上
段
蹴
り
が
決
ま
り
０
―
３
。
さ
ら

に
、
相
手
を
崩
せ
な
い
荒
賀
に
、
ア
ン
ト

ン
が
飛
び
後
ろ
回
し
蹴
り
を
決
め
た
。
荒

賀
を
抑
え
た
世
界
の
進
化
し
た
レ
ベ
ル
。

世
界
の
進
化
を
超
え
る
、
荒
賀
の
復
権
に

期
待
し
た
い
。

◇
男
子
+84
㎏
級

　

日
本
か
ら
は
香か

川が
わ

幸ひ
で

允よ
し

（
テ
ア
ト
ル
ア

カ
デ
ミ
ー
）
が
出
場
。
１
回
戦
の
ヤ
マ
ノ

グ
ル
（
ト
ル
コ
）
と
の
試
合
は
、
相
手
の

上
段
蹴
り
が
ビ
デ
オ
判
定
で
ポ
イ
ン
ト
に

な
り
、
先
行
さ
れ
る
苦
し
い
展
開
。
必

死
に
追
い
上
げ
る
も
、
１
―
３
で
敗
れ

た
。
香
川
は
「
あ
の
蹴
り
さ
え
な
け
れ
ば

…
…
、
今
ま
で
の
空
手
人
生
で
最
高
の
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
来
て
い
た
の
で
、
悔
し

い
で
す
」
と
語
っ
た
。

◇
男
子
団
体

　

日
本
は
、
前
回
２
０
１
６
年
大
会
で
、

約
40
年
ぶ
り
の
決
勝
進
出
を
果
た
し
、
銀

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。
今
大
会
、
日
本
男

子
団
体
組
手
の
歴
史
を
進
め
る
べ
く
挑
ん

だ
の
が
、
荒
賀
龍
太
郎
、
香
川
幸
允
、
西

村
拳
の
前
回
大
会
経
験
の
あ
る
３
選
手
に

加
え
、
森も
り

優ゆ
う

太た

、
崎さ
き

山や
ま

優ゆ
う

成せ
い

（
近
畿
大
学

工
学
部
１
年
）、
嶋し
ま

田だ

力り
き

斗と

（
京
都
産
業

大
学
１
年
）、
安あ
ん

藤ど
う

大だ
い

騎き

（
近
畿
大
学
３

年
）
の
初
出
場
４
選
手
。

　

だ
が
、
３
回
戦
で
ト
ル
コ
の
巧
さ
に
苦

し
ん
だ
。
中
堅
終
了
時
点
で
２
敗
を
喫
し

て
し
ま
う
。
副
将
・
森
が
取
り
返
し
、
大

将
・
香
川
の
相
手
は
ト
ル
コ
の
エ
ー
ス
・

ア
ク
タ
ス
。
さ
す
が
の
香
川
も
劣
勢
か
ら 男子個人組手 -75㎏級・3位＝西村拳（右）の裏回し蹴りが決まる
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女子個人組手 -55kg 級・５位＝山田沙羅（右）

女子個人組手-50kg級・優勝＝宮原美穂（左）

の
盛
り
返
し
に
苦
し
み
、
結
果
、
１
勝
３

敗
で
日
本
は
敗
れ
た
。
そ
の
後
、
日
本
は

敗
者
復
活
戦
に
回
り
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
、
そ
し
て
３
位
決
定
戦

の
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
に
勝
利
し
て
銅
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
た
。

◇
女
子
-50
㎏
級

　

こ
の
階
級
で
は
、
前
回
大
会
で
惜
し
く

も
頂
点
を
逃
し
て
い
た
宮み
や

原は
ら

美み

穂ほ

（
帝
京

大
学
４
年
）
が
、
悲
願
の
金
メ
ダ
ル
を
獲

得
。
決
勝
で
２
０
１
４
年
の
世
界
王
者
・

セ
ラ
ッ
プ
（
ト
ル
コ
）
に
裏
回
し
蹴
り
を

決
め
、
３
―
１
で
勝
利
し
た
。

　

相
手
の
セ
ラ
ッ
プ
と
は
５
回
目
の
対
戦

と
な
り
、
お
互
い
に
手
の
内
を
知
っ
て
い

る
。
セ
ラ
ッ
プ
は
、
駆
け
引
き
を
す
る
の

が
上う

手ま

く
、
宮
原
が
攻
め
よ
う
と
す
れ

ば
、
間
合
い
を
切
り
、
逆
に
攻
め
よ
う
と

す
れ
ば
、
蹴
り
を
狙
わ
れ
る
。
し
か
し
、

宮
原
は
自
分
の
勘
を
信
じ
た
。「
今
ま
で

た
く
さ
ん
練
習
を
し
て
き
た
（
相
手
を
引

き
込
ん
で
の
裏
回
し
蹴
り
）
の
で
、
あ
の

場
面
で
は
と
っ
さ
に
蹴
り
が
出
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
一
戦
一
戦
を
大
切
に
し
て
、

２
０
２
０
年
は
日
本
武
道
館
の
舞
台
に
立

て
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
」（
宮
原
）。

◇
女
子
-55
㎏
級

　

女
子
組
手
-55
㎏
で
は
日
本
の
山や
ま

田だ

沙さ

羅ら

（
大
正
大
学
事
務
職
）
が
初
戦
か
ら
得
意

の
カ
ウ
ン
タ
ー
か
ら
の
突
き
で
勝
ち
上
が

る
。
準
決
勝
に
進
出
す
る
も
、ド
ロ
タ（
ポ

ー
ラ
ン
ド
）
と
の
戦
い
は
、
攻
め
切
れ
ず

に
０
―
０
で
終
了
し
、
旗
判
定
の
末
に
ド

ロ
タ
に
軍
配
が
上
が
っ
た
。
３
位
決
定
戦

に
回
っ
た
山
田
は
、
イ
ベ
ッ
ト
（
ブ
ル
ガ

リ
ア
）
と
対
戦
。
こ
の
戦
い
も
１
―
１
の

同
点
で
試
合
終
了
。
注
目
の
旗
判
定
は
、

３
―
２
で
イ
ベ
ッ
ト
が
勝
利
し
、
山
田
の

２
大
会
連
続
の
メ
ダ
ル
獲
得
は
な
ら
な
か

っ
た
。

◇
女
子
-61
㎏
級

　

女
子
組
手
-61
㎏
に
出
場
し
た
森も
り

口ぐ
ち

彩あ
や

美み

（
Ａ
Ｇ
Ｐ
）
は
、
１
回
戦
で
カ
ナ
ダ
の
ハ

ナ
と
対
戦
。
テ
コ
ン
ド
ー
で
ユ
ー
ス
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
出
場
経
験
の
あ
る
強
豪
・
ハ
ナ

を
相
手
に
、
森
口
は
攻
め
切
れ
ず
、
０
―

２
で
敗
退
し
た
。
勝
っ
た
ハ
ナ
は
、
準
々

決
勝
で
敗
れ
、
こ
の
時
点
で
森
口
の
世
界

選
手
権
は
終
了
し
た
。

◇
女
子
-68
㎏
級

　

４
大
会
連
続
出
場
の
日
本
代
表
・
染そ
め

谷や

香か

予よ

（
テ
ア
ト
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
）。
イ
タ

リ
ア
の
シ
ル
ビ
ア
と
の
初
戦
。
集
中
し
て

試
合
に
入
っ
た
染
谷
は
、
中
段
突
き
で
先

制
し
た
が
、「
勝
っ
て
い
た
の
に
、
焦
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
」（
染
谷
）。残
り
８
秒
、

前
に
出
た
と
こ
ろ
を
裏
回
し
蹴
り
で
捉
え

ら
れ
逆
転
。
１
―
３
で
敗
れ
た
。

◇
女
子
+68
㎏
級

　

女
子
組
手
+68
㎏
、
前
回
王
者
で
世
界
ラ

ン
ク
１
位
の
植
草
歩
が
大
本
命
。
決
勝

は
、
前
回
の
世
界
選
手
権
で
も
決
勝
を
争

っ
た
ギ
リ
シ
ャ
の
エ
レ
ニ
と
の
頂
上
対
決

と
な
っ
た
。
エ
レ
ニ
は
、
構
え
を
低
く
し

て
、
植
草
の
中
段
突
き
を
警
戒
し
、
残
り

１
分
10
秒
に
は
右
の
上
段
突
き
を
決
め

た
。
植
草
も
、
突
き
、
蹴
り
を
多
発
す
る

も
ポ
イ
ン
ト
に
は
な
ら
ず
、
結
局
０
―
３
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で
試
合
が
終
了
し
、
植
草
の
連
覇
は
な
ら

な
か
っ
た
。

「
得
意
技
で
し
か
ポ
イ
ン
ト
が
取
れ
な
い

の
が
、
今
の
自
分
の
弱
さ
。
い
ろ
い
ろ
な

技
で
ポ
イ
ン
ト
を
取
れ
る
よ
う
に
強
化
し

て
い
き
た
い
」（
植
草
）。

◇
女
子
団
体

　

２
０
０
６
年
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
会
以
来

２
度
目
の
優
勝
を
狙
っ
た
日
本
の
女
子
団

体
組
手
。
染
谷
香
予
（
テ
ア
ト
ル
ア
カ
デ

ミ
ー
）、
植
草
歩
（
日
本
航
空
）、
川か
わ

村む
ら

菜な

摘つ
み

（
警
視
庁
警
察
学
校
）
の
前
回
も
出
場

し
た
メ
ン
バ
ー
の
３
選
手
と
、
今
回
初
出

場
の
齋さ
い

藤と
う

綾あ
や

夏か

（
近
畿
大
学
４
年
）
が
エ

ン
ト
リ
ー
。
オ
ー
ダ
ー
を
川
村
、
齋
藤
、

植
草
の
順
で
固
定
し
て
臨
ん
だ
。

　

３
回
戦
の
イ
ラ
ン
と
の
対
決
で
は
、
植

草
が
代
表
戦
の
末
に
イ
ラ
ン
の
ハ
ミ
デ
に

勝
ち
日
本
へ
勝
利
を
呼
び
込
む
と
、
さ
ら

に
準
決
勝
の
地
元
ス
ペ
イ
ン
と
の
試
合
で

も
、
ア
ウ
ェ
ー
の
な
か
、
植
草
が
完
璧
な

中
段
突
き
を
決
め
て
勝
利
し
、
日
本
を
決

勝
進
出
に
導
い
た
。

　

決
勝
は
フ
ラ
ン
ス
と
の
対
戦
。
２
０
２

０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
国
と
、
２
０
２

４
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
国
の
対
決
に
な

っ
た
。
０
―
１
で
迎
え
た
大
将
戦
、
日
本

■
パ
ラ
空
手

は
植
草
。
こ
こ
ま
で
何
度
も
日
本
を
救
っ

て
き
た
が
、
４
点
差
を
狙
う
の
は
厳
し
か

っ
た
か
０
―
２
で
敗
戦
。
結
果
２
勝
０
敗

で
フ
ラ
ン
ス
が
優
勝
、
日
本
は
惜
し
く
も

銀
メ
ダ
ル
だ
っ
た
。

　

世
界
障
が
い
者
空
手
道
選
手
権
大
会

は
、
前
回
よ
り
「
パ
ラ
空
手
」
と
名
称
を

改
め
、
視
覚
障
が
い
・
知
的
障
が
い
・
車

椅
子
の
３
部
門
で
男
女
別
に
形
競
技
を
実

施
し
、
点
数
制
で
行
わ
れ
た
。

　

前
々
回
大
会
で
は
準
優
勝
、
前
回
大
会

第
３
位
の
大お
お

庭ば

康や
す

資し

（
男
子
視
覚
障
が
い

の
部
・U

N
IV
ERSA

L

松
濤
館
）
が
悲

願
の
初
優
勝
を
果
た
し
た
。

女子個人組手 +68kg 級・準優勝＝植草歩（右）
女子団体組手・準優勝＝

日本（左から染谷香予、川村菜摘、齋藤綾夏、植草歩）

　

大
庭
は
、
予
選
、
決
勝
と
も
に
ウ
ン
ス

を
演
武
し
、決
勝
で
は
44
・
６
点
を
記
録
。

ジ
ャ
ン
プ
の
着
地
も
見
事
に
決
め
、
大
き

な
拍
手
を
浴
び
た
。

　

２
回
目
の
出
場
と
な
っ
た
今い
ま

在ざ
い

家け

翔し
ょ

太う
た

（
知
的
障
が
い
の
部
）
は
、
ア
ー
ナ
ン
コ

ウ
を
演
武
し
、
38
・
７
点
を
記
録
。
予
選

プ
ー
ル
３
位
で
惜
し
く
も
メ
ダ
ル
マ
ッ
チ

進
出
は
な
ら
な
か
っ
た
。

◎
林
は
や
し
こ
う
晃
日
本
代
表
監
督
の
コ
メ
ン
ト

「
今
大
会
は
、
金
メ
ダ
ル
５
つ
獲
得

を
目
標
に
掲
げ
て
い
た
が
、
特
に

組
手
で
は
非
常
に
厳
し
い
結
果
だ
っ

た
。
今
後
は
強
化
選
手
の
指
導
体
制

を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
。
こ
れ
ま
で
は
（
代
表
の
）
担
当

コ
ー
チ
と
密
接
な
連
携
を
取
る
と
い

う
意
味
で
は
不
足
だ
っ
た
面
も
あ

る
。
日
本
代
表
の
強
化
方
針
、
所
属

チ
ー
ム
の
強
化
方
針
と
、
選
手
の
特

徴
や
個
性
、
こ
れ
ら
の
方
向
性
を
ま

と
め
、
相
乗
効
果
を
生
む
体
制
を
確

立
し
て
い
き
た
い
」

（
写
真
・
文
＝

　

空
手
道
マ
ガ
ジ
ン
月
刊
Ｊ
Ｋ
Ｆ
ａ
ｎ
）

男子視覚障がいの部・優勝＝大庭康資
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日本選手団の集合写真

優勝 ２位 ３位 日本人選手結果

男
子

▽組手
　　団体　　イラン トルコ 日本／イタリア

個
人

-60㎏級 Crescenzo Angelo（イタリア）佐合尚人（高栄警備保障） Assadilov Darkhan（カザフスタン）
Ameknassi Abdessalam（モロッコ）

-67㎏級 Dacosta Steven（フランス） Figueira Vinicius（ブラジル）Velozo Camilo（チリ）
Derafshipour Hamoon（イラン）

篠原浩人（マルホウ）
＝３回戦敗退

-75㎏級 Asgari Ghoncheh Bahman（イラン） Busa Luigi（イタリア） 西村拳（チャンプ）
Aghayev Rafael（アゼルバイジャン）

-84㎏級 Kvesic Ivan（クロアチア） Chobotar Valerii（ウクライナ）Poorshab Zabiollah（イラン）
Aktas Ugur（トルコ）

荒賀龍太郎（荒賀道場）
＝３回戦敗退

+84㎏級 Horne Jonathan（ドイツ） Ganjzadeh Sajad（イラン） Seck Sakho Babacar（スペイン）
Yamanoglu Alparslan（トルコ）

香川幸允（テアトルアカデミー）
＝１回戦敗退

▽形
　　団体　　日本 スペイン イラン／イタリア
　　個人　　喜友名諒（劉衛流龍鳳会） Quintero Capdevila Damian Hugo（スペイン） Sofuoglu Ali（トルコ）

Busato Mattia（イタリア）

女
子

▽組手
　　団体　　フランス 日本 スペイン／エジプト

個
人

-50㎏級 宮原美穂（帝京大学） Ozcelik Arapoglu Serap（トルコ）Plank Bettina（オーストリア）
Bahmanyar Sara（イラン）

-55㎏級 Banaszczyk Dorota（ポーランド）Bitsch Jana（ドイツ） Wen Tzu-Yun（中華台北）
Goranova Ivet（ブルガリア）

山田沙羅（大正大学事務職）
＝第５位

-61㎏級 Prekovic Jovana（セルビア） Yin Xiaoyan（中国） Sadini Btissam（モロッコ）
Lotfy Giana（エジプト）

森口彩美（AGP）＝１回戦敗
退

-68㎏級 Zaretska Irina（アゼルバイジャン） Isaeva Victoria（ロシア） Matoub Lamya（アルジェリア）
Kopunova Miroslava（スロバキア）

染谷香予（テアトルアカデミー）
＝１回戦敗退

+68㎏級 Chatziliadou Eleni（ギリシャ） 植草　歩（日本航空） Abouel Yazed Shymaa（エジプト）
Antunovic Hana（スウェーデン）

▽形
　　団体　　日本 スペイン イタリア／トルコ
　　個人　　Sanchez Jaime Sandra（スペイン）清水希容（ミキハウス） Lau Mo Sheung Grace（香港）

Bottaro Viviana（イタリア）

【大会結果】



662019．1　月刊「武道」

〈広告〉

好
評
発
売
中

A5判・並製・346頁・1600円＋税
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〈広告〉

日本武道館発行の単行本

日本武道館 編

日本の武道

（B５判・上製・箱入・526 頁 ）

マンガ・
　武道のすすめ

田代しんたろう 著
漫画家・別府大学教授

（ B５判・並製・236 頁 ）

日本の元徳

菅野 覚明 著
東京大学大学院教授

（ 四六判・上製・334 頁 ）

霊箭
阿波研造物語

馬見塚昭久 著
小学校教諭

（ 四六判・上製・320 頁 ）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

（ B５判・上製・DVD 付・336 頁 ）

武道の全容をこの一冊に集大成！ 『日本の武道』の英文版（DVD付）

武道における礼法を小笠原流宗家が直々に指南

希代の弓人阿波研造の人物伝 日本人が拠り所としてきた価値観を詳説

弓道 その魅力

岡村豊太郎 著
山口大学名誉教授

（ 四六判・上製・272 頁 ）

『五輪書』などの代表的な武道伝書を詳解 著者の半生をたどり、弓道の魅力に迫る

武道をわかり易く描いた教養マンガ

武道の礼法

小笠原清忠 著
弓馬術礼法小笠原教場三十一世宗家

（ 四六判・上製・278 頁 ）

武道伝書を読む

湯浅　晃 著
天理大学教授

（ 四六判・上製・348 頁 ）

子どもを育む武道の教育力を詳説 武道の文化的・伝統的な事柄を解明

武道
子どもの心をはぐくむ

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410 頁 ）
中村 民雄 著

福島大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー
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第
６
回
全
国
合
気
道
指
導
者
研
修
会

（
主
催
＝
日
本
武
道
館
・
合
気
会
、
後
援

＝
ス
ポ
ー
ツ
庁
）
は
11
月
２
日
〜
４
日
の

３
日
間
、
千
葉
県
勝
浦
市
の
日
本
武
道
館

研
修
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
。
学
校
教
育

に
お
け
る
合
気
道
授
業
が
効
果
的
に
展
開

さ
れ
る
こ
と
を
目
的
に
、
講
師
・
助
講
師

10
名
、
合
気
道
未
経
験
の
中
学
校
保
健
体

育
科
教
員
を
含
む
参
加
者
70
名
が
参
加
し

た
。

　

開
講
式
で
は
、
は
じ
め
に
植う
え

芝し
ば

守も
り

央て
る

合

気
会
理
事
長
が
主
催
者
挨
拶
を
行
い
、「
次

期
学
習
指
導
要
領
に
は
、
武
道
実
施
種
目

と
し
て
合
気
道
が
明
記
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
今
回
参
加
の
保
健
体
育
科
の

先
生
に
は
、
合
気
道
の
す
ば
ら
し
さ
を
理

解
し
、
子
ど
も
た
ち
に
合
気
道
の
魅
力
を

伝
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
地
域
の
指
導
者

に
は
、
将
来
外
部
指
導
者
と
し
て
要
請
が

あ
っ
た
と
き
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
準
備
を

整
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
実

り
多
き
研
修
会
と
な
る
こ
と
を
期
待
い
た

し
ま
す
」
と
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
三み

藤ふ
じ

芳よ
し

生お

日
本
武
道
館
常
任

理
事
・
事
務
局
長
が
挨
拶
に
立
ち
、「
合

気
道
指
導
者
と
し
て
の
資
質
向
上
、
指
導

　

■
１
日
目
（
11
月
２
日
）

指導法を学んで
合気道の魅力を伝える

第６回全国合気道指導者研修会
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植芝守央
合気会理事長

三藤芳生
日本武道館常任理事・事務局長

植芝特別講師による基本技を主とした実技披露

力
を
発
揮
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と

し
た
研
修
会
で
す
。
次
年
度
か
ら
は
、
ス

ポ
ー
ツ
庁
の
事
業
と
し
て
、
全
国
各
地
域

で
複
数
種
目
を
実
施
で
き
る
モ
デ
ル
実
践

校
を
指
定
す
る
計
画
が
あ
り
、
合
気
道
の

実
施
校
の
増
加
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
指
導

現
場
に
お
い
て
は
、
指
導
者
の
力
量
が
生

徒
の
成
長
に
つ
な
が
り
ま
す
。
本
研
修
会

で
は
日
本
を
代
表
す
る
先
生
方
か
ら
、
合

気
道
の
す
ば
ら
し
さ
を
学
ん
で
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
た
。

　

開
講
式
に
続
い
て
、
植
芝
守
央
特
別
講

師
に
よ
る
基
調
講
演
「
合
気
道
と
は
」
が

行
わ
れ
た
。
は
じ
め
に
、
合
気
道
の
歴
史

か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
資
料
映
像
を
鑑

賞
し
、
続
い
て
、
合
気
道
の
理
念
と
技
法

に
つ
い
て
解
説
を
交
え
な
が
ら
、
基
本
技

を
中
心
に
実
技
を
披
露
し
、
稽
古
法
の
説

明
を
行
っ
た
。
最
後
に
「
中
学
、
高
校
で

の
合
気
道
実
施
校
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
状

況
で
す
が
、
合
気
道
に
対
す
る
理
解
を
深

め
る
努
力
を
続
け
て
い
き
、
日
本
の
誇
り

で
あ
る
武
道
、
合
気
道
の
普
及
振
興
に
努

め
て
い
き
た
い
」
と
結
ん
だ
。

　

■
２
日
目
（
11
月
３
日
）

　

次
に
、
川か
わ

城し
ろ

健た
け
し講

師
に
よ
る
「
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
に
つ
な
が
る
合
気
道
の
授
業
」
の

講
義
が
行
わ
れ
た
。
主
な
内
容
は
次
の
５

点
で
あ
っ
た
。

⑴
学
校
体
育
に
お
け
る
武
道
授
業
は
、
多

く
が
未
経
験
者
で
あ
り
、
や
り
た
く
な

い
子
ど
も
も
い
る
。

⑵
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
実
現
」
に
つ

な
が
る
授
業
を
意
識
し
て
ほ
し
い
。

⑶
楽
し
い
、
お
も
し
ろ
い
、
も
っ
と
や
っ

て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
育
て
る
授

業
づ
く
り
を
心
が
け
る
。

⑷
生
徒
が
持
っ
て
い
る
力
で
授
業
に
臨
ま

せ
る
。授
業
後
に「
楽
し
か
っ
た
か
？
」

と
聞
か
な
い
。
生
徒
は
反
射
的
に
「
楽

し
い
」
と
答
え
て
し
ま
う
。
感
想
は
、

授
業
ノ
ー
ト
に
記
入
さ
せ
る
方
が
効
果

的
。

⑸
保
健
体
育
科
教
員
は
す
べ
て
の
種
目
に

精
通
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま

た
、
精
通
し
て
い
な
け
れ
ば
教
え
ら
れ

な
い
と
い
う
こ
と
で
も
な
い
。
本
研
修

会
で
、
合
気
道
の
特
性
を
学
び
、
合
気

道
を
も
っ
と
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
子

ど
も
を
育
て
て
ほ
し
い
。

　

午
前
中
は
、
合
気
道
を
専
門
と
し
な
い

中
学
校
・
高
等
学
校
の
保
健
体
育
科
教

員
、
授
業
協
力
者
と
し
て
指
導
経
験
の
あ

る
参
加
者
を
中
心
と
し
た
学
校
指
導
法
の

Ａ
グ
ル
ー
プ
と
、
各
地
域
の
社
会
体
育
指

導
者
を
中
心
と
し
た
Ｂ
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
講
習
が
行
わ
れ
た
。

　

Ａ
グ
ル
ー
プ
の
一
コ
マ
目
は
梅う
め

津つ
し

翔ょ
う

助

講
師
に
よ
る
「
中
学
校
合
気
道
指
導
法

①
」
が
行
わ
れ
た
。
中
学
１
年
の
学
習
内

容
と
し
て
、は
じ
め
に「
礼
法
」「
受
身
」「
体

さ
ば
き
」
を
指
導
。「
受
身
」
は
座
っ
た

状
態
か
ら
始
め
、片
膝
を
立
て
る
、中
腰
、

Aグループ＝梅津助講師による呼吸法の指導
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Bグループではハラスメントの実例・対策を各グループごとに協議し（写真右）、発表を行った（写真左）

最
後
に
立
っ
た
姿
勢
と
、
段
階
を
踏
ん
で

指
導
す
る
こ
と
が
重
要
と
説
明
し
た
。
続

い
て
、「
角す
み

落お
と

し
」「
小
手
返
し
」「
四
方

投
げ
」の
指
導
法
を
行
っ
た
。最
後
に
、「
合

気
道
は
日
常
生
活
と
か
け
離
れ
た
動
作
な

の
で
、
繰
り
返
す
こ
と
で
動
き
に
慣
れ
て

い
く
こ
と
が
授
業
に
お
け
る
指
導
法
で
あ

る
。
技
を
受
け
る
と
き
に
、
ど
の
よ
う
な

動
き
で
『
受
身
』
を
と
る
か
を
全
員
で
何

度
か
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
、
ス
ム
ー
ズ

に
技
の
指
導
に
入
れ
る
」
と
初
心
者
指
導

の
ポ
イ
ン
ト
を
あ
げ
た
。

　

続
い
て
、
日ひ

野の

皓て
る

正ま
さ

講
師
に
よ
る
「
中

学
校
合
気
道
指
導
法
②
」
が
行
わ
れ
た
。

中
学
２
年
の
学
習
内
容
を
日
本
武
道
協
議

会
発
行
の
『
中
学
校
武
道
必
修
化
指
導

書
』
に
沿
っ
て
指
導
し
た
。
指
導
の
ポ
イ

ン
ト
は
次
の
４
点
で
あ
っ
た
。

⑴
技
に
よ
っ
て
動
き
が
複
雑
に
な
る
の

で
、
指
導
す
る
前
に
、
は
じ
め
に
ど
う

い
う
こ
と
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か

を
説
明
す
る
こ
と
が
大
事
。

⑵
相
手
の
体
勢
を
崩
す
と
き
、
真
後
ろ
で

は
な
く
、
斜
め
後
ろ
に
崩
す
と
効
果
が

あ
る
。
技
の
理
合
を
理
解
さ
せ
る
と
、

生
徒
の
意
欲
が
高
ま
る
。

⑶
倒
す
の
で
は
な
く
、
相
手
が
安
全
に
受

身
が
と
れ
る
よ
う
に
す
る
に
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
、
考
え
さ
せ
る
。

⑷
「
受
身
」
の
と
き
、
手
を
ど
こ
に
つ
く

か
、
膝
を
ど
こ
に
つ
け
ば
い
い
か
。
態

勢
を
崩
し
な
が
ら
、
バ
ラ
ン
ス
を
と
る

と
い
う
感
覚
を
身
に
つ
け
る
と
、
楽
し

さ
に
つ
な
が
る
。

　

Ｂ
グ
ル
ー
プ
は
、
午
前
中
、
尾お
ざ

﨑き
し

晌ょ
う

講

師
の
司
会
進
行
で
「
全
国
指
導
者
研
修

①
」
が
行
わ
れ
、「
倫
理
的
問
題
の
事
例

報
告
・
取
組
」「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
実
例
・

対
策
」に
つ
い
て
、協
議
、発
表
を
行
っ
た
。

　

午
後
は
、
研
修
室
で
「
全
国
指
導
者
研

修
②
」
と
し
て
、
林は
や

典し
み

夫ち
お

講
師
の
司
会
・

進
行
に
よ
り
、
中
学
・
高
校
で
合
気
道
授

業
を
行
っ
て
い
る
参
加
者
の
授
業
実
践
報

告
が
行
わ
れ
た
。

「
小
手
返
し
は
、
技
を
か
け
て
い
る
実
感

が
あ
る
よ
う
で
生
徒
に
は
好
評
」「
呼
吸

法
は
、
手
だ
け
で
転
が
す
形
に
な
っ
て
し

ま
い
、
指
導
が
難
し
い
」「
生
徒
同
士
で

教
え
合
う
こ
と
は
効
果
的
」「
相
手
と
呼

吸
を
合
わ
せ
る
こ
と
を
指
導
す
る
の
は
難

し
い
」「
嫌
い
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
飽

き
さ
せ
な
い
よ
う
な
授
業
に
す
る
た
め
の

工
夫
が
あ
れ
ば
教
え
て
ほ
し
い
」
な
ど
、

現
状
、
課
題
が
あ
げ
ら
れ
た
。

　

続
い
て
、『
中
学
校
武
道
必
修
化
指
導

書
』
武
道
編
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
後
、
大
道
場

Aグループ＝日野講師による正面打ち第一教の指導全員で『中学校武道必修化指導書』武道編DVDを視聴
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■
３
日
目
（
11
月
４
日
）

に
移
動
し
、
全
員
が
参
加
し
て
、
金
澤
威

講
師
に
よ
る
「
中
学
校
合
気
道
指
導
法

③
」
が
行
わ
れ
た
。
既
に
基
本
を
学
習
し

て
い
る
３
年
生
を
対
象
と
し
た
学
習
内
容

を
解
説
し
た
。「
技
を
か
け
る
と
き
に
、

力
で
倒
そ
う
と
せ
ず
、
倒
れ
て
い
く
の
を

助
け
る
と
い
う
意
識
を
も
つ
」「
一
気
に

力
を
加
え
る
の
で
は
な
く
、
少
し
ず
つ
加

え
る
。
相
手
の
動
き
に
合
わ
せ
る
」「
技

を
受
け
る
と
き
は
、
自
分
か
ら
倒
れ
る
の

で
は
な
く
、
相
手
の
動
き
を
吸
収
す
る
と

い
う
意
識
を
も
つ
」
な
ど
、
指
導
の
ポ
イ

ン
ト
を
あ
げ
た
。
ま
た
、
日
野
講
師
か
ら

は
、
直
接
身
体
が
触
れ
る
こ
と
に
抵
抗
を

　

魚う
お

住ず
み

孝た
か

至し

講
師
に
よ
る
講
義
「
宮
本
武

蔵
の
五
輪
書
に
学
ぶ
」
が
行
わ
れ
た
。
立た
つ

木ぎ

幸ゆ
き

敏と
し

講
師
が
司
会
を
務
め
、
は
じ
め
に

魚
住
講
師
の
経
歴
を
紹
介
し
、
講
義
に
入

っ
た
。

「
武
蔵
の
実
像
」「
術
理
の
展
開
」「
五
輪

書
の
思
想
」「
武
蔵
と
日
本
人
の
『
道
』」

の
４
部
構
成
で
行
わ
れ
た
。
生
涯
無
敗
と

い
わ
れ
る
武
蔵
が
重
視
し
た
こ
と
は
、
術

の
基
礎
を
重
視
し
た
こ
と
で
あ
り
、
実
戦

的
な
場
面
で
の
工
夫
を
重
ね
、
実
際
に
役

立
つ
具
体
的
な
道
理
を
追
求
し
て
き
た
。

「
自
ら
の
道
を
徹
底
す
る
こ
と
で
、
普
遍

性
に
達
す
る
」
と
い
う
思
想
は
現
在
に
も

通
じ
る
も
の
で
あ
る
。「
本
研
修
会
参
加

の
皆
様
も
、
広
い
視
野
で
物
事
を
知
り
社

会
を
知
り
、
次
の
世
代
に
何
を
伝
え
て
い

く
か
、
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
締
め

く
く
っ
た
。

　

閉
講
式
で
は
、
林
典
夫
合
気
会
常
務
理

事
が
主
催
者
挨
拶
を
行
い
、
す
べ
て
の
日

程
が
終
了
し
た
。

（
文
責
・
日
本
武
道
館
振
興
課
）

も
つ
生
徒
が
い
る
場
合
、
タ
オ
ル
を
使
っ

て
技
を
掛
け
合
う
方
法
な
ど
、
導
入
時
の

工
夫
が
示
さ
れ
た
。

魚住講師による「宮本武蔵の五輪書に学ぶ」の講義
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〈広告〉

中
売
発
評
好 好

評
発
売
中
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〈広告〉

中
売
発
評
好
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■
1
日
目
（
11
月
29
日
）

　

12
時
30
分
か
ら
三
輪
田
学
園
中
学
校
・

高
等
学
校
の
会
議
室
で
開
講
式
が
行
わ
れ

た
。

　

は
じ
め
に
有あ
り

竹た
け

隆た
か

佐す
け

全
日
本
空
手
道
連

盟
専
務
理
事
が
「
現
在
、
空
手
道
の
採
用

校
は
300
校
近
く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
２
０

２
０
年
ま
で
に
は
500
校
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
次
世
代
を
担
う
者

た
ち
を
育
て
る
中
学
校
武
道
必
修
化
に
と

っ
て
、
こ
の
研
究
会
は
非
常
に
大
切
な
事

業
で
あ
る
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
」
と
主

催
者
挨
拶
を
述
べ
た
。

　

同
じ
く
主
催
者
を
代
表
し
て
、
三み

藤ふ
じ

芳よ
し

生お

日
本
武
道
館
常
任
理
事
・
事
務
局
長
が

「
中
学
校
武
道
必
修
化
は
今
年
で
丸
７
年

を
迎
え
ま
し
た
。
空
手
道
は
300
校
近
く
の

学
校
で
採
用
さ
れ
、
当
初
か
ら
比
べ
る
と

２
倍
以
上
の
増
加
で
あ
り
ま
す
。
来
年
度

は
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
事
業
と
し
て
、
複
数
種

目
を
実
施
で
き
る
モ
デ
ル
実
践
校
を
指
定

し
、
予
算
化
す
る
こ
と
が
内
定
し
て
お
り

ま
す
。
空
手
道
に
は
中
学
生
が
体
力
的
に

も
、
あ
る
い
は
礼
儀
作
法
、
精
神
的
に
も

学
習
効
果
の
高
い
素
材
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
先
生
方
に
は
今
後
も
空
手
道
の
素

晴
ら
し
さ
を
全
国
の
中
学
校
に
広
め
て
い

た
だ
く
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
」
と
挨
拶
を
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
研
究
者
・
研
究
協
力
者
の
自

己
紹
介
、
本
研
究
事
業
の
概
要
が
説
明
さ

れ
た
後
、
授
業
視
察
に
移
っ
た
。

◇

　

授
業
は
体
育
館
で
行
わ
れ
た
。
授
業
を

担
当
す
る
の
は
喜き

納な

真ま

由ゆ

美み

教
諭
。
喜
納

教
諭
は
前
任
校
の
普ふ

連れ
ん

土ど

学
園
中
学
校
で

も
空
手
道
の
授
業
を
６
年
間
行
っ
て
お

り
、
平
成
29
年
度
か
ら
三
輪
田
学
園
中
学

校
・
高
等
学
校
に
赴
任
。
三
輪
田
学
園
中

学
校
で
は
中
学
３
年
生
で
週
３
回
の
体
育

の
う
ち
１
回
、
武
道
の
授
業
を
実
施
し
、

喜
納
教
諭
が
赴
任
し
て
か
ら
は
空
手
道
の

授
業
を
行
っ
て
い
る
。
中
学
３
年
生
の
生

徒
た
ち
は
通
年
授
業
１
年
目
と
な
り
、
こ

　

平
成
30
年
度
中
学
校
武
道
授
業（
空
手
道
）指
導
法
研
究
事
業（
主
催
＝
日
本
武
道
館
・

全
日
本
空
手
道
連
盟
・
日
本
武
道
協
議
会
）
が
昨
年
11
月
29
日
・
30
日
に
研
究
者
５
名

と
研
究
協
力
者
４
名
が
集
ま
り
、
東
京
都
千
代
田
区
の
三
輪
田
学
園
中
学
校
・
高
等
学

校
と
日
本
武
道
館
で
行
わ
れ
た
。
29
日
に
は
、
研
究
者
た
ち
は
三
輪
田
学
園
の
中
学
３

年
生
（
１
ク
ラ
ス
・
38
名
）
の
空
手
道
授
業
を
視
察
し
、指
導
法
の
研
究
協
議
を
重
ね
た
。

三輪田学園中学校 空手道授業を視察

武道の精神を伝える授業を目指して
平成 30年度中学校武道授業（空手道）指導法研究事業
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全員で中段突きの確認

の
日
は
今
年
度
20
回
目
の
授
業
と
な
る
。

　

準
備
体
操
の
後
、
喜
納
教
諭
が
前
で
示

範
し
な
が
ら
、
全
員
で
そ
の
場
で
の
順
突

き
や
中
段
突
き
な
ど
の
動
作
を
確
認
。
そ

し
て
、
基
本
形
２
を
行
っ
た
。

　

続
い
て
喜
納
教
諭
が
「
今
日
は
無﹅

号﹅

令﹅

で
基
本
形
２
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
課
題
を
与
え
て
、
６
つ
の
チ

ー
ム
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
基
本
形
２

を
確
認
し
た
。
各
チ
ー
ム
で
は
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ

を
使
用
し
て
チ
ー
ム
全
体
で
の
動
き
を
録

画
し
、「
ま
だ
突
き
の
腕
の
位
置
が
高
い

か
な
？
」
な
ど
と
振
り
返
り
な
が
ら
技
術

を
磨
い
て
い
た
。

　

チ
ー
ム
で
の
練
習
が
終
わ
っ
た
後
は
、

「
気
を
つ
け
、
礼
」
と
退
場
の
み
の
号
令

で
、
８
チ
ー
ム
一
斉
に
基
本
形
２
を
行
っ

た
。
喜
納
教
諭
は
「
初
め
て
号
令
な
し
で

や
っ
た
と
は
思
え
な
い
出
来
栄
え
で
す
。

自
信
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
！
」
と
生
徒
を

励
ま
し
た
。

　

基
本
形
２
の
後
は
、
ミ
ニ
演
武
会
に
移

っ
た
。
生
徒
た
ち
は
察
し
て
、
研
究
者
た

ち
が
座
る
イ
ス
を
準
備
し
て
い
た
の
が
印

象
的
だ
。
ま
ず
全
員
で
、
そ
の
場
基
本
、

移
動
基
本
、
基
本
形
１
を
披
露
。
そ
の
後

５
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
、
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
平ピ
ン

安ア
ン

二
段
、
平
安
初
段
、
平
安
三
段
、

平
安
四
段
、
平
安
五
段
の
形
分
解
が
行
わ

れ
、
最
後
に
選
抜
チ
ー
ム
に
よ
る
基
本
形

１
の
演
武
が
行
わ
れ
た
。
な
お
演
武
を
行

う
チ
ー
ム
の
み
に
照
明
が
当
た
る
よ
う
、

ラ
イ
ト
が
随
時
切
り
替
え
ら
れ
た
。

　

最
後
に
、喜
納
先
生
は
生
徒
た
ち
を「
よ

く
こ
こ
ま
で
仕
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
感

動
し
て
い
ま
す
！　

人
間
は
大
き
な
目
標

研究者・研究協力者　一覧
研究者
　小山　正辰　森ノ宮医療大学特任教授、大阪大学兼任講師
　石川　周亨　北海道余市町旭中学校教頭
　日野　一男　実践女子大学名誉教授、日本ハラスメント＆リスクマ
　　　　　　　ネジメント総合研究所代表
　井下　佳織　麗澤大学准教授
　佐藤　　彰　神奈川県立平塚工科高等学校教諭
研究協力者
　喜納真由美　三輪田学園中学校・高等学校非常勤講師
　園田　俊一　福岡県空手道連盟常任理事
　山田ゆかり　東大阪大学敬愛高等学校教頭、全日本空手道連盟理事
　柴　　晶子　株式会社 JUN NERGY Communicator director

前列左から、小山研究者、日下修次全日本空手道連盟理事・事務局長、有竹専務理事、
三藤日本武道館常任理事・事務局長、吉田珠美三輪田学園中学校・高等学校校長、
松尾貴之日本武道館振興課長、田谷将俊同振興課副主事
後列左から、柴研究協力者、井下研究者、佐藤研究者、石川研究者、園田研究協力者、
山田研究協力者、喜納研究協力者、岡﨑紀創全日本空手道連盟職員
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iPad を使用しながら基本形２を確認

を
持
つ
と
強
い
の
で
す
。
演
武
会
と
い
う

目
標
を
も
っ
た
皆
さ
ん
は
、
そ
れ
に
向
け

て
突
き
進
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
君
た
ち
は

空
手
道
を
一
生
続
け
る
わ
け
で
は
な
い
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
空
手
道
か
ら
学
ん

だ
『
平
常
心
』『
集
中
力
』『
察
す
る
』
と

い
う
こ
と
を
日
常
の
生
活
で
活い

か
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。
高
校
生
に
な
っ
て

も
、
こ
の
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
な

い
で
学
生
生
活
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

諭
し
、
授
業
を
締
め
く
く
っ
た
。

▽
生
徒
の
声

「
空
手
道
は
見
た
こ
と
が
な
く
て
最
初
は

不
安
は
あ
り
ま
し
た
が
、
み
ん
な
の
動
き

が
揃
っ
た
時
は
か
っ
こ
よ
く
、
と
て
も
き

れ
い
で
し
た
」

「
最
初
の
授
業
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か

り
で
し
た
が
、
こ
う
や
っ
て
み
ん
な
で
協

力
し
て
、
空
手
道
は
す
ご
く
楽
し
い
と
い

う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
」

「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
か
先
生
が
言
っ
て
い

た
『
察
す
る
』
こ
と
は
今
後
も
活
か
せ
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」◇

　

場
所
を
会
議
室
に
戻
し
、
研
究
協
議
に

移
っ
た
。
は
じ
め
に
喜
納
教
諭
か
ら
授
業

の
詳
細
や
経
緯
に
つ
い
て
の
説
明
の
後
、

質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。
研
究
者
や
研
究

◎
喜き

納な

真ま

由ゆ

美み

教
諭
（
三
輪
田
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校
非
常
勤
講
師
）

「
普
連
土
学
園
中
学
校
で
６
年
間
、
空
手
道

の
授
業
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
参
考

に
し
て
『
平
常
心
』
や
『
き
め
』
な
ど
の
武

道
用
語
を
使
い
な
が
ら
、
全
体
の
テ
ー
マ
を

『
察
す
る
』
と
し
て
授
業
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。日
常
生
活
で
の
対
人
関
係
で
重
要
な『
察

す
る
』
と
い
う
こ
と
も
空
手
道
を
通
し
て
学
ん
で
ほ
し
い
か
ら
で
す
。
私
が
平
安
の

形
を
行
っ
て
い
る
映
像
を
生
徒
の
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
に
送
っ
て
平
安
の
形
を
覚
え
て
も
ら
い

ま
し
た
。
生
徒
の
や
る
気
を
引
き
出
す
に
は
、
環
境
や
情
報
機
器
と
い
う
の
は
重
要

な
要
素
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
で
お
互
い
の
動
き
を
確
認
し
た
り
、
照
明

を
切
り
替
え
な
が
ら
生
徒
の
や
る
気
を
引
き
出
す
よ
う
に
心
が
け
ま
し
た
。

協
力
者
か
ら
は
「
生
徒
の
反
応
が
良
か
っ

た
の
は
、
喜
納
教
諭
の
言
葉
遣
い
や
接
し

方
が
丁
寧
だ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
」「
上

靴
が
き
れ
い
に
揃
え
ら
れ
て
い
た
の
は
指

導
が
行
き
届
い
て
い
る
証
拠
で
あ
る
」「
準

備
体
操
の
中
に
、
空
手
道
の
動
き
を
取
り

入
れ
た
り
補
強
運
動
を
入
れ
て
も
良
い
の

で
は
な
い
か
」「
場
所
が
広
い
の
で
、
も

う
少
し
移
動
基
本
を
取
り
入
れ
て
も
い
い

の
で
は
な
い
か
」
な
ど
の
意
見
が
出
た
。

　

次
に
、「
女
子
生
徒
の
武
道
授
業
に
つ

い
て
～
空
手
道
授
業
実
施
に
向
け
て
～
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
研
究
協
議
を
実
施
し
、

女
子
生
徒
に
対
す
る
空
手
道
授
業
の
課
題

に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
話
し
合
い
、

検
討
し
た
。

■
２
日
目
（
11
月
30
日
）

　

翌
30
日
は
日
本
武
道
館
大
会
議
室
で
、

体
育
祭
用
団
体
演
武
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い

て
、
授
業
に
お
け
る
多
様
な
空
手
道
指
導

に
つ
い
て
な
ど
研
究
協
議
が
行
わ
れ
た
。

　

研
究
協
議
終
了
後
、
閉
講
式
に
移
り
、

小こ

山や
ま

正ま
さ

辰し

研
究
者
か
ら
総
括
が
述
べ
ら
れ

た
後
、
日く
さ

下か

修し
ゅ

次う
じ

全
日
本
空
手
道
連
盟
理

事
・
事
務
局
長
と
吉よ
し

野の

喜よ
し

信の
ぶ

日
本
武
道
館

振
興
部
長
が
主
催
者
挨
拶
を
行
い
、
閉
会

し
た
。

選抜チームによる基本形１の演武



好
評
発
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中
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〈広告〉

著者の80年の生涯にわたる
剣道修錬を集大成した

本格的剣道修行論

日本武道館の単行本

好評発売中！

全
日
本
剣
道
連
盟
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談
役
・
剣
道
範
士
九
段

堀
籠

　敬
藏  
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第一章　剣道

第二章　剣道の歴史

第三章　修錬・先人に学ぶ

第四章　剣道の極意

第五章　武道における「礼」

第六章　剣理

第七章　指導者としての心構え

〒102－8321　東京都千代田区北の丸公園２－３
ホームページ　http://www.nipponbudokan.or.jp/編集・発行・日本武道館
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好評発売中！
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